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Prologue






　────どうして。

　どうして裏切った。私を騙だました。

「あ……っ、あ……、ハディ……ル、いた、い……」

　華きや奢しやな腰こしをつかんで引き寄せ、激情のまま猛たける男根を最奥に叩たたき込んだ。

「あうっ……！」

　汗あせに濡ぬれる細い背が痙けい攣れんする。

　構わず串くし刺ざした雄おすで肉の隘あい路ろをかき混ぜた。

「ひぁ、ぁぅ、っ、……ああっ、あああっ、あぁぁ────……！」

　空のごとき青い瞳ひとみが涙なみだで曇くもっている。

　長い時間、手を触ふれることさえできず愛めでてきた恋こいしいロロの瞳が。

「ハディール……」

　私の名を呼ぶその声も。

　光に触れると金色に輝かがやく薄うす茶ちやの髪かみも。

「…………めん、なさい……」

　愛いとしくて。恋しくて。

　私のような異形がこんな気持ちを抱いだくことすらおこがましいと、大切に守ってきたのに。

「謝るということは、やましい気持ちがあるということだな。楽しかったか、おまえに夢中な魔ま人じんの心を弄もてあそぶのは。おまえの目には、さぞ私が滑こつ稽けいに映っていたことだろう」

　自分の額にある、通常なら深い青を湛たたえた魔力の石が、怒いかりで炎ほのおのような赤に染まっているのがわかる。

　ロロはシーツに頰ほおをこすりつけるように、力なく首を横に振ふった。もはやなにを言っても私の怒りが収まらぬことを知っているからか、言い訳もしない。

　そんな殊しゆ勝しような態度に、さらに怒りが募つのる。

「泣けば同情すると思ったか！　おまえを恋しがる私が許すと思ったか！」

「あああっ……！　ああぁぁぁああああぁ───っ、っ、っ！」

　気を失わせるつもりで、奥深くを抉えぐり込んだ。宝石のような涙が飛び散る。

　裏切られてなお、恋しいこの心が厭いとわしい。

　泣き叫さけぶ声を聞けば、まだ可か哀わい想そうに思ってしまう気持ちが残る自分が忌いま々いましい。

　今すぐに凌りよう辱じよくの手を止め、抱だきしめて口づけて慰なぐさめたくなる。

　やさしさしか与あたえたことのない体だった。常に愛だけで埋うめ尽つくし、痛みなど感じさせずに大事にしてきた愛し子だった。

　この可か憐れんな唇くちびるに奉ほう仕しさせるなどあり得ぬと、滾たぎる欲望を抑おさえつけて。

　こんな、後ろから突つき立てる獣けものの姿勢を取らせたことはなかった。

「感じているのか、こんなにされて」

　ロロの若い茎くきが張っているのを見て、わざと強い力で握にぎり込んだ。

「あうっ……！」

　乱暴にすり立てても、ロロは決して許してくれと口にすることはなかった。

　ただ私から与えられる痛みを受け入れ、涙を流し続ける。

「おまえがそんな好き者とは知らなかった。今までもの足りなかったか」

　侮ぶ蔑べつの言葉に震ふるえるロロの体につけられた他ほかの男の愛あい咬こうの痕あとを見れば、あとからあとから怒りが湧わきあがる。

　早く気を失わせてやらないと、どんどんひどいことをしてしまう。

　先走りの露つゆを零こぼす先せん端たんに爪つめを立て、のどが破れそうな叫び声を引き出した。

「おまえはもう、このハディールの褥しとねから外には出してやらぬ……！」

　細い肢し体たいを揺ゆさぶりながら、苛か烈れつな痛みを訴うつたえる心を無理やり押し込めた。

　あんなに……、あんなに大事にしていたのに────！
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　やわらかな光が渓けい谷こくに降り注いでいる。

　両側を美しい森に挟はさまれ、さらさらと穏おだやかに流れる浅い水の横を、ロロは薬草を摘つみながら歩いていった。

　目当ての薬草を見つけては、腰に下げた革かわの薬草入れに入れていく。

　茂しげみの陰かげから、キィッ！　と鳴く小動物らしい声が聞こえ、慌あわてて覗のぞいてみた。

　うさぎに似た、けれど額に一本の角を生やした魔物に、青年の顔を持った鳥が襲おそいかかっている。鳶とびのような翼つばさを持つ奇き怪かいな人面鳥は、ロロの姿を見ると慌てて飛び去ってしまった。

　少し驚おどろいたけれど、ここは人の住む地とは違ちがう魔人の庭なのだから不思議はない。人の地では見かけない動植物がたくさんいる。

　うさぎに似た魔物は足を怪け我がしたらしく、ひょこひょこと不自然な跳はね方をしながらロロから逃げようとしている。だがちっとも動けていないのが痛々しい。

「待ってて。すぐに手当てしてあげるから。ごめんね、ぼくのこと怖こわいだろうけど少し我が慢まんして」

　ロロは極力やさしい声を出しながら、ゆっくりと魔物に近づく。魔物は力の強いものは人語を解し、凶きよう暴ぼうなものも多いので近づくことは危険だが、このくらいの魔物なら普ふ通つうの小動物と変わらない。

　魔物は歯をむき出して威い嚇かくしてきたが、ロロは臆おくすることなく怪我をした足に薬草をすり込み、丈じよう夫ぶな長い葉で包んで固定した。もし嚙かみつかれても、魔人の庭で採れた傷薬も解げ毒どく薬も持っている。それよりこの小さな魔物を助けてあげたい。

　のどの奥で唸うなりを上げていた魔物は、ロロに敵意がないことを感じたのか、すぐに大人しくなった。手当てが終わると、魔物はロロの手に角をすりつけて感謝の意を表してから、足を引きずりながら去って行った。

　よかった。あれならすぐに治りそうだ。魔人の庭で採れる薬草にはすばらしい効果がある。

　ロロは立ち上がると、ぱんぱんに膨ふくらんだ薬草入れの口を閉じ、ふう、と息をついて空を見上げた。ロロの瞳と同じ真っ青な空が雲ひとつなく広がっている。

（今日も色々採れたな）

　ここはとても居い心ごこ地ちがいい。初めて来たときは人の地と魔人の庭を隔へだてる険しい岩山を必死でよじ登り、怖おそろしい魔人に喰くわれる覚かく悟ごさえしていたけれど。

　岩山を越こえてしまえば、天国かと思うほど温かく美しい森が広がっていた。ここを訪おとずれるのはもう何回目になるだろう。魔人の庭は一年中気候が安定していて、夏の過か酷こくな暑さも、冬の厳しい寒さもない。雨も降らないのに、森は青々として花は香かぐわしく咲さき誇ほこる。

　首から下げたペンダントをそっと撫なでる。母の形見のペンダントに、魔人の加護が宿る鍵かぎを通したものだ。ペンダントトップと鍵が仲よく並んでいる。

　鍵はこの魔人の庭の主あるじ、ハディールにもらったものである。これがあれば険しい岩山を通らずとも、門番のオークに咎とがめられることなく魔人の庭に来られる。

　涼すずやかな風に吹ふかれると、ロロの薄茶色の髪が光に透すけて金色に輝いた。

　気持ちがよくて、強こわばった背中の筋肉をほぐすために胸を張って両りよう腕うでを伸のばす。

　上体をねじって左右を見み渡わたすと、岩いわ棚だなにとても貴重な薬草が生えているのが見えた。

「ヒトツメクサだ」

　ヒトツメクサはその名の通り、花の中心にひとつ目があるような形をしている。いや、実際目なのである。危険を察知すると、辺りをきょろきょろと見回して逃げてしまう。根の部分が足のように動くのだ。そのため、捕つかまえるのは非常に困難である。

　だが今、あのヒトツメクサは花弁を閉じて目を隠かくしている。そうっと近づけば気づかれることなく採取できるかもしれない。

　ヒトツメクサは目の病気に大変よく効く薬草で、人の地には生えないため非常に高値で取り引きされる。

　あれを売れば、世話になっている教会の神父に新しい毛布を買ってあげられる。もうすぐ冬が来るから、できれば手に入れたい。

　ロロは足音を立てないよう岩棚に近づき、握りやすそうな岩に手をかけた。岩登りはロロが幼少の時分から得意としている。

　ヒトツメクサまでの距きよ離りは二十メートルほど。

　直線で二十メートル上ならさすがに諦あきらめたところだが、途と中ちゆうに岩が張り出した部分がいくつかある。そこで休みながら進めば無理ではなさそうだ。

　慎しん重ちように、足場を選んで登っていく。半分も登れば、足を滑すべらせでもしたらもう危険な高さである。

　数カ所の張り出しで息を整え、できるだけ音を立てないようヒトツメクサに近づいていった。

　あと三メートル……、まだヒトツメクサの目は開かない。

　二メートル……、そよそよと風が吹いて草を揺らした。気づかないで！

　一メートル……、苦しい息と心臓の音が聞こえてしまいそう。

　数センチ……震える手を伸ばし触ふれようとした瞬しゆん間かん、ヒトツメクサの花弁がパッと開く。

「あっ！」

　ヒトツメクサはロロを見ると地面に垂れていた葉を慌ててパタパタと動かし、岩棚の向こうへぴょんと飛び降りた。

　捕まえようとしたのは無意識だった。

　指先が葉を掠かすめ、宙を搔かいた。

（しまった！）

　ヒトツメクサを追いかけて、とっさに身を乗り出しすぎて体が大きく傾かしいだ。

　岩につかまっていた手が滑すべって離はなれ、バランスを崩くずしたロロは両腕を空に向ける格好で岩棚から投げ出された。

（────……落ちる！）

　口を悲鳴の形に開けたまま声も出せず、地面に引っ張られるように落ちていく。

　視界を埋うめる空の青さが、遠くなる気がした。

　背中に衝しよう撃げきがあった瞬間、叩たたきつけられたと感じて思わず目を瞑つぶった。

　が。

「ロロ！」

　耳に馴な染じんだ声が自分の名を呼んだ。

　衝撃には弾だん力りよくがあり、ふわりと体が浮うき上がる。ぎゅっと抱だきしめられ、驚いて目を開けた。

「あ……」

　ロロの長いまつ毛が、男らしい形の顎あごを掠める。

　次いで目に飛び込んできたのは、金色の虹こう彩さいと竜りゆうのような縦長の瞳どう孔こう。

「ハディール……！」

　ばさりと音がして、大きな漆しつ黒こくの翼がロロを包み込んだ。と思ったときには、ロロはハディールの腕に抱だかれたまま、すでに地上に降り立っていた。

　ハディールは厳しい目でロロを見下ろした。

「なにをしている！　私が来るのがもうほんの少しでも遅おそければ地面に叩きつけられていたぞ！」

　びくりと身を竦すくませる。

　ハッとしたハディールが、ロロをそっと地面に下ろした。

「大きな声を出して悪かった。心配しただけだ。あまり無む茶ちやをするな」

　そして腰こしが抜ぬけたようにへたり込んだロロの頰ほおを、やさしい手つきで撫でる。

「怪我はないか？　痛むところは？　怖かったろう、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　切れ長の美しい双そう眸ぼうが気き遣づかわしげに細められた。

　背に畳たたまれた翼と同じ漆黒の髪かみが、しゃがんだせいで肩かたからはらりと前面に流れる。秀ひいでた額の中心でサファイアのように輝かがやく魔ま力りよくの石は、ハディールの動どう揺ようを表してか、今はうっすら黄みがかっていた。

　岩棚から滑り落ちた恐きよう怖ふとは別の意味合いでも、ロロの心臓がどくんどくんと鼓こ動どうを大きくする。

　抱きしめられた腕は力強く、胸は温かかった。

　あんなに間近でハディールを見たのも、密着したのも過去に一度きりだ。初めて会った三年前のあの日に。

　見つめ合うのが恥はずかしくて、つい視線を外して体を引いてしまった。

「あ、ありがとうございました、ハディール……」

　ハディールもロロに触れたことを今気づいたように、慌あわてて手を自分の体の横に下ろした。

　自分から離れたくせに、頰からハディールの熱が遠のいてしまったのをひどく残念に思う。

　そのまま二人ともなにを言っていいかわからず、視線を逸そらし合ったまま短い沈ちん黙もくが流れた。こんなときハディールはいつもなにか言いたげな表情をするが、結局なにも言わない。

　やがてハディールが小さな声で謝る。

「……馴なれ馴れしく触れてすまない」

　ロロは驚おどろいて顔を上げた。

　ハディールは助けてくれたのに、謝る必要なんかない。恥ずかしかったからといって、命の恩人にいやがられたと思わせてしまうなんて、自分はなんて失礼な人間なのか。

「ごめんなさい、そういうつもりじゃ……！　岩から落ちて、動揺してしまって……、な、撫でてくれて嬉うれしかったです……！」

　ハディールは瞠どう目もくしてロロを見る。

　ロロは自分の口走った内容に気づき、ますます顔を赤くした。

　嬉しかった。でも触れられるのが嬉しいなんて、はしたないと思われはしないか。

　心配で上うわ目め遣づかいにハディールを窺うかがうと、彼は言葉を失ったような表情でロロを見ていた。

　しばらく見つめ合ったあと、互たがいに相手を気遣い合ったのがわかり、気恥ずかしげな笑えみを交かわした。二人の間に安あん堵どした空気が流れる。

「……よかった。おまえに嫌きらわれたくない」

「そんなこと！」

　絶対にないとロロは首を横に振ふって否定する。

　自分の方がハディールに嫌われたくない。見た目は厳しそうなハディールが、とても心やさしい魔人であることを知っている。

　今後危ない場所に登るような軽けい率そつな行動は控ひかえねば。ハディールは厚こう意いでロロがこの地で薬草を採ることを許してくれているのだから、迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。

「せっかく集めた薬草が散らばってしまったな。拾うのを手伝おう」

　見れば、腰に下げた薬草入れの口が開いて中身が地面に散乱している。

「ありがとうございます、助かります」

　ハディールがため息をつく。

「わざわざ自分で採らずとも、私に言えばいくらでも集めておいてやるのに」

「そこまで甘えるわけにいきません」

　魔人の庭に自由に出入りできる鍵かぎと、薬草摘つみの許可をくれただけで充じゆう分ぶんすぎる。

　地面に落ちた薬草を二人で拾いながら、ロロは初めてハディールに会った日のことを思い出していた。

　およそ三年前のことだ。





＊






　激しい雷らい雨うに晒さらされながら、ロロは険しい岩山を必死に登っていた。

　十月の雨は冷たく、昼だというのに真っ暗な空からは絶えず轟ごう音おんが鳴り響ひびいている。

（どうしよう……、どうしよう、間に合って……）

　涙なみだすらも顔面に叩きつけられる雨に流され、ロロは風に飛ばされそうになりながら岩にしがみついた。

　赤子の時分に母が亡なくなってから男手ひとつで育ててくれた父が、山で大おお怪け我がをして家に運び込まれた。止血してもなかなか血は止まらず、見る間に命の炎ほのおが小さくなっていくようだった。

　村で唯ゆい一いつの薬くす師しである老ろう齢れいの神父は「死人すら生き返らせる幻まぼろしの薬草が、魔人の庭にあるにはあるが……」と難しい顔をした。

「薬草……？　どんな薬草ですか。ぼく、行って取ってきます」

　神父は口を滑すべらせたとでも言いたげな表情をし、きつくロロを見み据すえた。

「無理だ。魔人ハディールは怖おそろしい力を持つ残ざん虐ぎやくな魔物だぞ。見つかれば殺される。そのうえ魔人の庭への入り口には門番のオークがいて、そこを通る以外では人の地と魔人の庭を隔へだてる岩山を越こえるしかない。普ふ通つうに行っても危ないのに、この雷雨の中ではとても……」

「でも、そのぶん人間の匂においが消えるでしょう？　お父さんを助けるにはそれしかないんでしょう？　ぼく、岩登りは得意です」

　このままでは父の絶命は時間の問題だ。

　魔人の庭に近づく人間は、門番である凶きよう暴ぼうなオークが追い払はらってしまう。宝物や名声のために魔人の庭に忍しのびこむ人間は後を絶たないが、ほとんどは城を取り囲む迷めい宮きゆうで挫ざ折せつして、魔人の住む城までたどり着かないという。

　だが迷宮の手前にあるという森までならば？

　薬草は森にこそ豊富に生えているらしく、岩山からこっそり忍び入る商人がときどき持ち帰ってくる。大きな町や都で売れば、珍めずらしい薬草なら高値がつく。

　屈くつ強きような成人男性でも危険と言われる岩山に、同年代と比べても小こ柄がらな十三歳のロロが行くのは自殺行こう為いだが、嗅きゆう覚かくに優すぐれた門番のオークに気づかれず岩山を越えるなら雨の日がいい。自分がやらねば誰だれが父を助けられるのだ。

　消えゆく命を覆くつがえすのは神に背く行為だと神父は反対したが、ロロは引き下がらなかった。

　魔物は火を恐れるので、魔ま除よけと護身のために火打ち石を懐ふところに入れ、ロロは家を飛び出した。

　間に合って……、間に合って……！

　目にも口にも雨あま粒つぶが飛び込み、肌はだを刺さすように吹ふきつける。何度転んだだろう。腕も脚あしもすり傷だらけで、かじかむ指先にはもう感覚がない。

　それでも諦あきらめなかった。ひたすら父の身が心配で、その気持ちだけを力に足を動かし続けた。

　母の形見であるペンダントを、服の上からぎゅっと握にぎる。どうか父を助けて下さいと、天にいる母に祈いのった。

　どこまでいけば魔人の庭に入るのだろう。雨が激しくて周囲がよく見えない。

　進んでいるつもりで、同じところをぐるぐる歩いているのではないか……。

　そんな不安がよぎったとき、足を乗せた岩ががらっと崩くずれた。

「わっ……！」

　ろくに見えていなかったが、一歩先はすでに岩山の反対斜しや面めんだったのだ。

　ロロの小さな体は、雨で滑すべる岩いわ肌はだをこすりながら転がり落ちていく。

「つっ、い……っ！」

　熱い！

　全身が痛いというより熱くて、なにがなんだかわからなかった。目の前に火花が飛び散る。

　大きな岩にしたたか体を打ちつけ、一いつ瞬しゆん意識が飛んだ。

　ずるりとさらに岩から滑すべり、何度か体をぶつけながら落ちた先は滝たき壺つぼだった。

　ざぶん！　と頭から水に潜もぐり、息苦しさに手足を夢中で動かした。全身をナイフで刺されたように痛いが、構ってはいられない。

　動きの鈍にぶった体で溺おぼれるようにしながら岸にたどり着いた。

「ごほっ……、く……、い、つぅ……」

　草の上に体をうつぶせたときには、もう指一本動かせない気がした。

　痛い……、苦しい……。でも立ち上がらなければ。

　薬草を……。

　遠のきそうになる意識を必死で繫つなぎとめ、肘ひじで体を支えて上半身を起こした。気づいてみれば、雨はすっかり上がって温かな日差しが降り注いでいる。

　いや、草も土も濡ぬれていない。ここには雨は降らなかったのである。

　ではここは間ま違ちがいなく魔人の庭。とうとう着いたのだ。

「いた……」

　あちこちすり傷だらけで血が滲にじんでいるが、気にしている余よ裕ゆうはない。

　強打してひどく痛む背を庇かばいながら立ち上がろうとして、足首から脳天まで貫つらぬく痛みに思わず地面に倒たおれ込んだ。

「ぃ……っ！」

　右足首に尋じん常じようではない痛みを感じる。折れているのかもしれない。

　当たり前だ。あれだけ滑かつ落らくして命があるだけでもありがたいのに、足の一本で済んだのなら奇き跡せき的な軽傷である。

　岩に滝たきのように雨水が流れていたのが幸いしたのだろう。水の上を滑ってきたのだ。落ちた先が滝壺だったのも僥ぎよう倖こうだった。

　早く薬草を探して家に帰らねば。

　もう一度立ち上がろうとしたロロの視界に、緑色をした巨きよ大だいな豚ぶたのひづめのような足が映った。

　驚おどろいて見上げると、斧おのを手にしたオークが、覆おおいかぶさるようにしてロロを覗のぞき込んでいた。

「ニンゲン、ドコ……カラ、キタ。オレ、モン、マモッテタ。オマエ……、シラナイ。コロス」

「……──ひ、っ」

　オークが斧を振りかぶったのを見て、とっさに横に転げる。

　重い音がして、斧が地面にめり込んだ。

「コロス。オレ、シラナイニンゲン、コロス」

　オークは頭上で軽々と斧を振り回し、勢いをつけてロロに向かって振り下ろした。

（殺される！）

　懐に入れた火打ち石など取り出す余裕がない。頭を抱かかえて背を丸め、固く目を瞑つぶった。

　そのとき。

「もういい、やめろ」

　突とつ如じよ、男の声が割り込んだ。

　おそるおそる目を開くと、禍まが々まがしい闇やみ色の翼つばさを背に持つ威い厳げんに満ち溢あふれた男が立っていた。オークの斧を素す手でで押さえ、ロロを見下ろしている。

　金色の双そう眸ぼうの中心に、黒い瞳どう孔こうが竜りゆうの瞳ひとみのごとく縦長に走っているのを見て、ハッと気づいた。

（魔人ハディール──!?）

　魔人の庭の主あるじと言われるハディールに間違いない。人間を取って喰らうとか、一人で千の兵を殲せん滅めつしたとか、村人の間で語られる怖ろしい噂うわさ話ばなしが脳を駆かけ巡めぐる。

　ハディールはオークに向かって「戻もどれ」と短く命ずると、ロロを冷ややかに睥へい睨げいした。

「動けるなら出て行け。私は人間は好かぬ。大人しく出て行くなら、門の外まで案内してやろう。そうでないなら、命の保証はせぬぞ」

　突つき放すような声こわ音ねに、腹の底から震ふるえが走った。

　でもここまで来て手ぶらで帰るわけにはいかない。

「魔人さま！」

　立ち上がれず、両手両りよう膝ひざをついたままハディールを見上げた。

「お願いです、薬草を……、死人すら生き返らせるという、幻の薬草をお分けください！　父が大怪我をして……！」

　乱れた服の合わせ目から母の形見のペンダントが零こぼれ出て、首の下で揺ゆれる。ペンダントを見たハディールの目がかすかに開かれる。

「おまえ……」

「ぼくの命でよければ差し上げます。い、家に帰ってから……、父に薬草を与あたえたらすぐに戻って参ります。だから……！」

　必死で懇こん願がんするロロに、ハディールは怒おこったように眉まゆを顰ひそめた。　>>>♥

「そんなものは存在せぬ。人間どものくだらぬ噂うわさだ。ありもしないものを探しに、大勢の人間が私の庭に忍びこむ。まったく腹立たしい」

　そんな……。

　ロロは絶望に顔を歪ゆがめ、大きな瞳からぽろぽろと涙なみだを零した。

「う……、ひっ、く……」

　嗚お咽えつがこみ上げる。自分が命がけでした行動はまったくの無む駄だだったのだ。

　急激に全身に痛みが戻ってきて、手足から力が抜ぬけた。

　草の上にくずおれ、体を震わせながら泣いた。胸が張り裂さけそうで、心臓の上に手を当てると鼓こ動どうがめちゃくちゃに乱れている。このままここで魔人に喰くわれて死ぬだけだ。

「……たちどころに痛みを和やわらげる薬くらいならくれてやる。よく効く傷薬も。だがすでに損そん壊かいした肉体は修復できぬぞ。おまえのすり傷程度には効果を現すだろうが」

　ぐっとやわらかくなったハディールの声が落ちてきて、ロロは涙で濡れた顔を上げる。

　見れば、ハディールは眉を寄せたまま、瞳に困こん惑わくを滲ませていた。

「子どもが泣くのを見るのは辛つらい。せめて痛みからは救ってやる。おまえもその傷では痛むだろう。飲め」

　怖おそろしいばかりと信じていた魔ま人じんの思いがけない言葉に、ロロは目を見開く。

　栓せんを抜いたガラス瓶びんを受け取ると、嗅かいだことのない薬草の匂においが鼻を刺さした。疑うことすら思いつかないまま、ロロは瓶の口を咥くわえて傾かたむけた。

　口の中にどろりとした甘苦い液体が流れ込んできて、むせながらそれを嚥えん下げする。

「い……、ぅ……」

　ひどく痛んだのは一瞬で、痛みは潮が引くように治まった。

「すごい……！」

「痛みを感じないようにしただけだ。傷が治ったわけではない。すり傷には膏こう薬やくを、折れた足首には骨をつけやすくする飲み薬をやるから、家に帰ってから使うがいい」

　言うと、ハディールはロロを抱だき上げて翼を広げた。

　普ふ段だんなら人間に見られることを嫌きらって境界の岩山を越こえることはしないと言いながら、今日は悪天候だから誰だれにも気づかれないだろうと、ロロの家の前まで送ってくれた。ロロが雨に濡れないよう、懐ふところ深ふかく抱きこんで。

　ロロの足ではたとえ門から出してくれたとしても、到とう底てい父の息があるうちに帰り着かなかったろう。

　結局父を助けることは叶かなわなかったが、最さい期ごはハディールからもらった薬で苦しみから解放されたし、ほんの少し言葉も交かわせた。

　ハディールに深く感謝して、ロロは怪け我がが治ったあと、彼に礼をするために再度険しい岩山を越えたのだった。今度は怪我をしないよう、ロープや手て袋ぶくろを準備して。










「なにをしに戻ってきた」

　ハディールは眉み間けんに深い皺しわを寄せた。

　ロロははにかみながら、革かわ袋ぶくろから木き彫ぼりの猫ねこを差し出した。

「おかげさまで、父は穏おだやかに息を引き取ることができました。ぼくの足もたった一週間でくっつきました。どうしてもお礼を言いたくて。ありがとうございました。お礼になるかはわかりませんが、ぼくが作ったんです」

　木彫り職人だった父に教わって、売りものにならないながらロロも木彫りを趣しゆ味みにしている。折れた骨がつくまでの間、ハディールに感謝しながら彫ほり上げた。

　猫をモチーフにしたのは、ハディールの目と似ていると思ったからである。本当は竜を作りたかったが、自分には難しすぎた。

　ハディールは困惑しながら木彫りの猫を受け取る。

「そんなことのために来たのか。またオークに殺されそうになったらどうするつもりだ」

　上から下まで見られ、自分の格好を思い出して気き恥はずかしくなった。

　オークの鼻をごまかすために動物の糞ふん尿にようを体になすりつけ、着いてから滝たき壺つぼで体を洗ったロロはびしょ濡ぬれだ。まだ臭においが抜けきっていないかもしれない。

「ご迷めい惑わくだったら捨ててください」

「そういう意味では……」

　口ごもりながら、ハディールは木彫りの猫をぽいと投げ落とす。あ、と思ったのもつかの間、木彫りの猫は一いつ瞬しゆんで真っ黒の毛を持った仔こ猫ねこに変わり、軽々と地面に着地した。

　ナーオゥ、と短い鳴き声を上げた仔猫は、ロロの足もとに小さな頭をすり寄せる。ロロは驚いて仔猫を抱き上げた。

　黒い毛は天鵞絨ビロードのように滑なめらかで、触ふれればちゃんと体温がある。目はハディールと同じ金色だった。

「可愛かわいい！　すごい、魔力でこんなことができるんですね！」

　興奮に頰ほおを上気させながら賞賛の目を向けると、ハディールは照れたように顎あごを引いた。

　そんな様子を見ていると、彼は噂で聞くような怖ろしい魔人ではない気がする。ロロに薬をくれ、家まで送ってくれたのもそうだ。

　ハディールが手を差し出すと、黒猫はロロからハディールに飛び移った。腕うでを駆け上り、ハディールの肩かたにちょこんと居座る。ハディールは人差し指で仔猫の額をくすぐった。

「城で私の側そば仕づかえにしてやろう」

　仔猫は嬉うれしそうに鳴いた。

「さあ、もう帰るがいい。今日は歩けるだろうから、家まで送ってやらずともよいな。門を出るまでオークを眠ねむらせておいてやる。以前オークがおまえを襲おそったことは謝るが、あれは自分の役目に忠実なだけだ。悪く思うな」

　思わない。本来なら、人の庭に盗ぬすみに入った自分は殺されて当然だったのだから。

　そして、礼とともにこれだけは伝えておかねばと思った。

「悪くなんて思いません。本当にありがとうございました。ぼく、薬くす師しを目指すことにしました。あなたのおかげです」

　薬の勉強をして、病気や怪我で苦しむ人を救いたい。村には老ろう齢れいの神父しか薬師がいないから、自分が後こう継けい者しやになれれば少しは村人の役に立てるだろう。

「あ、でももう、絶対に許可なく忍しのびこんだりはしませんから！　門番さんの手をわずらわせたりもしません。これで最後です」

　もうハディールに会えないのは残念だが、もともと住む世界が違ちがうのだから仕方がない。

「そうか……」

　ハディールはなにかを考えるような顔をすると、そのまま口をつぐんだ。

「魔人さま？」

「……ハディールでいい」

「ハディールさま……？」

　名を呼ぶことを許可されて、鸚鵡おうむのように繰くり返す。声に出してみると、なぜか胸がとくんと高鳴った。

　ハディールはしばらく黙もつ考こうしていたが、おもむろに懐ふところから鈍にび色いろの鍵かぎを取り出した。

「これをやる。自由に門を行き来できる鍵だ」

「えっ!?」

　突とつ然ぜん貴重なものを差し出され、驚おどろいて鍵とハディールを交こう互ごに見た。

「門番のオークはこれを身に着けた者を襲わない。好きなときにここに来て薬草を採ることを許そう。ただし、迷めい宮きゆうの手前までだ。そこから先に近づいてはならぬ。危険な魔物がうようよしているからな」

「そ、そんな特別なもの、いただけません……」

　うろたえて首を横に振ふった。

　薬師であれ商人であれ、誰だってのどから手が出るほど欲しい宝も同然のものを。

「薬師になりたいのだろう？　それとも口だけか」

「……本当に、いいんですか？」

　固辞し続けるには、あまりに魅み力りよく的な申し出だ。

　魔人の庭の薬草が手に入るなら、大勢の人の苦しみを救える。

「おまえだけだぞ。他ほかの人間にはその鍵の存在を絶対に知らせるな。絶対にだ。破れば災わざわいが起こるぞ。私は人間は好かぬ」

　村人や神父には、岩山を越えて盗みに入ると説明せねばならないだろう。噓うそを吐つくのは心苦しいが、それと引き換かえても余りある利り潤じゆんが得られる。

　ハディールの視線に促うながされ、やっとロロは両手を皿のようにして鍵を受け取った。

「はい、決して口外致いたしません」

　ハディールの厚こう意いに心から感謝して、ロロは鍵を握にぎりしめた。
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　それからというもの、ロロはおよそ一か月に一度の割合で魔人の庭を訪おとずれては薬草を採取させてもらっている。

　村人の病苦だけでなく、作った薬を町に売りに行けば食べものや衣類を買うこともできる。けれど決して採りすぎないよう注意した。小さな革袋ひとつ分だけ。

　三年も経たった今ではこうして敬けい称しようなしで名を呼べるようになり、友人扱あつかいさえしてもらえている。

「これで全部だな。疲つかれたろう、茶にするか」

　拾った薬草を手て渡わたしながら、ハディールがロロを茶に誘さそう。

「はい、ありがとうございます」

　ハディールはいつもロロが来ると城から森へ来てくれる。迷宮の中心にある彼の城へは行ったことがないが、ハディールはロロと茶を楽しめるよう、森の中に休きゆう憩けいできる場所を作ってくれた。

　八角形の屋根を柱で支えた白い石造りの東あずま屋やだ。ティーテーブルと椅い子すが置いてあり、ワゴンには果実とティーセットが載のっている。魔ま物ものは火が苦手なので、茶は水出しのハーブティーだ。

　ワゴンの隣となりに立って茶を注いでいるのは、白い服を纏まとって二足歩行した黒猫である。

「こんにちは、メラン」

　ロロが挨あい拶さつをすると、黒猫のメランは金色の目を細めて長いひげをぴんぴんと揺ゆらした。

「お疲れさまでした、ハディールさま、ロロさま」

　メランはロロがハディールに渡わたした木彫りの猫だ。ハディールが魔力で命を吹ふき込み、側仕えとして働いている。仔猫になることもできるが、メランはこの姿が気に入っているらしく、大体はこうして人間のように歩き、人語を話す。

　さまづけは分不相応だから自分のことも呼び捨てしてくれと頼たのんだが、産みの親であり主人の友人であるロロに敬称をつけないわけにはいかないと断られた。

「あ。メラン、これ。バター」

　ロロが薬草入れの革かわ袋ぶくろと一いつ緒しよに身に着けていた、バターの入った袋をメランに渡す。

「いつもありがとうございます、ロロさま」

「ううん、こっちこそありがとう。薬草を採らせてもらって本当に感謝してる」

　バターは動物の乳からロロが作っているものだ。搾しぼった乳をしばらく置いておき、浮うかび上がってきた塊かたまりを革袋に入れて振るだけである。バターは食用にも用いるが、軟なん膏こうとして肌はだにすり込んだりと薬として使うことも多い。獣じゆう毛もうに塗ぬれば艶つやも出る。

　薬草をもらうばかりでは心苦しいのでお礼ができないかと考え、ときどき手て土産みやげとして持参しているものである。ハディールの庭では薬草は採れるものの、動物の乳はあまりないのではないかと、ロロなりに考えたのだ。

　メランもハディールもとても喜んでくれた。

　ハディールと向かい合って、茶を飲む時間がとても楽しい。

　嬉しそうに果実を頰ほお張ばるロロを見るハディールの魔力の石は、やさしい色をしている。

　見つめられると胸が高鳴って苦しい。口いっぱいに甘い果実を詰つめ込んでしまったのを見られたのが恥はずかしくて、赤面しながらうつむいてもごもごと咀そ嚼しやくした。

（どうしてハディールと目が合うと、こんなにどきどきするんだろう）

　彼を知るごとに、どんどん恐きよう怖ふ心しんは薄うすれていった。

　ロロが怪け我がをしないか、困った目に遭あわないか、悲しい顔をしないか、ハディールはいつも気にかけてくれる。

　最初はロロが庭に入るたびにやってくる彼が、ロロが悪さをしないか見張りに来ているのだと思っていたけれど。

　そうではないということは、ハディールがロロに向けるまなざしを見ていればすぐに知れた。

　心配そうに、少し離はなれたところからロロを見守っている。決して必要以上に近づかず、ロロから声をかけなければ話しかけてもこないハディールが、ロロを怖こわがらせてはいけないと思っていることがわかった。

　気づいてしまえば、ハディールへの敬けい慕ぼの気持ちは膨ふくらむばかり。

　些さ細さいな表情の変化に気づくようになれたのが嬉しい。

　人とは違う特とく徴ちようを持つ謎なぞめいた美び貌ぼうも、深い響ひびきを持つ弦げん楽がつ器きのような声も、黒く長い爪つめを持つ指先も。

　一人でいるときに彼のひとつひとつを思い出せば、なぜか体が熱くなる。こんなこと、他の人には起こらないから理由がわからない。

　それを思うと、ときどきハディールの顔が見られなくなってしまう。

「ロロ、もう一いつ杯ぱいどうだ？」

　おかわりを勧すすめられ、やっと果実を飲み込んだロロはまだ赤みの残る顔を上げた。

「……いただきます」

　理解できない自分の戸と惑まどいを、よく冷えた茶で流して吞のみ込んだ。











２．






　その日はロロが薬草を摘つみ終わってもハディールは姿を現さなかった。

　本当に稀まれにだけれど、そういう日もある。ハディールだって退たい屈くつを持て余しているわけではないのだ。魔人の庭と呼ばれているけれど、城も、それを取り囲む迷めい宮きゆうも巨きよ大だいで、さらに森だって広がっている。そこを統治しているのだから、出て来られないときもあるだろう。

　迷宮の手前ぎりぎりにある高い木に登り、遠くに霞かすむ城を見やる。

　高台にある城には霧きりがかかっているようで、全体ははっきり見えない。城に向かってなだらかに隆りゆう起きする斜しや面めんは複雑な迷路になっていて、しかも勝手に壁かべが動いて常に形を変えているという。普ふ通つうに歩いても到とう底てい城まで行きつけない。

（会いたかったな……）

　ハディールがいるであろう城をもう一度目に収め、残念がる心を鎮しずめるように胸に手を当てた。たまに会えないだけでこんなに寂さびしい。

　ふるっと頭を振ふって、木を降りようと下を向いたとき。

「え？」

　目を疑った。この木は、こんな形だったろうか。

　甘い芳ほう香こうを放つ花が咲さく幹の太い樹だと思ったが、今ロロの足もとを見ると、幹はまるで大小の蔓つるが絡からまっているように見える。

　しかも、その蔓がもぞもぞと動いて────。

「ひゃ……！」

　ぶわっ！　と蔓がほどけて広がったと思うと、幹の中心に引きずり込まれた。

「なにっ!?　や、やだあっ……！」

　蔓がロロに絡みついて身動きが取れなくなる。

　腕うでと脚あしにぐるぐると巻きつき、持ち上げられた腿ももを両側に大きく広げる格好を取らされた。胴どうにも至るところに蔓が這はい、まるで蔓に抱だきしめられているようだ。

　なにが起こったかわからず、ひたすらもがいた。けれど蔓はちっとも弛ゆるまない。

　恐怖でなにも考えられない。三年の間、魔物に襲おそわれたことなどないのに！

「たすけて……！　ハディ……、ぐ、ぅっ！」

　膨らんだ先せん端たんから樹液を滴したたらせた蔓が、叫さけびを上げたロロの唇くちびるから強ごう引いんに侵は入いり込む。

　樹液は蜜みつのように甘く、上うわ顎あごに塗りつけられると口中に甘美な痺しびれが広がった。

「ん、う……」

　とろとろと滲にじみ出す樹液が舌の上に溜たまって、たまらず嚥えん下げした。

　こくり、とのどを鳴らすと、樹液の通った道がむずむずと甘あま痒がゆさを覚える。

　口中をゆっくりと前後されると、視界が眩くらんで頭の後ろからぼんやりと霞みが広がっていく。だんだんと思考が白く覆おおわれていった。

「う……、ふ……、っ」

　粘ねん液えきを滴らせながら抜ぬけた蔓の代わりに、すぐにまた別の蔓がロロの口を犯おかす。

　たっぷりと樹液を纏まとった蔓の先端を、無意識に吸った。蜜が溢あふれ出て、美お味いしくてこくんこくんと飲み込んだ。

　────もっと欲しい。

　虚うつろになり始めた視界に、数えきれないほどの蔓の先端が映った。どれも先端の小こ孔あなから樹液を滴らせ、つぎつぎにロロの口に潜もぐり込もうと蠢うごめいている。

　どこかで見た形だと漠ばく然ぜんと思ったが、それが男根の形を模していることは、もう蕩とろけ始めたロロにはわからなかった。

　いつの間にか服をはぎ取られ、ロロの肌の上を直接蔓が撫なでていく。

　敏びん感かんな胸芽にも樹液を塗りつけられ、

「ひゃ、あん……っ」

　かつて出したことのない濡ぬれた声が漏もれた。だがそれが恥ずかしいことだと、もうロロの頭は認にん識しきできない。

　樹液を塗られた部分が熱く燃え、もっと触ふれてほしくてたまらなくなる。

「ん……、ん……」

　蔓を頰ほお張ばったままもぞもぞと体を捩よじっていると、ロロの体のいちばん奥、秘ひめられた場所に、丸い亀き頭とうの形をした蔓の先端がぐりぐりと押しあてられた。

　たちまち後こう蕾らいが樹液でじっとりと濡れ、口を開きたがって淫みだらに蠕ぜん動どうを始める。

　だが異物を受け入れたことなどない穿せん孔こうは、簡単に侵しん入にゆうを許さない。蔓の先端が肉にく襞ひだとの間に蜜糸を引きながら離れると、代わりに指ほどの太さの蔓がロロの秘孔をくすぐった。

　蜜まみれの細い蔓が難なく体内に潜り込んでくる感かん触しよくに、腰こしからぞくぞくと快感が這い上がる。

「は……、ん、ん……」

　樹液を嚥下したのどと同じように粘ねん膜まくが甘痒く疼うずく。内側をこすってもらいたくて、思わず蔓を咥くわえたまま腰を突つき動かした。

　いい。

　体中が甘くて気持ちいい。

　もっと……、もっともっともっと、して────！

　すでに張りつめて暴発寸前のロロの若わか茎くきに、毒々しいほど赤い花が近づいてきた。大きく広がった花弁の間から、細長い雄ゆう蕊ずいがにゅっと突き出ている。

　花がロロの男根を包み込むように覆いかぶさると────。

「ああああぁぁあああっ、っ、っ………………！」

　狭せまい精の出口に、深々と雄しべが挿さし込まれる。

　ほとんど蕩けていた意識を、衝しよう撃げきが切り裂さいた。

「い……、いあぁ……っ！」

　精道をかき分けながら奥へ、奥へと進む雄しべの動きに、何度も目の前に白い火花が散る。

　脳天まで突き抜ける快楽に、かえって意識を取り戻もどした。敏感な隘あい路ろへの極きよく端たんな快感は、そんなところを触れられたことのないロロには拷ごう問もんでしかない。

（……死ぬまで搾しぼり取られる！）

　やっと思い出した。人間の精を吸い尽つくす触しよく手しゆ樹があると聞いたことがある。

　甘い芳香で人間を誘さそい、体を痺れさせる樹液で意識を溶とかし、触手で媚び肉にくをかき混ぜて快楽を与あたえながら精を搾り取るという。

　しかも繁はん殖しよく期であれば体内に種を植えつけ、いずれ芽め吹ぶいた若木が体を突き破るとか。

　ゾッとした。

　いやだ。こんな魔ま物ものに犯されるのはいやだ。

　抱だかれるなら────。

　長い黒くろ髪かみと、金色の双そう眸ぼうが脳のう裏りに浮うかぶ。ロロを見つめてやさしく笑い、細やかに気を配ってくれる美しい魔人の顔が。

「ハディール……ッ！」

　ハディールがいい。彼以外考えられない。

　こんな状じよう況きようでやっと気づいた。自分は、ハディールに恋こいしていたのだと。

　声を限りに恋しい魔人の名を叫んだ刹せつ那な、ロロの眼前に密集した蔓が一いつ閃せんに両断された。

「ロロ！」

　幻まぼろしを、見たのかと思った。

　歪ゆがんだ視界に映ったのは、たった今この人でなければと心で求めた漆しつ黒こくの翼つばさの魔人だった。

　紙のように斬きり裂かれた蔓の断面から、おびただしい量の樹液がまき散らされる。生温かい樹液がロロの全身を濡らした。

　触手樹は金属をこすり合わせるような悲鳴を発すると、一いつ斉せいにロロの体を解放した。

　蔓が離はなれて落下しかけたロロの体をハディールが抱きとめる。

「ロロ！　ロロ、大だい丈じよう夫ぶか！　すぐ城に運んで手当をしてやる！」

　ハディールの額の魔力の石が赤あか紫むらさきに染まっている。魔物への怒いかりに燃えながらも、動どう揺ようした表情で。

　大きな翼を広げ、ハディールはロロを抱いて空へ飛んだ。

　ハディールの腕の中にいてさえロロの体はどんどん疼きを高め、慰なぐさめが欲しくて泣きながらハディールの首根にしがみつく。

「たすけ……、たすけて……、ハディール……、か、からだ、が……」

「ああ……、ああ、わかっている。可か哀わい想そうに、苦しいだろう」

　ベッドに横たえられ、快感にのたうつ体を宥なだめたくて思わず雄おす茎くきを両手でつかんだ。

　触れてしまえばもう抑おさえがきかない。尿によう道どう口から茎の根もとまで突き刺ささる快感を吐はき出してしまいたくて、がちがちに張りつめる屹きつ立りつを夢中で扱しごき立てた。

「は……、あ、あ、あ、あぁ……、いい……、すご……、きもち、い……、ああ……、あああっ……！」

　瞬またたく間にマグマのような熱が精道を駆かけ上り、噴ふき零こぼれた白い粘液がシーツを汚よごす。

「ふ…………、あぅ……」

　ロロの精液と樹液が混じりあった粘液は、先端とシーツの間にねっとりと白い糸を引いた。

　だが一度ではぜんぜん足りない。

　手の中の熱がかえって温度を増して、切ない痛みが湧わき上がる。

「いい。全部出してしまえ。体内の樹液を出しきらないといつまでも疼きが治まらない」

　言いながら、ハディールが手にしているのは、筒つつ状じようの金属製のカップの先端に細い口金のついた器具だった。

　薬くす師し見習いとして神父の手伝いをしていて見たことがある。あれは腸内を洗せん浄じようするための器具だ。

　まさか……。

「種を植えつけられていたら厄やつ介かいだったが、幸い今は繁殖期ではない。これでおまえの体内の樹液を洗い流す。苦しいだろうが、少し我が慢まんしろ」

　混こん濁だくした意識の中でも、羞しゆう恥ちで気を失いそうになった。

　まさか、恋しい人の手でそんなこと！

「やだっ……！　いやです、ハディール……！」

　無意識のうちに自じ慰いまで見せつけてしまって今さらだが、ハディールの前で排はい泄せつ行こう為いをすると考えると、いっそ死んでしまいたいほどの恐きよう慌こうをきたした。

　ハディールは苦しげに眉まゆ根ねを寄せる。

「すでにおまえの腸から樹液が体に滲しみこんでいる。これでできる限り洗い流して排はい出しゆつしても、一昼夜は快楽の飢き餓が感かんに苦しめられるぞ。それ以外では……」

　ハディールが言い淀よどむ。

「どう……すれば……っ？」

　他ほかに方法があるならと、涙なみだを滲にじませながら取りすがった。

　ハディールは困こん惑わくを隠かくさずに視線を泳がせ、ロロの肌はだを見ないようにしながらカップに水を注ぐ。

「それは……、精を流し込んで、飢うえを満たしてやれば……。そうでなければ疼きは収められない。私は……、私が…………、いや、だめだ。わかってくれ。早く助けてやりたいのはやまやまだが、誰だれかに精を注ぎこませるなど……」

「だったら……、ハディールに……！」

　ハディールは驚おどろいて手を止めた。

　ロロは涙で曇くもる瞳ひとみでハディールを見つめる。

「お、お願いです……、それはいや……。ハディールがいい。ハディールの精で、ぼくを……」

　ハディールは辛つらそうに眉まゆを寄せる。

「私がおまえと……？」

　どうして。

　悲しみがこみ上げた。

　いつもやさしくはしてくれたけれど、基本的に人間嫌ぎらいのハディールはロロと体を繫つなぐなどきっと気味が悪いのだろう。

　この想おもいは完全に自分の一方通行なのだ。

　でもそれならば苦しいままの方がマシだ。愛いとしい人に恥はじを見られてまで楽になりたいと思わない。ハディールの前で排はい泄せつするくらいなら、頭がおかしくなるまで餓かつえて苦しむ。

　それでなくともこんな浅ましい状態をハディールに見られているのに……。

　疼きと悲しさとやるせなさで、涙がぼろぼろと零れた。そんな有り様なのに、体の疼きがますますひどくなっていくのが悔くやしい。

「泣くな……、頼たのむ。おまえに泣かれるとどうしていいかわからない……」

　困惑しきったハディールが、そっとロロを抱だきしめる。

　体温を感じたら、体に滲みこんだ樹液が暴れ出して男の精を欲しがった。もう今すぐにでも精を注いでもらわないとおかしくなってしまう！

　苦しさと恋しさと欲求がないまぜになって、突つき動かされるようにハディールの唇くちびるを奪うばった。

「ハディール……！」

　ハディールの体が硬こう直ちよくした。

　ロロは無意識に裸はだかの肢し体たいをすりつけ、唾だ液えきを欲しがってハディールの口こう腔こうを貪むさぼる。細い腕うででハディールの頭部をかき抱き、泣きながらハディールの舌を舐なめ回した。

　欲しくて、欲しくて、それしか考えられない。

　淫いん魔まになってしまったように、ただただ穿うがってもらうことで頭が占しめられている。

　でもハディールでなければ────！

「ほしい、ハディール……」

　夢中で口づけながら、懸けん命めいに懇こん願がんした。

　ロロを抱くハディールの腕が震ふるえている。間近で見るハディールの金色の瞳が、くっと細められた。

　愛しい愛しい、漆黒の翼の魔人。

　こんなふうに我われを忘れていなければ、きっと言えなかった言葉が口をついて出た。

「…………好き！」

　言ったとたん、力強く抱きしめられ、舌をきつく吸われた。

　痺しびれる舌を絡からめ合わせ、荒あら々あらしく口腔を蹂じゆう躙りんされる。

「ロロ……、ロロ、なじれ……！　こんな形で想いを遂とげる私を軽けい蔑べつしろ！」

　手て荒あらくベッドに押し倒たおされ、飢えた狼おおかみのように首根に嚙かみつかれる。

　その痛みすら甘美な熱となってロロを貫つらぬいた。

　ハディールが衣服を脱ぬぎ捨てると、美しく引き締しまった体の線が露あらわになった。

　たくましく盛り上がった肩かた、芸術的な曲線を描えがく胸から腰こしのライン、そして見事に割れた腹筋の下の、濃こい茂しげみから天を衝つく雄お々おしい剛ごう直ちよくすら。

　究極の男の裸ら体たいだと思った。

「あ……、あ……」

　最高の雄おすの匂においを嗅かぎつけた樹液が体の中で暴れ回る。

　ぶるっと体を震わせた刹那、ロロの理性は弾はじけ飛んだ。

「ん……っ！」

　自らハディールの男根にしゃぶりつき、夢中で吸い上げた。　>>>♥

（飲みたい……、飲みたい！）

　腹の中でわだかまる樹液が、早く寄こせとロロを内側から責せめ苛さいなむ。

　突き上げられたがる腰を卑ひ猥わいに揺ゆらしながら、精を吸い出したくて懸命に吸引した。

「ロロ、きつすぎる。少し緩ゆるめろ。口を開いて待っていればいい。すぐに出してやるから」

　前まえ髪がみをかき上げられ、あやすような声で言われて、雄を頰ほお張ばったまま濡ぬれた瞳で見上げる。ハディールの眉がぴくりと歪ゆがんだ。

　言われた通り餌えさを待つ雛ひなのように唇を開き、もの欲しげに舌を垂らした。その顔がどれだけ男の情欲をそそるか、人と肌を触ふれ合わせたことのないロロにわかろうはずもない。

　ハディールがごくりとのどを鳴らした。

「いい子だ、ロロ」

　ロロの頭を撫なでるのとは反対の手で、ハディールが自分の雄を握にぎり手淫する。

　すでにロロの媚び態たいで膨ふくれきっていた雄は、待つほどもなく熱い飛ひ沫まつを口内に迸ほとばしらせた。

「んっ……」

　まさに腹の奥から手が伸のびたように、欲した体が白はく濁だくを受け入れた。

　今のロロにとってはすばらしく香かぐわしく、天にも昇のぼる芳ほう醇じゆんな甘み。目の奥がくらくらした。

　白濁が流れ落ちていくのど奥までもが感じる。

「は、ぁ……、ああ……」

　甘すぎる快楽に、意識も瞳もとろりと蕩とろけた。

　触れられもしない若わか茎くきが、下か肢しの間でゆらゆらと揺れている。上手に受け止めきれず、唇から零こぼれた精液が顎あごまで伝う。

　こんなに甘くて美味なものを零してしまうなんてもったいない。

　両手の指ですくい取ってかき集め、ぴちゃぴちゃと音を立てて舐めしゃぶった。

　頰ほおを上気させたハディールが強ごう引いんにロロの手を奪い、情熱的に唇を重ねる。

「これは私の願望なのか」

　熱に浮うかされた声で、口づけながら呟つぶやいた。

　ロロはむずかるように頭を振ふって体を離はなし、ベッドに後ろ手をついてハディールに向かって両りよう脚あしを大きく開いた。

　ひくつく後こう蕾らいを指で開いて見せつける。奥まで塗ぬり込められた樹液が、花か蜜みつのごとくじわりと蕾つぼみから滲み出た。甘い芳ほう香こうが褥しとねに広がる。

　次はここに欲しい。

「ここ……、ください……。ハディールの種を……、いちばん奥に……」

　理性などもう欠片かけらも残っていない。

　自分がどんなに恥知らずな体勢で媚こびているか、わずかでも判断できる意識が残っていたら舌を嚙んだだろう。

　樹液で増ぞう幅ふくされた欲望は、ただ愛しい人の精を欲して素直に口をついて出る。

　早く、早く。

　快楽を求めて腫はれ上がった淫道を火がつくほどこすって、最奥を穿って、体のすみずみまでハディールの精で濡らして────！

「ロロ！」

　突き飛ばすようにロロを褥に仰あお向むけたハディールがのしかかる。

「おまえがそんなに淫みだらな顔をして私を誘さそうとは……！」

　余よ裕ゆうをなくした表情のハディールを見上げる。

　彼が興奮しているのが嬉うれしくて、純じゆん粋すいな喜びが胸を満たした。

「おまえにこんなことをする淫夢を、何度も見た。欲の限りにおまえを貪り、快楽を共有し、私の情熱に溺おぼれさせる夢を……。だが夢の中ですらおまえを汚よごしたことに苦く悩のうし、顔を合わせるたびに自責の念に駆かられた。それでもおまえに会いたかった、愛しかった……」

　ハディールは、体を繫げる前に罪を告白せねばとばかりに想いを吐と露ろする。

　同じだったのだ、と崩くずれきった意識のどこかでハディールの言葉を拾って歓かん喜きした。自分と同じ気持ちを、ハディールが抱いだいてくれていた。

「樹液が抜ぬければ、こんな形で体を奪ったことをおまえは怒おこるだろう。許されなくていい。欲望に屈くつする愚おろかな私を罵ば倒とうするがいい」

　どうしてそんなことを言うのだろう。同じなのに。ロロも同じ気持ちなのに。

　でももうはっきりした意思を言葉にできるほど思考が保てない。

「卑いやしい魔人からのこんな言葉は迷めい惑わくだろうな。だがただ体の欲を満たすためだけにおまえを汚すわけではないことはわかってほしい。私の真心をおまえに捧ささげる」

　真心……。

　その言葉の響ひびきが、とても美しいと思った。

　そしてハディールは今まで聞いたこともないような切ない声で、

「愛している……」

　と囁ささやきながら、硬こう質しつな肉を襞ひだに押し当てた。

　熟うれきった襞はいやらしくぱくぱくと口を開き、待ち望んだ男根を嬉き々きとして受け入れたがる。

　言葉の意味が脳に滲しみこむ前に、火傷やけどしそうな灼しやく熱ねつがロロの肉襞に潜もぐり込んだ。

「ああっ……！」

　ずっ、ずっ……、と熱ねつ塊かいが狭せまい肉にく壁へきを割り開くごとに、粘ねん膜まくが収縮して絡みついた。精を吐はき出させんと奥に引きずり込み、雄を絞しぼり上げていく。

「ひ……、ぃ、あ、あ、ああぁぁぁ……、あっ……！」

　重い衝しよう撃げきが、ずん、と頭のてっぺんまで響いた。同時にロロの雄ゆう蕊ずいから勢いよく白濁が放たれる。

　目も眩くらむような官能に、意識が飛びかけた。

　男に征せい服ふくされるのは初めてなのに、快感しかない。小さな襞が引き裂さかれそうに伸びきり、狭い肉にく洞どうが巨きよ大だいな異物に悲鳴を上げているのがわかるのに、樹液の効果か痛みはまったく感じない。

「辛つらくはないか？」

　汗あせで濡れるロロの前髪をかき上げるハディールのこめかみにも汗が浮いている。

　欲望のままに突つき上げたいだろうに気き遣づかってくれる気持ちが流れ込んできて、思考を奪うばわれかけたロロの胸がぎゅっと絞られる。

　好きだ。

　抱いてくれるのがハディールでよかった。

　樹液の毒に脳まで侵おかされていたら、目の前のなににでも縋すがっただろう。犬にだって触しよく手しゆにだって体を差し出して、犯おかしてくださいと自ら尻しりを振っただろう。

　そうなる前に、ハディールが来てくれてよかった。嬉しい。嬉しい──！

「もっと、うごいて……」

　もつれる舌で辛くないと首を横に振り、自分からハディールの頭を引き寄せて唇くちびるを重ねた。

「ロロ……！」

　ハディールの律動が激しくなる。

「あぅっ、ん……！　ああっ、あ、いい、あ、すき……、ハディール、ハディール……！」

　味わったことのない刺し激げきをどう受け入れていいかわからない。

　涙なみだを散らしながら、ひたすら与あたえられる快感を享きよう受じゆした。

「愛している……、ロロ……。今だけは私を愛してくれ。愛している、可愛かわいいロロ……」

　血を吐くような哀あい切せつな声で愛を乞こいながら、何度もロロの名と愛の言葉を繰くり返す。ハディールと自分の汗が混じり合う。

　愛いとしくて、自分も愛していると想おもいを伝えたいのに、喘あえぎしか漏もらせない唇は意味ある言葉をなさない。ハディールの愛が体中に沁しみこんで、愛される幸福に酔よい痴しれた。

　最奥を抉えぐり抜かれるたび、樹液に毒された自分の体が浄じよう化かされていくのがわかる。早く欲しい、熱い飛沫が。ぜんぶハディールの匂においにして！

「今、楽にしてやる……！」

　内ない腔くうに大波のような奔ほん流りゆうを感じた瞬しゆん間かん、ロロの中の樹液が業ごう火かのごとく熱を発して燃もえ尽つきた。

　あまりの衝撃に悲鳴を上げることもできぬまま、ハディールの下で大きく体を波打たせたロロの意識はぶつりと途と切ぎれた。













　────ニャァ、というかすかな鳴き声で目が覚めた。

　次いで、頰を撫なでる薄うすくざらざらとしたこそばゆい感かん触しよく。

「メラン……？」

　目を開くと、黒い毛の仔こ猫ねこがロロを覗のぞき込んでいる。

　メランは安心したようにひと鳴きすると、身軽にベッドから床ゆかの上に飛び降りた。足音も立てずに軽かろやかに走っていき、窓辺に立って外を見るハディールの肩かたに上る。

　上体を起こすと、あれだけ零した体液も樹液もきれいに拭ぬぐわれ、被かぶるだけの白い寝ね間ま着きを着せられていた。薬をつけてくれたのだろうか、男を受け入れた部分にも痛みはない。

　大きな黒い翼つばさを畳たたんで背を向けているハディールに声をかけた。

「ハディール……」

　窓から差し込む夕日の赤い光に照らされたハディールが、ゆっくりと振り向いた。

　ひどく憔しよう悴すいしたような、痛切な表情をしている。

　苦しげにロロを見つめてなにか言いたげに口を開き、ためらって唇を引き結ぶ仕草を何度か繰り返した。

　やがて観念したように静かな声で、

「体が辛くはないか」

　と尋たずねた。

　ひどい倦けん怠たい感はあるけれど、痛むところも吐き気もない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ハディールがなにか小声で言うと、彼の肩に乗っていたメランは心配そうに頭を下げたが、大人しく部屋を出て行った。

　ハディールはロロを見つめたままベッドに向かって歩いてくると、目の前で絨じゆう毯たんに片かた膝ひざをついた。

「すまなかった」

「え」

　どうしてハディールが謝る。

「後こう悔かいしている。治ち療りよう行こう為いのためだけと言った方が、おまえの心に負担がかからなかったろう。魔ま物ものからの恋こい心ごころなど、なんの気休めにもならなかったな。気味が悪いか」

　あまりにも意外なことを言われ、とっさに言葉が出なかった。

「許してくれとは言わない。迷めい宮きゆうの外に危険な触手樹を野放しにしてしまった私の責任だ。なにをしても償つぐないになどならぬ。二度とおまえの前に姿を現さない。どうしても信用できなければ……」

　ハディールは懐ふところから、きらめく宝玉をあしらった懐かい剣けんを取り出した。

「魔物を断たてる剣だ。これで私を殺せ。少しは溜りゆう飲いんが下がるだろう」

「どうして……」

　ロロは色を失った唇を震ふるわせ、まっすぐハディールの瞳ひとみを見つめた。

　ハディールはすべてを諦あきらめた静かな瞳でロロを見返すばかりだ。

「どうしてそんなこと言うんですか。嬉うれしかったのに……、あなたがぼくと同じ気持ちでいてくれたと知って、樹液に侵されて苦しい中でも、幸せでいっぱいだったのに……」

　ハディールは、信じられないことを聞いたように呆ぼう然ぜんと唇を半分開いた。

「いいのか……？　私がしたことを許してくれるのか」

「許すなんて！　感謝しかありません。ぼくの方こそ、あんな……、恥はじ知しらずなことをして、嫌きらわれてはいませんか。まだ好きだと言ってくれますか」

　ぼんやりとでも、自分の晒さらした醜しゆう態たいを覚えている。

　嗤わらわれたら命を絶ってしまいたいくらい屈くつ辱じよく的な狂きよう態たいを、ハディールが軽けい蔑べつしていないというなら。

　ハディールはおずおずと、ロロの両手を捧げ持った。

「愛している……。ずっとおまえが欲しかった。けれど私のような異形が手を触ふれてはいけないと……」

　ロロを見つめるハディールの目に、うっすらと涙が滲にじんでいる。魔人も泣くのだと知って、あらためて胸の奥が熱くなる。

　死をもって償うことすら覚かく悟ごして、ハディールはロロを救ってくれた。そうまで思ってくれる深い愛に、人も魔物もない。

「ぼくも愛しています、ハディール。もう一度愛してください。さっきの熱が夢じゃないってわからせてください」

　きつく抱だきしめ合い、二人で褥しとねに沈しずんだ。

　まだ腰こしの奥に疼うずきがわだかまっている。拓ひらかれたばかりの体は軋きしむけれど、覚えたての愛しい形に馴な染じもうと悦よろこんでハディールを受け入れる。

「きれいだ、ロロ。どんな花より美しい。愛しているよ……」

　感じる顔を見られるのも、瘦やせた体を撫でられるのも恥はずかしいけれど、ハディールの幸せそうな表情を見ていたら、そんなことはどうでもよくなった。

「ぼくも……、愛してます……」

　下からハディールの頰ほおを包み、薬草摘つみでわずかに着色した華きや奢しやな指先で目め尻じりに溜たまる涙を拭う。ハディールの額の石の青色が深みを増す。

　唇を重ね、言葉を重ね、夜が更ふけるまで愛し合う悦びに満たされた。










　魔人の庭と人の地を隔へだてる門の手前で抱き合った二人は、名残なごり惜おしく何度も口づけを交かわした。唇くちびるが離はなれては見つめ合い、また唇を重ねた。

　どうしても離れがたく、見つめ合う瞳に彼の姿を焼きつけたくて、目を開いたまま口づける。

　帰したくない、という言葉をハディールが吞のみ込んでいるのがわかった。ロロも、帰りたくない、と口走らないようにするのが精いっぱいだった。

　けれど自分には薬くす師しになって少しでも村人の役に立つという目標がある。男手ひとつでロロを育てた父をずっと助けてくれた神父に恩返しもせねば。

　頻ひん繁ぱんではなくとも、ハディールとの関係を続けることはできる。

「また来月来ます」

　努力して笑え顔がおを作り、やっと体を離した。遠ざかる体温をとても寂さびしく感じる。

「待っている」

　ハディールの瞳が不安に揺ゆれていた。家に戻もどったロロが怯おびえて二度と来ないのではないかと、心配というより半ば恐きよう怖ふしているのが伝わってくる。

　こんな、強くて力のある魔人が捨てられた仔犬のような目をするなんて。

「絶対です。絶対にまた来ますから。そんな顔をしないでください。ぼくの愛に偽いつわりはありません。神さまに誓ちかって」

　ハディールは、どことなく困った顔をした。

　そうか、魔物にとって人の言う神は敵対するものに違ちがいない。ならば。

「愛しています、ハディール。あなたの真心に誓って。ぼくの真心も捧ささげます。ぼくの恋人になってくれますか」

「こいびと……」

　初めて聞く言葉のように繰くり返され、ロロの頰が染まる。

「あ、あなたにしか体を許しません……。会えない夜は、あなたを想おもって眠ねむります。次に会えるときは、もう一体木き彫ぼりの猫を作ってきます。離れている間、ぼくの代わりにあなたの側そばに置いてもらえるように」

　ハディールは嬉しそうにほほ笑んだ。

「では次は白猫に変えてやろう」

　やっと笑ってくれた。ハディールの額の石がやわらかな青色に輝かがやいたのを見て、彼が安心したと知れる。

　ハディールはロロの手を取ると、うやうやしく口づけた。

「独り寝ねの寂しい夜に、おまえを想って自分を慰なぐさめることを許してくれるか」

　大だい胆たんな言葉に、思わずハディールが自じ慰いをしている姿を想像してしまった。

（そんなこと許可を取らなくてもいいのに！）

　からかわれているのかと思ったら、真ま面じ目めな表情で自分を見つめるハディールが、どれだけロロを神聖視しているかわかった。

　そんなにきれいな存在じゃない。好きな人の体温を恋しがる欲望もある、普ふ通つうの人間だ。

　でもそれでハディールが喜んでくれるなら。

「……はい」

　真っ赤になってうつむいたロロの指の間を、ハディールの唇が愛いとおしげに何度も往復する。

「恋人。恋人だな。おまえが私の。夢のようだ」　>>>♥

　もう一度深い口づけを交わし、ハディールの視線を背中に感じながら門をくぐった。
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　季節はめまぐるしく移り変わる。

　冬が過ぎ去ったと思うと、春にはたちまち花が咲さき乱れ、再び汗あせばむ季節がやってきた。

「神父さま、井い戸どから水を運んでおきました」

　教会の中に声をかけると、齢よわい七十を超こえた神父は皺しわだらけの顔をくしゃりとほころばせた。

「おお、いつもありがとう、ロロ。おまえにばかり力仕事をさせてすまんのう」

「全然。弟で子しなんですから、遠えん慮りよなく使ってください」

　力仕事で汗だくになったロロは、額の汗を拭ぬぐいながら神父に笑いかけた。

　夏はもうすぐそこだ。

　日が長くなるのはいいのだけれど、気温が高くなると極きよく端たんに体力を消しよう耗もうする。

　薬師見習いとしての勉強以外にも、毎日の家事や病人怪け我が人の世話、最近心臓が弱ってきた神父の日常の雑用など、ロロにはほとんど休む暇ひまもない。

　それゆえ、魔ま人じんの庭に行くのも頻繁には許されない。せいぜいのところ、月に一度を守るのみである。それでも冬に比べればずっといい。

　雪に閉とざされてしまえば物理的に岩山を越こえるのは不可能になるため、門の鍵かぎの存在を内ない緒しよにしているロロは、ハディールに会いに行くことができなかった。周囲の人間には、こっそり岩山から忍しのびこんでいると説明しているから。

　冬の間、誰だれも外には出ない悪天候の夜よ更ふけを選び、ハディールは闇やみに紛まぎれて何度かロロに会いに来てくれた。

　ハディールの姿が村人に見られたら大おお騒さわぎになる。魔物は穢けがれた生きもの。人々に災さい厄やくをもたらす邪じや悪あくな生きものという認にん識しきなのである。中でも力の強い魔人は恐おそれられていた。

　だからハディールがロロ恋こいしさのあまりやってきた夜は、心配で心臓が破れそうになる。誰かに見られてハディールが迫はく害がいされはしないかと。

　冷たく凍こごえた黒い翼つばさに包まれる幸福。ロロに会うために氷のつぶてのような雪ゆき嵐あらしの中を飛んでくる彼を、どうして愛さずにいられようか。懸けん命めいに自分の体で温めた。

　ロロの家の狭せまいベッドで抱き合って眠る夜は幸せだったが、そのために無理をさせていると思うと胸が痛んだ。

　それに比べれば暑さなどなんでもない。

「おまえには危険な真ま似ねをさせてすまないと思っておる、ロロ。いくら岩登りが得意だからといって、毎月のように魔人の庭に忍びこませて。たしかに助かっておるが、もし力の強い魔物に出会ったらすぐに逃にげるのだぞ。特に、庭の主人であるハディールは凶きよう悪あくだからな」

　人を襲おそう危険な魔物も数多くいる。

　ハディールはそうではないとロロは知っている。だが庇かばうこともできないのがもどかしい。

「魔人などに魅み入いられたら、おまえも魔物にされてしまうぞ。魔ま除よけの火打ち石は持っているじゃろうな。気休め程度だが、魔物は火に弱い。一いつ瞬しゆんの火花でも充じゆう分ぶん怯ひるませられる。忘れるでないぞ」

「…………、はい」

　自分とハディールが通じていることを村人に知られるのを、ハディールは望んでいない。知られたらロロも石もて追われるか、魔物と姦かん淫いんしたと殺されるだろう。

　でもそれが彼に対する裏切りのようで、ロロは消しよう沈ちんした気持ちで神父と別れて桶おけを手に持った。唇をきゅっと嚙かむ。

　──愛し合えるところまで愛し合おう。好き合ってしまったのだから。

　心で思って振ふり向いた瞬間、金きん髪ぱつの男が目に入ってぎくりとする。

「よう、ロロ。久しぶりだな。また一段ときれいになったんじゃないか」

「ランドルフさん」

　苦手な男に会ってしまった。

　ランドルフは都の大商人の末子で、数年前から夏の間はロロの村に避ひ暑しよに訪おとずれるようになった。野生の鷹たかのように美しい顔立ちをしているけれど、恋れん愛あい関係にだらしがなく、村むら娘むすめに手を出したり、隣となり町まちで遊び回ったりしている。金にものを言わせる遊び人で有名な男だ。

　ロロに目をつけ、ことあるごとに誘さそいをかけてくるから、顔を合わせるたび気が重い。

「他た人にん行ぎよう儀ぎだな。おまえだったら、ランディと呼んでいいと言ってるだろう」

　親しくもないのに、そんなふうに呼べない。

「そんないやそうな顔するなよ。なあ、久しぶりに会ったんだ。茶でも飲みに来いよ。都から持ってきためずらしい菓か子しがある」

「すみません、やることがたくさんあって。失礼します」

　ランドルフは横を通り抜ぬけようとしたロロの手首をつかみ、自分に引き寄せる。持っていた桶が手から落ち、地面に転がった。

　失礼にもロロの顎あごに手をかけ、自分の方を向かせる。

「きれいになったっていうか、色っぽくなったな。男に抱だかれでもしたか？」

　舐なめるような視線に虫むし唾ずが走った。

「俺のものになれば、こんな力仕事はしなくて済むぜ。薬くす師し見習いなんてやめて、俺の愛人になれよ。欲しいものはなんでも買ってやるぞ」

「……っ、放してください！」

　振りほどこうともがくが、逆に動きを封ふうじるために抱だきすくめられた。生温かい息がかかって嫌けん悪おをもよおす。

　ランドルフはロロの臀でん部ぶをぎゅっとつかんだ。

「ちょっと肉が足りないが、いい尻しりだ。体を売り始めたんだろう？　俺がいい値で買ってやるぜ。うちに来いよ」

　あまりの侮ぶ辱じよくに、力の限りにランドルフを突つき飛ばした。

「ぼくに触さわらないでください！」

　ランドルフはにやにやと笑いながらロロを見ている。こんな男に触ふれられたのだと思うと吐はき気がした。

「なにを騒さわいでいるんだい」

「神父さま……」

　ロロが大きな声を出してしまったせいだろう。神父が心配して教会から出てきた。神父の心臓に負担をかけることはしたくないのに、軽けい率そつだった。

　神父はランドルフとロロを見て、すっかり白くなった眉まゆを顰ひそめた。

「ランドルフ。またロロにちょっかいを出そうとしてるのか。村にいたいなら、おとなしくしてもらわないと困る」

　ランドルフの遊び癖ぐせを知っている神父は、正確に状じよう況きようを見て取ったようだ。ランドルフは悪びれもせず、落ちた桶を拾ってロロに手て渡わたした。

「わかってますよ、神父さま。ちょっとからかっただけです。ロロがあんまり可愛かわいいんで。じゃあな、ロロ。気が向いたら遊びに来いよ」

　鼻歌でも歌いそうな様子でランドルフが去ってしまうと、ロロは神父に向かって頭を下げた。

「お騒がせして申し訳ありませんでした」

「いや。ランドルフは少し強ごう引いんなところがあるから、おまえも気をつけなさい」

「はい」

　こんなことがあると、無む性しようにハディールに会いたくなる。

　次に会える日が待ち遠しい、とロロは遠い岩山を見上げながらため息をついた。










　日差しを避さけた滝たきの裏側の洞どう窟くつで、ロロは密ひそやかにハディールと唇くちびるを合わせる。

　ハディールは窺うかがうように数度唇を啄ついばんだあと、そっと舌を挿さし入れた。滑なめらかな舌先で舌の広い面をくすぐられ、気持ちよくて吐と息いきが鼻に抜ける。

「ロロ……、私の愛らしい花……」

　ハディールはいつもロロを花に喩たとえて愛めでる。そんなふうに言われるとまるで少女のようでくすぐったいが、可愛がられていると実感してとても嬉うれしい。

　ハディールの舌先を甘嚙みし、うっとりしながら唾だ液えきを交こう換かんした。

「愛しています、ハディール……」

　ときには花畑で、八角形の屋根を持つ東あずま屋やの下で、岩いわ陰かげに隠かくれながら。

　初めはためらいがちに触れていたが、すぐにキスは互たがいを貪むさぼるようなものに変わった。

　幾いく度どとなくキスを交かわした。魔人の庭にいるときは姿を見られるかもと怯おびえずに済むのが嬉しい。安心してハディールに甘えられる。

　抱かれるときはほとんど城のベッドでだが、先日ランドルフに触れられた気味悪さからか、洞窟だというのにどうしてもハディールの体温が恋しくなった。

　自分から誘うことのないロロが、羞しゆう恥ちを押し込めながら「抱いてください」と囁ささやいた。

「ここで？」

　ロロは頰ほおを赤く染めながらこくりと頷うなずく。

　他ほかの男の感かん触しよくをハディールの褥しとねに持っていきたくない。ここで抱き合って、そんな感触を払ふつ拭しよくしてしまいたい。

　岩いわ肌はだはひんやりと硬かたく、横たえられると背中が痛んだ。

「これではおまえの肌はだに傷がついてしまうな。……こうならいいか」

　ハディールは翼を広げて自分が仰あお向むけに寝ね転ころんだ。漆しつ黒こくの翼が寝しん具ぐのように地面に広がり、まるでベルベットのシーツのように滑らかな光こう沢たくを放った。

「上に乗ってごらん」

「ぼ、ぼくがですか……？」

　いつもハディールにすべてを委ゆだねて、彼の重みを受け止めるばかりである。

「ここでしたいと言ったのはおまえだろう？　おまえから私を欲しがってくれて嬉しい。おまえの愛を見せてくれ」

　こくりと唾つばを飲んだ。

　自分から跨またがるなんて、想像もしたことがない。

「恥はずかしくはない。私はもう、おまえの体のすみずみまで知っている」

　それは、ハディールはいつも丹たん念ねんにロロの体を愛あい撫ぶして、彼の指と唇が触れていないところなど体中どこにもないけれど。

　自ら動くという行こう為いに、羞恥で息が詰つまった。

　ハディールは促うながす視線で、かすかに顎を上げる。来い、と命令されたように感じて、胸がときめいた。

　不器用に服を脱ぬぎ捨て、脚あしの間を隠しながらハディールに近づく。

　翼つばさを踏ふんだら痛くないかとためらったが、「大だい丈じよう夫ぶだ」と言われてこわごわ足を乗せた。

　まさに羽う毛もうの肌はだ触ざわりだ。厚くはないけれど、温かくてやわらかい。

「どう……すれば……？」

　なにをしていいかわからず、足を乗せたまま戸と惑まどって首を傾かしげる。

　口に含ふくんで愛撫すればいいのだろうか。樹液の毒に侵おかされたとき以来、したことはないけれど。

　ハディールもロロからの奉ほう仕しを求めたことはない。してほしいと言ってくれたら嬉しいのに。

　自ら動けばいいのかもしれないが、求められてもいないのにしたがるなんて好色だと思われたらと考えると、到とう底ていできなかった。

「私の顔の上に跨って」

「そ……！」

　そんな恥はじ知しらずなこと！

「で、できません……、許してください……」

　うろたえて首まで赤く染める。

「準備をしなければおまえを傷つけてしまう。いつもしているだろう？」

　ハディールは常に時間をかけてロロの後こう孔こうを舐めほぐす。

　せっかく丁てい寧ねいに慣らしてくれても、ひと月も間が開けば小さな肉にく襞ひだは再び口を固く閉とざしてしまう。だからハディールは行為のたびにロロが泣いて縋すがるほど丹念に準備をして、決して痛みを与あたえないようにしているのだ。

　でも……、でも……。

「おいで。それとも私が欲しくはないか」

　欲しい。

　すっかり慣らされた体は、ハディールを想おもうだけで昂たかぶってしまう。今日だってもう……。

　ハディールの目を見ないようにしながら、顔の横まで歩いた。ハディールの頭上にある岩に手をつき────、跨るときは、目を閉じた。

「どうした。腰こしを落とさないと舐なめてやれない」

「い……、いじめないでください……」

「いじめてなど。愛したいだけだ」

　羞恥に震ふるえながら膝ひざを曲げていく。

　すでに期待で半勃だちになってしまっている雄おす茎くきを、後孔まで丸見えの角度から見られていると思うと恥ずかしくて涙なみだが滲にじんだ。

「私の顔の横に膝をつけ」

　心臓が壊こわれそうになりながら言いつけに従った。

　ハディールの端たん整せいな顔の上で自分の雄ゆう蕊ずいが揺ゆれている図など直視できない。

「美う味まそうだ……」

　うっとりとした声が聞こえ、やわらかな双そう珠しゆの片方を口に含まれて嬌きよう声せいを上げる。高い声は洞窟内に反はん響きようして、驚おどろくほど大きく聞こえた。

　慌あわてて片手で自分の口を覆おおう。

　口中で転がされる得も言われぬ快感に首を横に振ふりながら、小さな声で訴うつたえた。

「そ……、そこは……、しなくても……」

　繫つながるには関係のない場所だ。

「なぜ？　おまえが心ここ地ちいいと感じることはすべてしてやりたい」

　知っている。

　いつもロロの快感を第一に考え、崇すう拝はいしているかのように丁寧に触ふれてくる。乱暴に扱あつかわれたことなど一度もない。

　ハディールは左右の種たね袋ぶくろを交こう互ごに含みながら、先せん端たんから垂れ流れる蜜みつを舌で拭ぬぐう。それを肉襞まで塗ぬり伸のばしては、尖とがらせた舌先で穿せん孔こうをくじった。

「は……、あ……、ああ、ハディールの舌、が、なかに……」

　ぬめぬめとした軟なん体たいが潜もぐり込んでくる。肉にく孔あなの浅い部分を舌でじゅぷじゅぷと出入りされれば、汗あせで濡ぬれる細い腿ももが震えた。

　ハディールはいつもたっぷりと後孔を潤うるおしてから、肉茎を可愛かわいがってくれる。前をしゃぶられるとすぐに達してしまうロロが長く楽しめるようにと言うが、若い体はすぐに直接な刺し激げきを求めて精を吐はき出したがる。

　その瞬しゆん間かんを待ちわびて悶もだえる時間が、愛いとしくもあり苦しくもある甘美な地じ獄ごくだ。

　舐めて欲しがってぴくぴくと跳はねる雄に、ハディールが愛しげに口づけた。

「あっ……！」

　びくん、と背が撓しなる。

　雄の先端から期待の涙がつぅっと流れるのを間近で見られ、我が慢まんできずに自分の顔を手のひらで覆った。

（恥ずかしくて死んじゃいそう……）

　垂れ流れた先走りを、裏筋に沿って根もとから蜜口まで舐め上げられる。

「ひゃんっ」

　自分の上げた声のはしたなさに、隠かくした手のひらの下で真っ赤になって目をぎゅっと瞑つぶった。非常に感度の高い部分だ。声がこらえきれない。

「逃にげるな。それともおあずけなのか？」

　思わず腰を上げてしまったせいで、ハディールの口から取り上げる形になった。まるで骨を目の前でぶら下げられる犬のような言い方をして、主導権がロロにあると知らせてくる。

「おまえが恋こいしくてたまらない哀あわれな魔ま物ものに、ひと月もおまえの訪おとずれをおとなしく待っていた褒ほう美びをやろうとは思わぬか」

「ほ、褒美、なんて……」

「私がどれだけおまえを味わいたがっているか、わからぬだろうな。おまえも私を愛しいと思ってくれるなら、逃げずに愛させてくれ」

　ずるい。

　そんな言い方をされたら、愛を証明しないわけにいかないではないか。

　ちゃんと見ないと上手に口もとに持っていけない。恥じらいながら顔を隠した手を下ろし、反り返った雄越ごしに美しい恋人の顔を見る。

　目が合って、胸の中に暴れ馬がいるのではないかと思うほど鼓こ動どうが荒あれ狂くるった。心臓を食い破って飛び出してきそうだ。

　期待と羞しゆう恥ちと、愛しさと。

　酸素が薄うすくなってしまったように浅く速い息をつきながら、ゆっくりと自分の雄をハディールの口もとに宛あてがう。

「は……」

　ハディールの男らしい大きな口に、自分の欲望が吞のみ込まれていくのが見える。ハディールは恍こう惚こつとした表情で受け入れた。

　口こう淫いんは毎回されるけれど、それを見るのは初めてだ。いつもこんなに淫みだらな顔で自分を……と思ったら、頭の後ろが熱く曇くもった。

　ちゅる…、と先端を吸われただけで腰が跳ねる。

「ひゃっ……！」

　思わず逃げ腰ごしになったが、今度はハディールの手でしっかりと腰こし骨ぼねをつかまれて叶かなわない。ハディールは動き方を指南するように、ロロの腰をゆっくりと前後させた。

「あ……、や……、いや、待って……、こんなの、は、はずかし……」

　ハディールの唇くちびるに自分の雄が出入りしているのが見える。卑ひ猥わいすぎて目め眩まいがした。

　体勢的に、まるで自分がハディールの口を無理に犯おかして奉ほう仕しさせているようで、嗜し虐ぎやく的な興奮が盛り上がる。

　男は視覚で興奮すると聞いたことがある。初めて実感した。

　ロロの昂りを感じ取ったハディールが一いつ旦たん口から取り出すと、ロロの目を見ながら淫猥に赤い舌を伸ばした。ハディールの舌使いがねっとりとしたものに変わる。

　茎の部分を唇で挟はさんで往復しながら、裏筋を舌で刺激する。わざと長い舌を伸ばして舌先で蜜口を弄いじり回されれば、意識せずに腰が躍おどった。それを追いかけるハディールのなんて卑猥なこと！

「ハディール……」

　見つめ合ったままする口淫に興奮しすぎて、揺れる腰を止められない。

　自分がこんなにいやらしいことをしてるなんて信じられない。息が詰つまって、泣きたいくらいなのに、目が逸そらせない。

「や、もう……、ハディール……、でちゃいそうです……、は、はなして……」

「飲んでやる」

「いや！　そ、それだけは……、いやです……！」

　排はい泄せつ物も同然のものを恋人の口の中に出すなど。

　何度か口淫の最中にこらえきれず漏もらしてしまったことがある。わざとでなくとも申し訳なくて、しかもとても感じてしまったことが後ろめたくて、泣きながら謝った。

　もちろんハディールは怒おこることはしないけれど、快楽にだらしない自分が情けない。

「もう慣れてくれてもいい頃ころなのに、おまえはいつも初めてのように恥はじらう。とても好ましいが、そろそろもう少し積極的になってくれたら嬉うれしい」

「でも……、でも……、汚きたないです……」

「おまえは私の汚いものを体の奥で受け止めてくれるのか」

「ハディールのは汚くありません！」

　ハディールは嬉しそうに笑った。

「ならば私にとっておまえの精が汚いはずがあるか。口がいやならどこに出す。顔か。翼つばさか。どこでも好きなところに出してくれて構わぬがな」

　口を半分開いたまま戸と惑まどった。

　そんなふうに、どこに出すと問われれば、もう口の中しかないのだ。

「泣きそうな顔をしないでくれ。辱はずかしめるつもりではない。それともこれは人の間では禁きん忌きの行いなのか」

「わかりません……」

　性せい行こう為いについて誰だれかと深く話したことはないから、漠ばく然ぜんとした知識しかない。

「では私とおまえ二人だけの間のこと。互たがいがよければそれでいい。おまえは体内で、私は口で受け止める。それだけの違ちがいだ。恋人が心地よく自分の中で果ててくれたら、私はこの上ない幸福を感じるだろう。おまえはそうではないか」

　そう言われて、やっと理解した。

　自分だって、ハディールが自分の中で悦よろこんで極きわめてくれるのは嬉しい。彼が辛つらい顔をしながら吐精したら悲しくなる。

　好きな人が悦んでくれるなら────。

「…………、よろしくお願いします……」

　消え入りそうな声で言うと、その言い方がおかしかったのか、ハディールがかすかに口もとをほころばせた。

　陰いん茎けいを深く吞み込まれ、瞬またたく間に絶頂への階段を駆かけ上がる。

「ひゃ、あ……っ、あ、すぐ、でちゃう……！」

　ハディールはロロの雄を吸引してのど奥で締しめつけ、舌全体で茎の裏筋側を包んで細かく撫なで上げた。

　射精を促うながす動きに、素す直なおに従った。自分が気持ちよくなることこそハディールへの愛情の表現だと、ともすれば浮うかび上がる罪悪感を押し込める。

「ハディール……、愛しています、愛して……、ん、あ、あい、して……」

　愛の言葉を繰くり返すごとに、自分の中から辛つらさが消えて、純じゆん粋すいな愛いとしさだけが浮かび上がってくる。

　愛してる。愛してほしい。愛させて。

「あ……、あああっ────……っ！」

　極めた瞬しゆん間かん、心まで高みに昇のぼった。

　受け身ではなく、初めて自分も積極的にハディールを愛した気がする。

　ハディールがのどを鳴らしてロロの精を吞み込む。恍惚とした表情から、彼も射精を伴ともなわずに心だけ絶頂を極めたのがわかる。

　乱れる息をつき胸を激しく上下させながら見つめ合った。

　次は、彼の愛を受け止める番だ。

「ん……」

　射精の余よ韻いんで力が抜ぬけかけた脚あしで、ハディールの顔の横に手をつきながら体を下にずらす。

　ハディールの体を跨またぐ形で下がっていくと、熱を持つ硬こう質しつな肉にく槍やりの先せん端たんがロロの肉にく襞ひだに当たった。

「あ……」

　服越ごしでさえその硬かたさがわかる。後ろ手にハディールの服の前立てを開き、中から男根を取り出した。熱の高さにどきりとする。

　ロロの蕾つぼみはこのまま挿は入いってしまいそうなほど潤うるおされている。ハディールの男根に手を添そえ、先端を宛がってぐっと力を込めた。

「待て。奥まで濡ぬらしてやれたわけではない。そのままではおまえの痛みが強い。これを使え」

　肘ひじをついて上体を起こしたハディールが懐ふところから瓶びんを取り出した。

　蓋ふたを開けると、いつも体を繫つなげるときにハディールが自身の雄おすに塗ぬり込めている潤じゆん滑かつ剤ざいの匂においが漂ただよった。

「おまえの手で塗ってくれるか？」

　甘えるような声で頼たのまれ、胸に甘あま酸ずっぱさが広がった。

　いつもはハディールが準備するのを、褥しとねの中で顔を伏ふせて待つばかりだ。でも今日は自分が彼に……。

　どきどきしながら指で潤滑剤をすくい取り、ハディールの男根をあらためて手に持って目を瞠みはった。

（大きい……！）

　樹液に侵おかされたときに咥くわえたが、あのときはなにがなんだかわからなかった。形など覚えていない。

　ロロからの奉仕を求めないハディールとの情交では、直視することはなかったけれど。

　呆ぼう然ぜんと唇を開いた。

　自分の雄とまったく違う。ロロの陰茎は茎くきが細く、先頭もわずかに膨ふくらんでいるだけだ。興奮時以外には襟えり巻まきを巻いたように、先端の切れ込み部分を覗のぞいて薄い皮が被かぶってしまう。

　ハディールの雄は根もとから堂々と太く、先頭は立派なきのこの傘かさのように大きく張り出している。茎の部分に怒ったように血管の膨らみが走っているのも、たくましさを感じさせた。

　これが通常の男の形なのか、彼が魔ま人じんだから形が違うのかわからない。他ほかの男の興奮した状態を見たことがないから。

　どちらにしろ、普ふ通つうの成人男性と比べても巨きよ大だいだと思う。

　こんなに凶きよう悪あくなものがいつも自分の中に挿入っているとは！

「どうした、怖こわくなったか？　それをつければ痛みはない」

　動けないでいるロロに、ハディールがやさしく声をかける。ごくりと息を吞のんだ。

　恐きよう怖ふより期待が大きい自分は、好色なのだろうか。

　華きや奢しやな指先につけた潤滑剤をおずおずと塗りつける。

「もっとたっぷり。全体にくまなくつけるんだ」

　言われた通りに指を滑すべらせる。少し硬かために思えた潤滑剤が、塗りつけるたび体温で滑なめらかに蕩とろけて滑すべりがよくなっていく。

　ぬちゅ…、にちゃ、と音が立つたび頰ほおが熱くなる。深い角度でくびれた傘の下から張り出した部分をなぞったとき、ハディールが熱いため息をついた。

「……きもちいいですか」

「とても」

　嬉しくなった。

　自分の手でハディールが悦んでくれている。

　ハディールの雄が手の中でぴくぴくと動くのが愛おしい。先端の切れ込みから透とう明めいな蜜みつがぷつりと浮き出す。

「もう少しきつく握にぎってくれ」

　加減がわからない。自分だったら、少し力を入れると痛みを覚えてしまう。

「痛くないですか？」

「おまえの中はもっときつい」

　からかうように言われ、耳まで赤く染める。

　雄を握るロロの手を、ハディールが上から手のひらで覆おおって一いつ緒しよに扱しごき始めた。

「こ、こんなに強く……？」

「ああ、これがちょうどおまえの肉が私を締めつけるのと同じくらいの強さだ」

　実感させられて、体温が一気に上じよう昇しようした。雄を握る手が汗あせばみ、まだ咥えていない肉にく孔あながきゅんと締まった。

「……おまえの中に入りたくなってきた」

　ハディールがあんなことを言うから、自分も欲しくなってしまったところだ。

　片手をハディールの肩かたに置いて跨またがり、後こう蕾らいに雄を押し当てた。ぷつり、と先端が蕾を割ったときは背筋がぞくぞくした。

　ゆっくりと腰こしを落としていくと、肉の環わが徐じよ々じよに口を開いて尖とがった亀き頭とうを吞み込んでいく。

「あ……、ああ……」

　ぬるつく男根は滑らかにロロに沈しずんでいく。

　いちばん傘の張った部分がずるり、と入ったとき、ハディールの形を思い出して頭が熱くなった。形を想像しながら受け入れるのは今までと感覚が違う。

　あのたくましく広がった亀頭が自分の中にあるのだ。

　くびれを刺し激げきするとハディールが悦んでくれたのを思い出し、肉環の内側に引っかけるようにして腰を持ち上げた。

「ん……、ん……」

　ぬぷん、ぬぷん、と音を立てながら張り出し部分を出入りさせる。肉環が広がる感かん触しよくが言葉にできないほどいい。

「き……もち……いいですか、ハディール……」

　ハディールは瞳ひとみを熱で曇くもらせながらロロの頰を撫でた。

「……あまり可愛かわいいことをするな。めちゃくちゃに突つき上げて泣かせたくなる」

　それでもいいのに。

　ハディールの指が、快感で硬く尖ったロロの胸芽をつまむ。

「あん、ん……っ」

「今日はここを可愛がってやっていないな。可か哀わい想そうに、こんなにいじらしく勃たち上がっているものを」

　人差し指の側面で下からすくい上げられ、くにくにと動かされる。ぴりぴりした快感が雄を咥えた部分に落ちてきて、勝手に腰がよじれた。

　ハディールの短く整えられた黒い爪つめを見ると、恥はずかしさと愛しさが同時に湧わき上がる。

　もともと魔物らしい長い爪をしていたが、抱だき合うようになって「ロロを傷つけてしまうから」と切るようになった。

　やすりで手入れをしているのを見ると、繫がる準備をしているように思えて気き恥はずかしい。ロロがそれを見ないように顔を伏せてしまうことに気づいてからは、ハディールは気を遣つかって自分の前ではしなくなった。

　会えないときでもロロのことを考えて、爪まで手入れしてくれる心遣いに感激する。

　気づけばハディールの手を取って爪にキスをしていた。

「ロロ……」

　ハディールの目を見ながら、感謝をこめて爪の一本ずつに唇くちびるを押しつけていった。ハディールの額の石が愛しげに淡あわい光を揺ゆらめかせる。

　彼の欲情が盛り上がったのがわかった。ロロの背中に腕うでを回してきつく抱きしめたかと思うと、

「許せ……！」

　ずん！　と下から剛ごう直ちよくがはめ込まれた。

「あああっ……！」　>>>♥

　激しい突き上げに、ロロのしなやかな肢し体たいが木の葉のように揺さぶられる。

「やさしくだけしてやりたいと思っているのに……！　おまえは簡単に私の理性を吹ふき飛ばす……！」

　ハディールが我われを忘れてロロを求める瞬しゆん間かん、幸福に包まれる。

　激しくはあれど決して乱暴ではない快楽の奔ほん流りゆうに、ロロは安心して溺おぼれていった。










　ハディールの城の中庭に設しつらえられたテーブルに、黒くろ猫ねこのメラン自じ慢まんのハーブティーが美お味いしそうに氷で冷やされている。

　ロロは情事のあとの心ここ地ちよい疲つかれの残る体を、寝ね椅い子すにもたせ掛かけた。

　屋外だというのに、過保護なハディールはロロのために寝心地のいい椅い子すやクッションをあちこちに用意している。

　青空の下で寝椅子に横になるのは、とても心地よくて贅ぜい沢たくな時間だ。隣となりに腰かけたハディールが髪かみを撫なでてくれる感触に、目を閉じてうっとりした。

「ロロたま、はちみつ入れますか？」

　小さな二本の脚あしで立ち上がった白猫が、ティースプーンですくった金色の蜂はち蜜みつをハーブティーに入れる。

「ありがとう、アビーノ」

　アビーノはロロが作った二体目の木き彫ぼりの猫だ。ハディールが魔力で命を吹き込み、メランと同じく側そば仕づかえにしてもらっている。

　黒猫のメランをハディールになぞらえたので、白猫のアビーノはロロをイメージして少し小さめに作った。だが小さすぎたらしく、仔こ猫ねこというより幼猫のようになってしまった。

　口調も舌足らずで、それがとても可愛らしい。メランとアビーノが並んでいると兄弟のようだ。

　二匹ひきは仲がよく、年上ぶったメランがアビーノによくものを教え、アビーノもメランに懐なついている。メランはアビーノが可愛くて仕方ないらしい。

　メランが得意げに上体を反らし、ミミズが這はったような字を書いた紙をハディールとロロに見せる。

「見てください。アビーノ、最近字を覚え始めたんですよ。わたしが教えてるんですがね。なかなか上手に書けてるでしょう」

　ちょっと判読に努力を要する字ではあるが、

「これなら将来は、私の執しつ事じとして働いてもらえるかもしれぬな」

　ハディールに褒ほめられ、アビーノよりメランの方が誇ほこらしげに胸を張った。内気なアビーノは照れているのか、短い脚を交差させてもじもじしている。だが長い尻尾しつぽが左右に振ふれていることで、彼が喜んでいるのがわかった。

　もう一体作ってよかった。メランとアビーノはいい関係を築けている。むしろ何年も一匹で寂さびしい思いをさせて申し訳なかった。

　温かな日差しと甘い果実、美味しい茶。そしてロロの大好きな、好ましい魔ま物ものたち。

　こんな時間が、ずっと続けばいいと思った。











４．






「おまえ、魔人の庭に通ってるんだって？」

　にやついたランドルフに尋たずねられ、ロロは露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

　ランドルフの滞たい在ざいする館やかたの主人に咳せき止どめを頼たのまれ、届けたときに顔を合わせてしまったのである。会わない内にさっさと帰ってしまいたかったのに、窓からロロを見かけてわざわざ出てきたらしい。

「月に一度、薬草を採るために忍しのびこんでいるだけです」

　また触ふれられないよう距きよ離りを取りながら、代金を取りに行った館の使用人を待つ。

「魔物に出くわしたりしないのかよ。城の中には王家の財宝に相当するくらいの宝が眠ねむってるっていうじゃねえか。そういう宝を、魔物たちが守ってんだろ」

「城へは迷めい宮きゆうを通らないと行けませんし、ぼくは迷宮の外の森で薬草を摘つむだけですから、強い魔物には会いません。それに財宝になんか興味はありません」

　会話が途と切ぎれるといかがわしい空気を出されそうで、いやいやながら早口で応じた。早く使用人が戻もどってこないかと、そわそわする。

「ふーん。まあ、迷宮は常に動いて形を変えてるっていうから、いくら武器を持ってたって城にはたどり着けやしねえか。庭の主あるじだっていう魔人なんかに万一会ったりしたら、命はねえもんな。人間とみると残ざん酷こくに引き裂さいて喰らっちまうらしいぜ」

「ハディールはそんなことしません！」

　反射的に言ってしまってから、ハッと口を手で塞ふさいだ。

　ランドルフにいらいらしすぎて、つい注意が散さん漫まんになっていた。

「知り合いみたいに庇かばうじゃねえか」

　顔を傾かたむけたランドルフに探さぐるようなまなざしを向けられて、心臓に汗あせをかいたように体の芯しんが冷えた。ランドルフの視線から逃にげるように顔を背そむけて、明後日あさつての方角を見る。

「べつに……、三年も通ってて、今まで魔人に遭そう遇ぐうしたことがないだけです……。ぼくの他ほかにも商人とか、忍びこんでる人がいると思いますけど、そんな現場を見た人が実際にいるなんて聞いたことないですし……」

「へえ……。でもなんか、今の言い方だと……」

　さらに追つい及きゆうしようとしたランドルフの言葉を遮さえぎって、通りの向こうから館に向かって走ってきた子どもが大声を出した。

「ロロさん！　すぐ教会に戻ってください！　魔物に襲おそわれた男が運ばれて……！」

　ロロはそれを聞くと、慌あわてて走り出した。

　もうランドルフのことも代金のことも忘れて走って行くロロの背中を、ランドルフがなにか考えるような顔つきで見送っていることも気づかずに。




　息が切れるほど走って、教会の扉とびらを勢いよく開き中に飛び込む。

　男のうめき声が聞こえた。

「いてぇ……、いてえよぉ……。神父さま……、たすけてくれよぅ……」

　祭さい壇だんの前に敷しかれた白い布の上で、男が脂あぶら汗あせを滲にじませて悶もだえている。男は片脚の膝ひざから下を失っていた。

　出血を止めるために男の腿ももを縛しばっている神父が厳しい表情をする。

「魔人の庭に忍びこもうとしてオークに襲われた。傷口は聖水で消毒してあるから穢けがれで腐ふ蝕しよくすることはないと思うが、このままでは痛みで死にかねん。痛み止めの薬を」

　ロロは急いで薬くすり棚だなのある部屋から鎮ちん痛つう薬の小こ瓶びんを取ってきた。ここまでひどい怪け我がであれば通常の薬草では効果は薄うすい。

　よほどの大おお怪け我がか死にゆく者を痛みから解放するためにしか使わぬ、魔人の庭で採った薬草で作った特別の鎮痛薬である。

　男の口に流し込むと、ほどなくして男は体の強こわばりを解いて眠りに落ちた。

　ロロはホッとため息をつく。

　神父は難しい顔で半分脚を失った男を見つめた。

「ロロが採ってきてくれる薬草は非常にありがたいが、もういい加減魔人の庭へ忍びこむのはやめた方がいいだろう」

　ロロは驚おどろいて顔を上げた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　ぼくは、その……、慣れて、いるので……」

「ならん。おまえにもしものことがあったら、おまえの父親に合わせる顔がない。おまえが不満を漏もらさぬのをいいことに、長い間甘え過ぎた」

　どうしよう……。

　以前から、神父は危険だからとロロが魔人の庭に通うことにいい顔をしていなかった。もともと母のいないロロを孫のように可愛かわいがってくれていたが、父が息を引き取る間ま際ぎわにロロのことを託たくされ、より気にかけてくれている。今となっては薬くす師し見習いであるロロの師として、責任を感じてもいるようだ。

　だが門の鍵かぎのことを言うわけにはいかない。まさかハディールとの関係を告白するわけにも。

「でも……、普ふ通つうの野山でも魔物がまったく出ないわけでは……」

　自分で言っていて説得力に欠けると思った。野山と魔人の庭では魔物との遭遇率が極きよく端たんに違ちがう。

　うまい言い訳が見つからず口ごもるロロを、薬草が採れなくなる引け目を感じていると思ったのだろう。神父は気き遣づかうように肩かたを抱だき、父親のように揺ゆさぶった。

「おまえは今まで充じゆう分ぶんやってくれた。貴重な薬草の扱あつかいは商人や大きな町の薬師に任せて、おまえは野山で採れる薬草で薬を作りなさい。命が第一だ」

　ロロは瞳ひとみを揺らしながら床ゆかを見つめる。

「魔物でも……、やさしい存在もいると思うんです……」

　まったく会話が嚙かみ合っていないが、口をついてしまった。ハディールに会うことを止められたくなくて。

　神父の声が厳しくなる。

「ロロ、聞きなさい。いくら魔物に知能や言語があろうと、奴やつらは人間とは種族が違う。神に背く生きものだ。考え方も行動も相あい容いれるものではない」

（違う……、種族……）

　言葉を嚙みしめ、胸がずきりと痛んだ。

　たしかにいまだに迷宮に近づくことは許されていない。知能の高い魔物はむしろ稀まれで、ほとんどの魔物は以前ロロが襲われた触しよく手しゆ樹のように理性を持たない。

　そのうえ言語を理解したとしても、人は餌えさと思っている魔物もいる。迷宮で待ち構えているのはそういう魔物たちだ。

　でもハディールの腕うでは温かい。ロロを見つめる瞳はやさしい。人間となんら変わらない。

「ロロ」

　神父は諭さとすような声に変わった。

「何度も庭に忍びこむうちに、愛らしい魔ま物ものと知り合いでもしたか。低級な魔物の中には、罪のない小動物めいたものもあろうな。おまえはやさしいから、犬いぬ猫ねこにでも接するつもりで可愛がったかもしれん。だが知能の高い魔物の中には狡こう猾かつなものもいる。神と悪魔が当たり前に敵対するように、人と魔物は敵同士なのだ」

　敵。

　どうして自分がハディールの敵にならねばならない。

　ただ、人に生まれついたというだけで。どうやっても種族を変えることはできないのに。

　唇くちびるを引き結んだままなにも答えないロロに、神父はため息をついた。

「おまえが苦しむと思って言ったことはなかったが……、おまえの母は魔物に殺された。あのにっくき魔人ハディールめに命を奪うばわれて」

　一いつ瞬しゆん、息が止まった。

　神父の言葉に実感が湧わかず、いかめしい表情をする目の前の老人を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　喘あえぐように絞しぼり出した声で、いちばん愛いとしい人の名を呟つぶやく。

「ハディールが……？」

「そうだ。あの凶きよう悪あくな魔人に、おまえの母は殺されたのだ」

　呼吸ができなかった。

　世界が閉とざされたようにすべての音が遠ざかり、もう神父の声も耳に届かなかった。










　ロロは降り始めた雨に濡ぬれながら、真夜中の山道を岩山へひた走る。

（母さんを、ハディールが……）

　自分が赤ん坊ぼうの頃ころに亡なくなった母のことはまったく覚えていない。

　神父の言うことが本当なら、まさにハディールは自分の敵になってしまう。

　泣き出しそうに顔を歪ゆがめ、門へたどり着いた。門番であるオークの前に、ペンダントに取りつけた鍵を翳かざす。皮肉にも母の形見のペンダントだ。

「オマエ……、ニンゲン、カギ、モッテル。オレ、オソワナイ……」

　オークはいつも通り大きな扉を開き、すんなりとロロを通した。ロロは礼すら忘れて庭に飛び込み、城に向かって大声でハディールの名を叫さけんだ。

　門を潜くぐれば雨は降っていない。乾かわいた大地にびしょ濡れの自分が立っているのが不思議だった。

　ほどなく月を遮る漆しつ黒こくの闇やみのような翼つばさをはためかせてハディールが飛んできた。

「ロロ。どうした、こんな時間に」

　ハディールは驚きを隠かくさない表情で、目の前のロロが本物かどうか訝いぶかしむように首を傾けた。

　ロロが薬草摘つみに来るのはいつも日中。日が落ちる前には庭を出て帰路につく。

　夜中にハディールの顔を見るのは、真冬の深夜にハディールがロロの家に忍しのんできてくれたとき以来だ。

　ハディールの顔を見れば愛しさが胸を衝つく。雨に濡れたロロの体が冷えないよう翼を広げて背を覆おおってくれるやさしさに、涙なみだが零こぼれた。

「なにかあったのか」

　心配げにロロの顔を覗のぞき込むハディールを見ていたら、この人がそんなことをするはずがないと信じる気持ちが溢あふれ出た。

　あんな話を真に受けてばかみたいだ。

　母は安らかにベッドの上で息を引き取ったと、父から聞いたことがあったではないか。神父の言葉が衝しよう撃げき的で、それすら思い出せずにいた。神父は神に敬けい虔けんなあまりに、悪いことはすべて魔物の仕し業わざだと思っているに違いない。

　自分を埋うめ尽つくしていた黒い不安がさらさらと流れ出ていくのを感じて、ロロはやっと緊きん張ちようを解いた表情をした。

「なんでも……。ただ、会いたくなって」

　ハディールは気がかりの残る顔をしたが、それ以上なにも尋たずねなかった。ロロが言いたくないことを無理に聞き出すことはしないのが有あり難がたい。

　ハディールは涙で赤くなったロロの目もとを、長く美しい指で拭ぬぐう。温かな指はそのままロロの顔を引き寄せ、慰なぐさめるように唇を食はんだ。

　さきほどの不安の反動から、ロロは常より積極的にハディールの舌を欲しがった。ハディールもそれに応こたえて、息が詰つまるほど激しくロロの舌を喰らい尽くす。

　ひとしきり唇を貪むさぼり合い、熱くなった体をすり寄せた。

「今夜は帰らなくていいのか」

　こくりと頷うなずいた。

　どちらにしろ明日は夜明け前から町へ買いものに出かける予定だった。朝直接町へ向かって夕方家に戻もどれば、誰だれにも気づかれないだろう。

　ハディールの腕に抱かれて城まで飛び渡わたり、濡れた服を脱ぬぎ散らして二人でベッドに沈しずみ込む。

　ハディールの大きな手がロロの体の線をなぞり、腿ももを抱かかえ上げて自分の体を脚あしの間に挟はさませた。すき間まなく密着した体の熱さが愛しい。

　男らしい厚みの唇が首筋に押し当てられる。愛しげに肌はだを啄ついばみながら胸もとに下り、小さな薄うす桃もも色いろの粒つぶを甘嚙みした。

　ぴりっとした快感が腰こしに滑すべり落ちる。

　ロロは体をよじって、ハディールの甘やかな唇を引きはがした。

　今日は感じたくない。神父の言葉に動どう揺ようしてしまったくせに、愛されて気持ちよくなることがハディールに申し訳なく思える。

「乱暴にしてください……」

　傷つけて欲しかった。

　体を引き裂さく痛みで、愛する人を一瞬でも疑った不誠実な自分に罰ばつを与あたえて欲しかった。

　ハディールはロロを懐ふところ深ふかく抱だきこむと、慈いつくしむように髪かみを撫なでた。

「おまえの願いはなんでも叶かなえてやりたいが、乱暴にはしてやれぬ。大事にしたい。やさしく愛することしかしたくない」

　彼らしい言葉が胸を打つ。

　自分勝手な罰の執しつ行こうをハディールにさせようとしたことに、心底自分がいやになった。彼の痛みなどなにひとつ考えていないではないか。

「疲つかれているんだな、ロロ。今夜は寄り添そってただ眠ねむろう」

　ハディールの唇が額に落とされた。

　と、頭の中がくらりとして急激な眠ねむ気けに引きずり込まれる。

　眠りの魔術をかけられたのだと気づいたときには、吞のみ込まれるような真っ黒の闇が迫せまり、ロロはハディールの腕の中で目を閉じていた。










　きらきらと輝かがやくような朝の光の中で、ロロはハディールの腕うでから門前にそっと下ろされた。

　昨夜は夢も見ずに眠った。

　起きてからもハディールはなにも聞かず、寄り添って口づけだけを交かわした。

　温ぬくもりに包まれて目覚めたら、昨夜は平常心を失っていたのだと実感した。怪け我がをした男を見たショックに神父からの言葉が重なって、きちんとハディールのことを考えられないでいた。

　一夜明けてみれば、自分があれほど神父の言葉に動揺したことが滑こつ稽けいで、ハディールの顔を見るのさえ恥はずかしかった。

　本当に、どうしてあんなに不安になってしまったんだろう。こんなにやさしい人が、宝を奪いに忍びこんだ男性ならともかく、非力な人間の女性を手にかけるわけがない。

　ロロは照れて目を伏ふせながら笑った。

「昨夜はすみませんでした。魔物に襲おそわれて怪我をした人がいて、つい取り乱してしまって」

　男性がここの門番のオークに脚を奪われたということは言わなかった。オークは彼の仕事に忠実なだけだ。

　ロロは顔を上げると、明るい笑え顔がおでハディールを見た。

「ひと晩寝ねたらすっきりしました。会えて嬉うれしかったです。また薬草を摘みに来ますから、それまであなたを身近に思い出せるよう、傷をもらえませんか」

「傷？」

「嚙かんで、痕あとをつけて欲しいんです」

　離はなれていても、それを見てハディールの感かん触しよくを思い出せるように、愛あい咬こうの痕が欲しい。そうしたらもう神父がなにを言っても動揺したりしない。口に出してハディールを庇かばうことはできずとも、心の中でしっかりと彼を信じられる。

　ハディールは少しだけ眉まゆを寄せた。

「吸うだけだ。傷はつけたくない。同じ部分を何度か吸えば、そう簡単には消えぬ」

「じゃあ……、たくさんつけてください」

　服を脱いだときに、すべてなぞるから。

　ハディールはロロの首もとに口を寄せると、襟えりの間から鎖さ骨こつに軽く歯を立てた。

「見えないところに……」

「わかっている」

　男らしく美しい形の指がロロのシャツのボタンを外し、裸はだかの胸を露あらわにした。暑くなってきたので、肌はだ着ぎは身に着けていない。

　ハディールは母の形見のペンダントに視線を落とすと、長いまつ毛を半分伏せて口づけた。

　もちろんハディールがそれが形見だと知っているわけはないが、はからずも母を敬愛しているように見えて、温かな気持ちが胸に湧わいた。

「ん……」

　れる、とハディールの濡れた舌がロロの乳ち首くびのすぐ下を舐なめる。

　何度か往復したあと、ぢゅ、と音を立てて吸われて背中がぞくぞくとした。

　続けて同じ場所を数度吸われる。そのたび細い背をびくびくと震ふるわせた。かすかな甘あま痒がゆさが肌に残り、唇くちびるが離れると自然と視線がそこに行く。

　うすい胸を喘あえがせて見下ろすと、小さな尖とがりの淡あわい色合いとは対照的な、深しん紅くの薔ば薇らの花びらのような鬱うつ血けつの痕が残っていた。

「あ……」

　鮮あざやかなハディールの印を見れば、下か肢しにじんと熱い痺しびれが落ちる。

　ハディールはすぐ隣となりにもう一つ痕をつけた。舐めては吸い、を繰くり返す。

　脇わき腹ばらを吸われたときはくすぐったさと慣れない感覚に身じろぎし、思わずハディールの頭を抱だきかかえた。

　唇はどんどん体をなぞって下半身に下りていく。

　下した穿ばきの前を寛くつろげられ、すでに頭を持ち上げる性器まで露わにされたときも抵てい抗こうはしなかった。

「腰を前に突つき出せ」

　ハディールがロロの胴どうのいちばん細い部分に腕を回し、下腹が突き出るように自分の方へ引き寄せる。

　下腹のやわらかな皮ひ膚ふを吸われると、陰いん茎けいが反応してぴくんぴくんと跳はね上がる。体にまき散らされたように増えていく花びらを、とても愛いとおしい気持ちで眺ながめた。

「座れ」

　岩の上に腰かけさせられ、腿の裏をぐいと持ち上げられる。

「ひゃ……っ」

　膝ひざまで下ろした下穿きに脚を取られ、完全に開くことはできない。

　半分ほど開いた腿の裏側に、ハディールの唇が吸いついた。

「あ……、ん……」

　尻しりのすぐ下、自分でも見えないような場所に甘い痛みが走る。

　中ちゆう途と半はん端ぱに開かされた太ふと腿ももの間、下腹にいくつも残る赤い鬱血と勃ぼつ起きの向こうに、ハディールの端たん整せいな顔が見える。

　いちばん感じる陰部には口をつけず、ひたすらその周囲に花びらを散らす。

　細く糸を引いた自分の先走りの蜜みつが下腹に滴したたるのを見て、口こう淫いんよりもいやらしいことをしている……、と頭がくらくらした。

　吸われるたび、不思議な快感が陰茎に直結してしとどに濡ぬれていく。

「ん……、あ……、あ……」

　人差し指の関節を嚙んで、漏もれる声を抑おさえた。

　反り返った茎くきが切ない痛みを訴うつたえている。触さわって欲しい、解放して欲しいと。

「ハディール……」

　涙なみだの浮ういた瞳ひとみで懇こん願がんすると、ハディールも欲情に濡れた金色の瞳をロロに向けた。額の石が欲情に引きずられて濡れたような色を放っているのが艶なまめかしい。

　ハディールは体を起こすと、ロロの唇を人差し指でつついた。

「私を思い出しやすくしてやろう」

　人差し指が唇を割って入ってくる。

　指の腹で舌の表面を撫でられると、びくりと腰こしが躍おどった。

「ふ……」

　舌同士を絡からめ合うのとはまったく違ちがう感触に、下腹が濡れていく気がした。

「は、あ……」

　ゆっくり出し入れされると、勝手に唇を窄すぼめて指の形に合わせてしまう。

　舌の表面を撫でながら前後する指がひどく官能的で、うっとりと目を細めた。口淫の真ま似ねをさせられているのだ。

　ハディールがロロの右手を取り、さきほどから触ってほしくてたまらない屹きつ立りつに導いた。

　自身の熱を握にぎらされたときに、なにをしろと言われているのかわかった。

「ん、ふ……、や……」

　指を咥くわえたまま、いやいやと首を横に振ふる。

　恋こい人びとの目の前で自分でするなんていやだ。

「私に会えない間、自分で慰なぐさめるのだろう？　私の指を含ふくんだ感触を覚えて、口づけの痕を見ながらしてごらん。はっきりと私のことを思い出せるから」

　視線が肌はだに散らされた鬱血に引き寄せられた。

　ひとつひとつにハディールの唇の感触がよみがえってくる。

　花びらが一いつ斉せいに炎ほのおに変わったように、ボッと熱を持った。

「んんっ……！」

　手の中の肉棒が、きゅうっと張りを強くした。

　重ねた手をゆるゆると動かされると、言葉にできない疼うずきが腰の奥から湧き上がってくる。

　自分とは違う握り加減、扱しごく速さと力を入れる場所も違う。

　ハディールの手だ。ハディールの愛し方だ。

「覚えろ、ロロ。これが私の手だ。自分の指をしゃぶって、私のつけた痕を見ながら私を思い出せ」

「ん……、う……、ん、ん……」

　ハディールが手を離しても、夢中で自分の雄おすをすり立てた。

　胸にも下腹にも散らされたハディールの愛の印。

　ぜんぶキスでつけられた。

　これを見ればいつでもハディールの感触を思い出せる。

　ロロの大きく上下する汗あせばんだ薄うすい胸の上をペンダントが滑すべる。

（大だい丈じよう夫ぶ……、大丈夫……。こんなにやさしい人が母を手にかけたなどあり得ない）

　ハディールへの信しん頼らいが膨ふくらんで、目を閉じた。

「……っ、んんんん───……っ、っ！」

　思わずハディールの指を舌で押し出して高みを極きわめた。

　指と唇の間に引いた細い銀色の糸が、顎あごから胸まで滴る。

　荒あらい息をつきながら、赤い痕の上に点々と散った白蜜をぼんやりと眺めた。欲望を出しきって力を失い始めた若茎を握る手が小刻みに震えている。

　ハディールは汗の滲にじむロロのこめかみにキスを落とすと、手早く汚よごれを拭ぬぐって服の乱れを整える。

　ぎゅっと抱きしめられ、しばらく互たがいの体温を確かめ合った。

　二人の体の間にペンダントの存在を感じ、安心がふんわりとロロを満たした。

（違うよね、母さん……）

　ロロは顔を上げると、ほほ笑えんだ。

「昨夜からぼくのわがままにつき合ってくれてありがとうございました。たくさん痕をつけてくれて嬉うれしいです。これでまた会えるまで寂さびしくありません」

　門の外まで見送りに出てきたハディールと、最さい期ごにもう一度抱き合ってキスを交かわす。

　見送る側の方が辛つらいのはロロも知っている。真冬の早朝、闇やみの中を飛び去るハディールがすぐに見えなくなっても、いつまでも眺めつづけた。

　背中にハディールの視線を感じながら、予定通り町へ向かうために山道を下って行った。










　夏の日は長い。

　それでも町まで往復すれば、村に帰り着く頃ころには夕闇がうっすらと空を覆おおう時間になる。

　ロロは家の扉とびらを開けてぎくりとした。

　神父が険しい面おも持もちで室内に立っていたのである。

「し、神父さま……？」

　約束もなく神父がロロを訪ねてくることは珍めずらしくない。

　けれどこんなに厳しい表情をしているなんて。

「どうしたんですか、なにかありましたか」

　まさかあの脚あしを奪うばわれた男性の容体が急変したのだろうか。

「ロロ、こちらに来なさい」

　神父の冷たい声に心臓がきりきりと痛んだ。いったいなにが。

　顎を引きながら神父に近づくと、老ろう齢れいとは思えぬ力強さで腕うでを引かれた。

「神父さまっ？」

　神父は有う無むを言わさず、ロロのシャツに手をかける。

「……っ!?」

　あまりに突とつ然ぜんのことで、とっさに抵てい抗こうもできなかった。

　大きく広げられたシャツの下から、ハディールにつけられたいくつもの鬱うつ血けつが晒さらされた。

　慌あわててシャツをかき合わせるも、もう遅おそい。

「なんだ、その痕あとはっ！」

　雷かみなりのような声だった。ロロが今まで聞いたこともない、神父の怒ど鳴なり声。

　そして耳を疑う言葉が放たれる。

「魔ま人じんに体を与あたえたのか！　薬草を得るために！」

　音を立てて全身の血が足もとまで引き、心臓が氷の手でつかまれたようにぎゅっと縮まった。

　神父はロロの両りよう肩かたをつかんで激しく揺ゆさぶる。

「薬草のためにそんなことまでしろと言った覚えはない！　いつからだっ!?　いつからハディールめと通じておった！」

　すぐに勘かん違ちがいされているとわかった。神父はロロが魔人の庭で薬草を摘つませてもらう代だい償しようとして、ハディールに体を差し出していると思っているのだ。

　神父の目が怒いかりで充じゆう血けつしている。

　呼吸ができなくて苦しい。

　どうして……。どうしてハディールとのことが知れてしまったのだ。

　そうではないと言いたいけれど、鍵かぎのことを持ちだせない以上、うまい言い訳などひとつも思いつかない。

　神父は蒼そう白はくな顔に脂あぶら汗あせを滲ませて呼吸を荒らげている。肩で息いきをし、口こう端たんから泡あわを飛ばすほど興奮していた。

「おま、おまえは……、どう……、うっ…、ぐ……！」

　神父の目玉が零こぼれ落ちんばかりに見開かれる。ぐらり、と体が前ぜん傾けいしたかと思うと、胸を押さえながら床ゆかに膝ひざをついた。

「神父さまっ！」

　心臓の上を搔かき毟むしるように苦しんでいる。興奮のあまり、神父の心臓に負担がかかったのだ。

　慌てて棚たなから心臓の薬を取り、神父の側そばに跪ひざまずいた。

「これを……」

　薬くすり瓶びんの蓋ふたを開け、神父の口もとに宛あてがう。魔人の庭で採れた効き目の強い薬である。

　神父は苦しげに横目で薬瓶を睨にらみ、ロロの手から叩たたき落とした。

「いらん……！　そんな……、おまえが体を汚して手に入れた薬など、飲めるものか……！　そんなもののために、おまえが人間としての尊厳を捨て、屈くつ辱じよく的な扱あつかいを受けるなら……、いらん！」

「ご、誤解です……！　ハディールとのことは、薬草とは関係ありません。だから……！」

　門の鍵をもらったのは、彼とそんな関係になるずっと前である。

「なら……、どうやって、魔人の庭へ入る……。門番、は……、魔人の言うことしか、聞かん……」

　神父の顔はもはや土気色だ。

　ひゅうひゅうと息を漏もらし、口端から涎よだれを垂らしている。

　ロロは床の上に落ちた薬瓶を拾い上げた。半分近く床の上に零れてしまっている。泣きそうになりながら、服の上から鍵を握にぎりしめた。

　────他ほかの人間にはその鍵の存在を絶対に知らせるな。絶対にだ。破れば災いが起こるぞ。

「言えません……」

　決して鍵のことは口外してはならぬと、ときおりハディールに念押しされる。

　神父は苦痛に濁にごる目でロロを睨みつけた。

「それ、言えぬことをしているのだろうよ……」

「違います！」

　ああ……、ああ、どうしよう……。

　神父は納なつ得とくしてくれない。このままでは────。

（ハディール……）

「ぐぅ……ッ！」

　神父の顔が大きく歪ゆがみ、床の上にもんどり倒たおれ込んだ。

「神父さまっ！　神父さま、お願いです。薬を……！」

　それでも神父は薬を受け取らない。ロロが体を売って手に入れたと信じている薬は、どうしても飲んでもらえないのだ。

　ロロは観念して短く目を瞑つぶってから、重い唇くちびるを開いた。

「鍵が……、あるんです……」　>>>♥

　首もとからペンダントを引っ張り出し、鈍にび色いろの鍵をつけたまま神父の眼前の床に置く。

「魔人の庭へ出入りできる鍵です。これがあれば門番のオークは手を出しません。ハディールに頼たのまなくても、これで庭へ入れるのです。この鍵はハディールと情を交わす前から薬草摘つみの許可とともにいただいていました。彼とぼくとの間あいだ柄がらとは、誓ちかってなんの関係もありません」

　神父は疑うたぐり深くロロを睨ねめつける。

「誓います！　亡き父の誇ほこりにかけて、体を売って薬草を手に入れているのではないと誓います！」

　必死に言い募つのるロロの手から、神父はやっと薬瓶を受け取った。

　魔人の庭で採れる薬草の効果はすばらしい。根本的な治ち療りようにはならずとも、発ほつ作さを簡単に鎮しずめてくれる。

　神父は震ふるえる唇に薬を流し込み、やがて長く息をついて体を起こした。

「いいだろう……、ロロ、おまえを信じよう。だがある意味なお悪い。ではおまえは、自分の意思であの魔物めと情を交わしておるというのだな」

　ひく、とのどが詰つまった。

「ぼくは……、ハディールを……、あ、愛して……」

「ならん！」

　言い終わる前に、激しい勢いで遮さえぎられた。

「聞いていなかったのか！　おまえの母を殺したのはハディールだと言ったろう！　それを……、よりによって母の仇かたきを、おまえは……！」

　神父の言葉が、ロロの心の奥まで深々と突つき刺ささる。

　胸が痛くて、痛くて、破れてしまいそうだった。

　彼の何がわかる。

「知っているのか、ハディールは？　おまえが自分が手にかけた女の息子むすこだということを。だとしても不思議はない。魔物とはそういう生きものだ」

　神父はハディールが母を殺したと固く信じている。

　たとえ他の魔物がそうだとしても、ハディールは違う。

「おまえは今、恋こいに目が眩くらんでいるだけだ」

　神父はそっとロロを抱だき寄せると、子どもにするように背中をぽんぽんと叩いた。

「なあ、ロロ……。おまえはまだ子どもだ。魔物の手管で肉欲を覚えさせられて、愛と錯さつ覚かくしているに過ぎん。もう会ってはならん。教会に住み込みなさい。あそこなら魔物は入って来られない。おまえがハディールを忘れられるまで、わしと神が守ってやろう」

　神父の肩口に額を当てたまま、ロロは痛む胸を押さえ続けた。

　彼には到とう底てい理解できないのだ。人間が魔物と愛し合っているなどということは。

　ロロはなにも答えず、ただ虚むなしさを抱かかえて愛いとしい恋人の顔を思い浮うかべた。
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　ロロが神父を安心させるために教会へ移ってから、もう二か月近くになる。

　神父はロロが魔ま人じんのもとへ行かぬかと、目を光らせている。心臓の具合もよくないので、今は心配をかけられない。

　時間はかかるだろうが、神父が落ち着いた頃ころ合あいを見計らって少しずつ説得していこう。

　ロロは乾かん燥そうした草を粉にするために薬や研げんですり潰つぶしながら、ハディールを想おもってため息をついた。ロロが姿を見せないから心配しているかも知れない。連れん絡らくを取る方法すらないのが心底もどかしい。

「ハディール……」

　会いたい。

　あのロロを熱く見つめる金色の瞳ひとみが、弦げん楽がつ器きの響ひびきのような心ここ地ちよい囁ささやきが、皮ひ膚ふの下で男らしく上下する筋肉が恋しい。ハディールの心の動きに合わせて繊せん細さいに色を変える額の石を見たい。

　ハディールにつけてもらった痕あとも、さすがに消えてしまった。

　でもまだロロのまぶたの裏にくっきりと焼きついている。彼がロロの肌はだの上に残した、恋れん着ちやくの印を。色が消えたくらいでは自分の中から消えてなくなりはしない。

　下半身がむずむずと疼うずいてきたのを感じ、ロロは急いで自室として与あたえられている部屋へ戻もどった。さすがに教会内で自分を慰なぐさめることはできない。

　若い体は、数日も精を排はい出しゆつしなければ情欲を持て余してしまう。

　ベッドに腰こしをかけ、下した穿ばきの中にそっと手を挿さし入れる。

「……っ、は……」

　握っただけで熱い息が漏れた。

　目を閉じれば、ハディールの声がくっきりと耳の中によみがえる。

　────覚えろ、ロロ。これが私の手だ。自分の指をしゃぶって、私のつけた痕を見ながら私を思い出せ。

（自分の指をしゃぶって……）

　頭の中の声に命令され、左手の人差し指を口に含ふくむ。

　ハディールにされたように舌を撫なでると、ぞくぞくする官能が腰から這はい上がった。

　まぶたの裏に、薔ば薇らの花びらを散らしたような痕を思い浮かべる。

　日に当たらないことで白さと滑なめらかさを保った胸から下腹まで、吸われるたびに体を跳はねさせたあの感覚を。

　あれから幾いく度どとなく繰くり返した密ひそやかな一人淫いん戯ぎ。

「んっ……、あ……、あ、あ、ん……、ハディール……」

　もう二か月もハディールを受け入れていない後腔がむずむずと蠢うごめく。

　ハディールの情熱を恋しがった粘ねん膜まくが、まるで触しよく手しゆ樹の樹液を塗ぬり込まれたように彼を欲ほつして切なく収縮する。

　熱く猛たけった雄おすで貫つらぬいてもらいたい。熱を埋うめ込まれたまま、愛していると何度も囁いてもらいたい。

　会いたい……。会いたい、会いたい────……！

「ハディール、愛してる……！」

　手の中の熱ねつ塊かいがびくびくっと痙けい攣れんする。

　胸を喘あえがせながら、手のひらで受け止めた白い粘ねん液えきを眺ながめた。

　急速に、熱くなった心と体が冷えていく。

　彼への想いがこんな残ざん滓しに変わってしまうのが虚しくて悲しくて、汚よごれた手を乱雑に拭ぬぐって枕まくらに顔を埋めた。

　シャツの中から、ペンダントにつけた鍵かぎを取り出して指先でなぞる。

　神父はロロが鍵を身に着けることを厳しく咎とがめたが、どうしても手放したくなかった。机の引き出しに入れておいて万一なくなったらと思うと、彼とのつながりが断たたれてしまうようで怖こわい。

　鍵を引き寄せ、そっと唇を落とした。

　ペンダントも鍵も、どちらも手放せないロロの宝物だ。

「もう終わりかよ。もっと大だい胆たんに乱れてくれていいんだぜ、ロロ」

　突とつ然ぜん野や卑ひな声をかけられ、ぎょっとして跳ね起きた。

　戸口がゆっくりと開いて、ランドルフが姿を現す。

「ランドルフさん……、どうして……」

　今、神父はロロを軟なん禁きん状態にしておくために教会にも居室部分にも鍵をかけている。勝手に入って来られるはずはないのに。

　ランドルフはにやにやしながら部屋に入ってきた。

　ロロは無意識にベッドの上を尻しりでにじって壁かべ際ぎわに下がる。

「なあ、魔人を虜とりこにした体、俺にも味わわせろよ」

　息が止まるかと思った。

「なんで……」

　ランドルフが知っているのか。

　ロロとハディールのことを、神父が口外するとは思えない。そんなつもりは毛頭ないが、もしハディールと切れたとしても、魔人と肉体関係を持っていたと村人に知られたらロロの未来は消え失うせるからだ。

「どうして知ってんだって顔してんな。俺が見たんだよ。魔人の庭に忍しのびこもうと隠かくれてたときに、おまえと魔人が抱き合ってキスしてんのを。普ふ通つうに門から出てきたから驚おどろいたぜ」

　愕がく然ぜんとした。

　おそらく最後にハディールに会ったときだ。

「神父さまに報告したのは俺だ。おまえが体を餌えさにして魔人から薬草をもらってるってな。可か哀わい想そうに、神父さま卒そつ倒とうしそうだったぜ」

　ではこの男が！

　どうして神父がロロとハディールのことを知ったのかと不思議だった。神父は絶対に魔人の庭になど近づかないのに。

　ランドルフが硬かたい革かわ靴ぐつの音を立てながらロロに近づく。

「神父さまから聞いたぜ、門の鍵を持ってんだってな。どうりで簡単に薬草を採って来られるはずだ。寄こせ。そいつがあれば魔人の庭に入り放題だ。薬草なんてケチなこと言わねえで、城にある宝を奪うばって大おお儲もうけできる。おまえにもいい思いをさせてやるよ」

「……いやです」

　ランドルフは片かた眉まゆを上げて、唇くちびるをつり上げた。

「もう外に俺の親父おやじが兵を引き連れて待ってるんだよ。王に協力を要よう請せいして貸し出してもらった大たい砲ほう隊と騎き兵へい隊だ。岩山越ごえじゃあ勝ち目はねえが、門から入れるなら不意を突つけばあっちが戦せん闘とう態勢に入る前にやっつけちまえる」

　怖おそろしい発言に、背中が冷たくなった。ランドルフの父は都の大商人だ。金の匂においを嗅かぎつけたら迷いなく奪いに来る。王とも懇こん意いにしているというから、話を持ちかけたのだろう。鍵の存在を知ってからすぐに奪わず二か月も待ったのは、きっと兵を準備していたからに違ちがいない。

　門番であるオークは無理に門を開けようとする相手が少数ならそのまま門を守って戦う。

　相手が多数であれば、大声で吠ほえて仲間を呼び、主あるじであるハディールにも危険を知らせる。

　でも鍵があれば？

　オークは知能が低い。仲間を呼ぶこともハディールに危険を知らせることもなく、兵たちを門から中へ入れてしまうに違いない。鍵を持つ者は〝ハディールが許可した者〟だから。

　いくら迷めい宮きゆうが随ずい時じその形を変えるとはいえ、城までの道を大砲で破は壊かいされたら意味がない。彼らは一直線に城を目指して塀へいを壊こわして行くだろう。

　それができる。この……、鍵さえあれば。

　急きゆう襲しゆうされたら、ハディールに敵を迎むかえ討うつ準備ができるかどうか。

　ようやっと事の重大さに気づいて血の気が引く。鍵の存在は、絶対に絶対に知られてはいけなかったのだ。

　それを自分は神父に話してしまった────！

　ランドルフは楽しげに口もとを歪ゆがめながらロロに近づいてくる。

「ほら寄こせ。このことは神父さまも了りよう解かい済みなんだ。なあ、神父さま？」

　ちらとランドルフが戸口に視線を送るのにつられてロロもそちらを見た。

　戸口の陰かげに、蒼そう白はくな顔をした神父が立っていた。

「神父さま……」

　なぜ。

　神父は苦しげに声を絞しぼり出す。

「ロロ……、魔ま物ものは滅ほろぼさねばならない。魔物と通じるくらいなら、そんな男でも人間の方がまだいい。おまえを魔物の呪じゆ縛ばくから解放する。人間に戻もどれ、ロロ」

　信じがたい思いで神父の言葉を聞いた。神父は、ランドルフを手引きしたのだ。

「来い」

　ランドルフに強ごう引いんにベッドから引きずり下ろされ、手首を引かれて表に連れ出される。

　外に出て驚きよう愕がくした。

　予想よりはるかに巨きよ大だいな軍隊が集つどっていた。

「その少年ですか」

　ランドルフに面おも差ざしの似た中年の男が、ロロを見てにやりと笑う。鎧よろいを身に着けてはいるがあまり馴な染じんでいない様子の優やさ男おとこは、ランドルフの父に違いない。言こと葉ば遣づかいだけは慇いん懃ぎんそうなものの、隠しきれない卑ひ俗ぞくさが滲にじみ出ている。

　ランドルフはロロの首からペンダントを引き千切ると、男に向かって投げ渡わたした。

「そら親父、鍵だ。魔人の宝をたんまり奪ってきてくれよ。俺はこっちで楽しんでるからさ」

「返してください！」

　取り返そうとするが、簡単にランドルフに後ろ手にひねられて動きを奪われてしまう。

　ロロの小こ柄がらな体では、屈くつ強きような成人男性に到とう底てい力が及およばないのが悔くやしい。

　神父が険しい声を出した。

「ランドルフ、手て荒あらく扱あつかうことはしない約束だ」

「わかってますって神父さま。やさしーくしますよ、時間をかけてね」

　言外に含ふくまれるいやらしさに肌はだが粟あわ立だつ。

　ランドルフの父は意味ありげにロロの顎あご下したを指でくすぐった。

「きれいな顔をしてはいますが、私は男には興味がありませんのでね。せいぜい息子むすこに可愛かわいがってもらいなさい」

　ランドルフの父は口調に似合わぬ品のない笑いを残すと、さっさと隊列の先頭に向かって歩いていく。

「待って！　鍵を返して！」

　ハディールが……！

「暴れんな」

　ロロの耳もとに口を寄せたランドルフが、神父に聞こえないよう小さな声で囁ささやく。

「神父になにかあったらいやだろう？　おまえが魔物と恋こい仲なかだってこと、聖職者の立場で黙だまってたって村人に知られたらどうなると思う」

　唇が震ふるえた。

　そんなことを村人が知ったら、自分より神父の方が苦しい立場に立たされる。

「心配すんな。おまえさえおとなしく言うこと聞いてりゃあ、誰だれにも言わねえよ」

　なめくじのような舌で耳みみ朶たぶをなぞられても動けなかった。

　自分だけならなんとか逃にげ出し、ハディールのもとへ行こうと必死に抵てい抗こうする。だが神父の命を盾たてに取られれば、もはやランドルフの言いなりになるしかないのだ。

「ロロ……」

　神父が苦しげにロロを見た。ロロも神父を見返す。

　赤子の頃ころから祖父のように可愛がってくれた人だ。彼なりにロロにとって最善と信じる道を、苦く渋じゆうの決けつ断だんで選んだに違いない。

　ロロはそっと神父から視線を外し、絶望的な気分でランドルフに背を押されるまま教会の居室へ戻っていった。










「あ……、ぅ……、うっ……」

　ランドルフの口に陰いん部ぶを吞のみ込まれ、ロロは気味悪さに腰こしをよじる。

　部屋に戻るなり体を清めて来いと命令され、極力時間をかけてのろのろと体を洗った。皮肉にもすみずみまで磨みがき上げることになってしまったけれど、できるだけあと延ばしにしたくて。

　これから自分がされるだろうことなどより、ハディールが心配で仕方なかった。

　彼の力がどれほどのものかわからないが、あれだけの兵を相手にして無事でいられるとは思えない。

　心が散り散りに砕くだけそうで、逆に涙なみだも出なかった。

　今すぐにでもハディールのもとへ飛んで行きたいのに、神父を人ひと質じちに取られていて叶かなわない。

　自分がハディールとの約束を破ったから、こんなことに。

　後こう悔かいしてもしきれなかった。

　どうしよう。ハディールになにかあったらどうしよう。彼を助けられるなら、自分などどんな目に遭あっても構わない。

　せめて無事に逃げおおせて────。

「くそ……っ。なんだよ、つまんねえ体だな。不ふ感かん症しようか？　え？　それとも魔人の庭で採れる強力な催さい淫いん薬でも使わないと勃たちもしねえのかよ」

　ランドルフは舌打ちして体を起こした。

　ハディール以外の男の手に強きよう烈れつな嫌けん悪おを覚えて、ロロは吐はき気をこらえるだけで精いっぱいだ。

　ランドルフはいらいらしながら前まえ髪がみをかき混ぜたが、ロロをじっと見て、やがてにやりと唇くちびるを歪めた。

「男を知ってる体だと思うから、反応しねえのがつまんねえんだよな。初めてと思えば緊きん張ちようで硬かたくなってても可愛いもんだ。なあ、おい、恋人ごっこしようぜ。恋人らしく、俺を愛してるって言いながら縋すがってこいよ」

「な……」

　あまりに俗ぞく悪あくな提案に全身に鳥とり肌はだが立った。

　こんな男を愛している演技をしながら抱だかれろと？

「できません……」

　青あお褪ざめながら断った。

　鍵かぎの存在を他者に教え、恋人以外の男に体を好きにさせようとし、これ以上ハディールを裏切る行こう為いを重ねるなんて。

　ランドルフは肩かたを竦すくめながら鼻で笑った。

「まだ自分に拒きよ否ひ権があるとでも思ってんのか。おまえは俺のおもちゃだ。神父を助けたかったらなんでも命令通りに動くしかねえんだよ」

　絶望が足もとから這はい上がって来る。

　神父が聞いていないと思えば敬けい称しようすらつけないこの男は、人の心を踏ふみにじって傷つけることを楽しんでいる。

「ほら、言えよ。〝愛してる、ランディ。抱いて〟だ」

　奥歯が砕けるかと思うほど力を入れて嚙かみしめた。

　もうハディールに心の中で謝ることすらおこがましいと、彼の存在を頭から締しめ出す。

「ランドルフ……、ランディ……、あ……、あ、い…………」

　呼吸が止まってしまいそうで、どうしても愛しているとは言えなかった。

　ランドルフは鼻で笑うとロロの細い腰を抱だき寄せ、ふてぶてしい厚い舌をロロの小さな口こう腔こうにねじ込んできた。

「う……」

　気持ち悪い。

　密着した裸はだかの肌がいやで逃げたいのに、ランドルフはロロの腕うでを取って自分の体を抱くように回させる。

　それでも首を横に振ふりながら、押し倒たおされるままベッドに仰あお向むけに転がった。

「魔ま物ものを忘れられるように、人間の俺さまが肉欲の上書きをしてやらなきゃな」

　鼻息を荒あらくしたランドルフが、遠えん慮りよなくロロの肌に歯形をつけた。

「いたいっ……！」

　吸いながら嚙みつかれ、首にも胸にも嚙み痕あとが残る。

「やっと俺のものになれるんだ。嬉うれしいだろう、ロロ？」

　そんなことあるはずがない。

　返事をしないでいると、叱しかるように乳ち首くびをひねられた。

「嬉しいだろう？」

　脅きよう迫はく的な響ひびきの声で再度尋たずねられる。神父がどうなってもいいのかと、言外に匂におわせて。

「……うれしい、です……」

「もっとして欲しいか？」

「……もっと……、してください……」

　心が悲鳴を上げている。

　消え入りそうな声で望まれた言葉を言うと、ランドルフの股こ間かんのものがビンと角度を上げた。それを見た瞬しゆん間かん、ロロの中でなにかが壊こわれた。

「そうかそうか、もっとしたいか。おまえは可愛いなぁ、ロロ」

　命を絶とう、と思った。

　もしもハディールが討うち滅ほろぼされていたら、自分も命を絶とう。自分さえいなくなれば、神父が糾きゆう弾だんされたとしてもなんの証しよう拠こもない。安心してハディールの後を追える。

　もし……、もしもハディールが生きていたら、最後に謝って、自分の命でもって裏切りを償つぐなう。彼の目の前で、心臓に剣けんを突つき立てよう。

　ランドルフが濡ぬらした指をロロの穿せん孔こうに潜もぐらせた。気き遣づかいのない、孔あなを広げるためだけの乱雑な指の動きだ。ハディールとは全然違ちがう。

「すげえ……。狭せまくて熱くて、めちゃくちゃ絡からみついてくるぜ」

　早く終わらせてほしい。

　ハディールのところに行きたい。ハディール。ハディール────！

　決けつ壊かいしたように涙を流し始めたロロを見て、ランドルフがごくりと唾つばを飲んで自分の上唇を舌先で湿しめした。

「なんだよ、よくなってきちまったか？　そんな泣かれるとほんと初めてみたいで可愛かわいいぜ」

　男のくだらぬ勘かん違ちがいを訂てい正せいする気もない。

　今ロロが暴れて逃げ出せば、きっと神父が報復を受けるだろう。満足すれば、このあとロロがハディールの後を追っても素知らぬ顔をするに違いない。

　ただただ早く終わらせてほしくて、ランドルフの顔を見ないように男の首を抱き寄せた。

「抱いて……！」

　むせび泣きながら叫さけんだ瞬間、怖おそろしい轟ごう音おんとともに部屋の天てん井じようが崩くずれ落ちた。

「ひっ……！」

　部屋もろともベッドが大きく揺ゆれ、ロロとランドルフはもつれ合ったまま床ゆかに投げ出された。転がった勢いで壁かべにぶつかり、背中を打ったロロは激しく咳せき込む。

　もうもうと砂すな煙けむりが上がっている。

　痛みと砂煙でけぶる視界に、なにか大きなものが目の前にドサッと重い音を立てて落とされた。

「うう……」

　落とされたものがもぞもぞと動きながらうめき声を上げる。

　目をこすって見つめると────。

　ロロの隣となりでランドルフが声を上げた。

「親父おやじ……！」

　よくよく見れば、それは兵を率いて村を出て行ったランドルフの父だった。鎧よろいは引きはがされ、乱れた髪が額に張りついている。

　そしてランドルフの父の後ろで傲ごう然ぜんと立つ黒衣の姿は。

「ハディール……！」

　恋こい人びとの名を叫んだあと、ひくりとのどを鳴らして声を吞み込んだ。　>>>♥

　ハディールの瞳ひとみは怒いかりに燃え、ロロが見たこともない怖ろしい形相でこちらを睨にらみつけている。額の魔力の石は、血のような赤色に変わっていた。

　威い圧あつ感かんに身が竦む。

　その片手には、門の鍵がついたロロのペンダントが握にぎられていた。

「ハ……、ディ…………」

「抱いてだと……？」

　その炎ほのおのような怒りとは裏腹に、氷のような声がハディールの唇から発された。

「おまえが本当に愛しているのはその男か、ロロ。抱いて欲しいと泣きながら縋るほど愛しているのは」

　聞かれていた──！

　おそらくもう教会の真上に飛来していた魔人の鋭するどい耳には、ロロの声が拾われていたのだろう。でも……、でもあれは……。

「ちが……」

　否定しかけた声を遮さえぎって、斜ななめに傾かしいだ扉とびらから神父が駆かけ込んできた。

「去いね、魔物！　神の領域をおまえの存在で穢けがすでない！」

　ハディールに向かって十じゆう字じ架かを翳かざし、ロロたちを背に守るように立ちはだかった。

　ぶわりとハディールが黒こく翼よくを広げ、神父を威い嚇かくする。

「神の使徒として、ロロにはもう指一本触ふれさせん。おまえの地へ戻もどり、二度と人間に関かかわるな。ロロはここで、人間として暮らしていく。その鍵かぎは決けつ裂れつの証あかしとして返してやったものよ。ロロにはわしたちがついている」

　ハディールは怒りに顔を歪ゆがめてロロとランドルフを睨ねめつけた。

「姿を見せなくなったと思えば、その男が好きになったから、私が疎うとましくなったか。心変わりしたとたん、兵を差し向けて私を滅ぼし、宝を奪うばおうと。あれだけの大軍を用意するのは、さぞ大変だったろう。それだけの価値が、私の庭にあると踏んだのだな」

「そ、そんな……、そんなこと……」

　ロロはハディールを見つめながらふるふると頭を振って否定する。ハディールの瞳がぎらりと光った。

「ではさっきの言葉はなんだ！　なぜおまえ以外の人間が鍵を持っている！　どうやって門の鍵のことを知った。決して他言無用と念押ししたものを！」

　ハディールは足もとで芋いも虫むしのように体を這わせるランドルフの父を指差した。

　神父が鋭く声を上げた。

「ロロはわしに門の鍵のことを打ち明けたのだ。そして魔物との縁えんを断ち切るためにわしが教会に匿かくまった。わかっただろう、魔物め。去れ、これ以上ロロにつきまとうな！」

「そうなのか、ロロ。おまえが自分で鍵のことを……。言ったのか言わないのか、どうなんだ」

　言ったか言わないかと問われれば、形だけ見たら神父の言うことはなにひとつ噓うそではない。自分は門の鍵のことを神父に話し、心臓の悪い神父を慮おもんぱかっておとなしく教会に匿われた。

　ロロは握った拳こぶしを胸に当て、震ふるえる声で肯こう定ていした。

「言い……ました……」

　ハディールが剣で貫つらぬかれたようにびくりと体を揺らした。

　額の魔力の石が炎の色に輝かがやき、金色の瞳が眇すがめられた。

「私に愛を囁ささやきながら、裏でその男と抱だき合って私を嘲あざ笑わらっていたか。邪じや気きのない顔をして、よもや魔物を手玉に取る淫いん売ばいとはな。すっかり騙だまされたものだ」

　違う……。違うのに。

　鍵のことを口にした以上、なんの言い訳もできない。なにを言ってもきっと軽々しく聞こえて上うわ滑すべりしてしまう。

「なぜ……、おまえが……」

　怒りに満ちていたハディールの瞳が、一瞬だけ悲しみに揺れた。

　神父は毅き然ぜんと顎あごを上げ、一歩ハディールに近づいた。

「傷ついたふりをするな、卑いやしい魔物め。そんなことでロロの同情が引けると思ったか。無む駄だだ、ロロの母を手にかけたくせに」

　ハディールは神父を睨みつけながら、低い声を出す。

「だとしたら、なんだ」

　ハディールの言葉が心臓を撃うち抜ぬき、ロロは大きく目を見開いた。

　信じられない。

　否定して欲しかった。そんな人間は知らないと、ハディールの口から聞きたかった。

「うそ……、でしょう……？」

　そんな人ではないと、信じていたのに。

　胸に空いた巨きよ大だいな黒い穴に吸い込まれてしまう気がした。

「どうして……？　どんなふうに……」

　母を殺あやめたのか。

「おまえが知る必要はない」

　すげなく切り捨てる答えに、それが事実であったのだと知った。

「母さんを……、殺した手でぼくを……」

　抱だいたのか。自分が殺めた女の息子むすこと知っていて、愛を囁いていたのか。

「ひどい……！」

　ぼろぼろと涙なみだが零こぼれた。

　ハディールの瞳が、痛みに耐たえるように細まった。

「ふん、やはり知っていてロロに近づいたのか、この悪あく魔ま。ロロがおまえとの関係を絶とうと思ったのも、おまえが母の仇かたきとわしが教えたからだ。おまえの口からはっきりと聞いた以上、ロロとてもうおまえを許しはしないだろう」

「……それを知ったから、私を裏切ったか……」

　ハディールはひと呼吸の間だけ手に持ったペンダントに視線を落とすと、燃えるような目でロロを貫いた。

「ではおまえも私を憎にくんでいるというわけだな。ちょうどいい」

　ハディールの背後に、黒い炎が揺らめいている幻まぼろしが見えた。

　おまえも、の言葉が胸に刺ささる。こんなことになって、ハディールはロロを憎んでいるのだ。

「だが愚おろかな人間たちよ、私の庭を踏ふみ荒あらしたことを後こう悔かいせよ。私の迷めい宮きゆうを、魔物たちを大たい砲ほうで押し潰つぶしたこと、村中の人間と、おまえたちの王の血でもって償つぐなわせてやる」

「……兵たちはどうした」

　神父の問いに、ハディールは冷たい笑えみを返しただけだった。

　ハディールの足もとに転がるランドルフの父が、絶え絶えに声を絞しぼる。

「か、壊かい滅めつ状態だ……。王からお借りした、あれだけの兵が……」

　ランドルフの父は、敗北を伝えさせるためにあえて連れ帰られたのだろう。ハディールは兵に追われて逃にげてきたわけではないのだ。

　ハディールが闇やみ色の翼を大きく広げる。

「魔物たちをおとなしく囲っておいてやったものを、門を開けたのはおまえたちだ。傷つき怒いかり狂くるった魔物たちを解き放してやる。最後の一人まで、助けてもくれぬ神に祈いのるがいい」

　神父の顔色がなくなった。

「待ってください！」

　ロロは床ゆかに手を突ついたままハディールを見上げた。

「ぼくは……、門の鍵を渡わたしてしまったのはぼくの責任です。どうか……、どうかあなたの怒りはぼくにぶつけてください……！」

　ハディールが自分を見下ろす目に、背筋が凍こおりついた。

　こんな冷れい酷こくな目を向けられたことがない。

　温かいまなざししか、ハディールに注がれたことがなかった。

　ハディールは金色の目を細め、唇くちびるだけを笑みの形につり上げる。

「ここにいればどうせ皆みな殺ごろしだ。おまえも、おまえの恋こい人びとも。自分を差し出しても恋人を救いたいのか。それとも私の慈じ悲ひに縋すがって自分だけ生き延びる腹づもりか」

　あまりな受け止め方に、呆ぼう然ぜんとハディールを見た。

　自分の知っているハディールとは別人に思えた。邪じや悪あくな魔人と言われれば、今なら納なつ得とくできてしまうほどに。

　美しいだけに、その虚うつろな笑みは凶きよう悪あくに見えた。

　ランドルフが後ろから、ハディールに押しつけるようにロロを突き飛ばす。

「連れて行けよ！　こ、恋仲だったんだろうっ？　鍵を寄こしたのはそいつだ、あんたの気が済むようにすればいい！」

「やめんか、ランドルフ！」

「うるさい、邪じや魔まするな！」

　止めようとした神父を、素す早ばやく立ち上がったランドルフが後ろから羽は交がい締じめにする。

「早く連れて行け！　た、頼たのむから戻もどって来るな！」

　ハディールは酷こく薄はくに笑い、ロロに近づくとしゃがみ込んで顎あごをすくい上げた。

「可か哀わい想そうに、身をもって守ろうとした恋人に売り飛ばされるとは。しょせん人間の心などそんなものだな。おまえを信じた私も愚かだった。いいだろう、私の心はおまえの献けん身しんで慰なぐさめてもらおう。邪魔な大砲や兵も引き取りに来てもらわねばならぬしな。さて、どうするか……」

　ハディールは横目で神父を見ると、蔑さげすむように笑った。

「神の使徒のいちばん嫌きらう下げ劣れつな方法を取ってやろう。ロロの体が私にこじ開けられている間だけ、庭の門を開けてやる。その間に傷ついた兵たちを引き取っていけ。欲しければ薬草もくれてやるから、好きに採って行くがいい。門が開いているときは、ロロが私に貫かれて啼ないているときと知れ」

　神父は全身をわななかせながら怨えん嗟さの言葉を吐はいた。

「汚きたならしい魔物が！　神は決しておまえを許さぬ！　今に天てん罰ばつが下ろうぞ！」

「早く来ねば、せっかくロロが頑がん張ばって門を開いても飢うえた魔物に襲おそわれて兵たちが死んでいくぞ。門はいつまでも開いているわけではない。閉じる前に素早く出るんだな」

　ハディールは高らかに笑うと、荷物のようにロロを抱かかえ上げて翼つばさをはためかせた。

　たちまち崩くずれた教会が遠くなっていく。教会でなにが起こったのかと遠巻きに眺ながめていた村人たちが、ハディールに抱えられて飛ぶロロを指差して驚きよう愕がくの叫さけびを上げているのが見えた。

　いつもは両りよう腕うでで大事にロロを抱え、落とさないようしっかりと抱きしめて飛んでいたハディールが、今は落としても構わぬといわんばかりに片腕で胴どうだけを横抱えにしている。

　そんな扱あつかいにも胸が痛んだ。

　母のこと、自分たちの仲のこと、今起きている怖おそろしい事態。

　それらが頭の中でぐちゃぐちゃになって、なにひとつまともに考えられない。

　だが岩山を越こえたときに、惨さん状じように思わず声を上げた。

「よく見ろ。これがおまえがしでかしたことの結果だ」

　ハディールの冷たい声も、もはや耳に入ってこなかった。

　城まで崩された迷宮の塀へいの周辺に、たくさんの魔物や人間が倒たおれている。怪け我がをして蠢うごめく人間のうめき声が風に乗って空まで上ってきた。

　あちこちで上がる火と煙けむり。ロロが愛した美しい森も焼かれている。

　空から見れば、被ひ害がいの大きさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あ……、あ……」

（こんな、ひどい……！）

　ハディールとともに飛び降りた石造りのバルコニーの一角も、大砲によって崩されていた。

　ロロはよろよろと欄らん干かんに手をかけ、身を乗り出して城下を眺めた。

「どうして……」

　こんなことに。

　これがすべて自分が引き起こしたことだと思うと、罪深さに目め眩まいがした。

　怖ろしい光景を目を見開いたまま見つめていると、

「ロロさま……」

　突とつ然ぜん声をかけられてびくりとして振ふり向いた。

　黒くろ猫ねこのメランが、恨うらみがましい目でロロを見ている。つり上がった目の縁ふちの黒い毛が濡ぬれていた。

「なんで……、人間に鍵かぎを渡したりしたんです……」

　メランの抱いているものを見て、ロロは悲鳴を上げた。

　それは、後ろ脚あしの片方を失った小さな木き彫ぼりの猫だったのだ。

「アビーノ……！」

　ロロが彫り上げたときと同じ姿であるが、軽かろやかに塀の上を歩くような格好の後ろ脚が折れてなくなってしまっている。

　メランの目から涙なみだが零こぼれた。

「ひどいです、ロロさま、ひどい。アビーノは泣いていました。あんまり痛がって可哀想だから、ハディールさまが木彫りに戻してくださいました」

「ご……、ごめんなさい……」

　言いながら言葉の軽さに、謝罪などなんの力もないのだと思い知らされた。

「ごめんなさい、メラン……。ごめんなさい、アビーノ……」

　それでも言わずにいられなかった。

「ごめんなさい……！」

　泣き崩れるだけの自分は、なんて無力なのだろうと打ちのめされた。

「もう行け、メラン。怪我をした魔物たちに薬を配ってやれ」

　ハディールの命で、メランは肩かたを落として城の中へ戻っていった。

　黒い尻尾しつぽを、力なく床に引きずりながら。

「ロロ、おまえにはやることがあるだろう？」

　舐なめろ、と傲ごう慢まんに頭をつかんで腰こしの前に顔を寄せさせられる。

　口こう淫いんをされたことはあっても、強要されたことはない。

　震ふるえながらハディールの下した衣ごろもの前立てを開き、男根を引きずり出す。まだ兆きざしてもいないのに、その圧あつ倒とう的な存在感に息を吞のんだ。

「門を開いて兵たちを助けてやりたいなら、使えるようにしろ」

　傷ついた全員の痛みを思えば、自分に悲しがる資格などない。

「ん、う……」

　ハディールがしてくれた口淫を思い出して懸けん命めいに奥まで吞み込み、舌で愛あい撫ぶをした。

　くびれから張り出した部分を猫のように舐め、舌の腹を使って茎くきの側面を往復する。ロロの唾だ液えきでぬるついた、片手で回りきらない太い茎を両手で包んで扱しごきながら、精の出る小こ孔あなをちゅっと音を立てて吸い上げた。

　男根はすぐに怒りに満ちてロロの小さな口こう腔こうに入りきらなくなる。

「うぅ……」

　なんとか咥くわえようとするが、先せん端たんの膨ふくらみが大きすぎて顎あごが外れそうだ。

　氷のような視線に、心が痛む。対照的に灼やけた鉄のような怒ど張ちように、勝手に反応してしまう体が厭いとわしい。

　どこまで育てればいいのだろう、と思ったとき、ひったくるように乱暴に口から取り上げられた。

「後ろを向いて欄干に手をつけ」

　命ぜられ、立ちあがってハディールに腰を突き出す格好を取らされる。

　背中に覆おおいかぶさったハディールが、後ろからロロの陰いん茎けいを握にぎった。

「ひ、あ……」

　ロロの体を知り尽つくした絶ぜつ妙みようの力加減で扱き上げられ、否いや応おうなく高みに昇のぼらされていく。

　こんな状じよう況きようなのに、浅ましいロロの体は二か月ぶりの愛いとしい人の手を悦よろこんでしまう。

「あ……、あ……、だめ……、ん、んんっ……！」

　白い腿ももを震わせながら、ロロはハディールの手の中に欲望を解き放った。

　ずるりと欄干にもたれかかり、荒あらい息をつく。

　ハディールの指が、ロロの繊せん細さいな肉にく襞ひだに白はく濁だくをなすりつけた。ずぷりと沈しずめられた指に、媚び肉にくが悦んで絡からみついた。

　やさしく愛されたことしかない体だ。ハディールの指から快感を与あたえてもらおうと、内ない腔くうが期待に蠢いている。

　だがそんな期待を裏切って、指は内側を濡らすだけで出て行ってしまった。

「体を引き裂さかれたくなければ力を抜ぬけ」

「あああっ……！」

　ぐっと押しつけられた亀き頭とうの先端が、めりめりと肉にく環わを開いてロロの内側をかき分ける。

「いっ……、い、いたいぃっ……！」

　ハディールの巨きよ大だいな雄おすが奥に進むにつれ、ロロの細い背が反り返る。

　反射的に逃にげようとした尻しりを叩たたかれ、ロロは奥歯を嚙かみしめながら自らハディールを吞み込んでいった。

「い……、あ……」

　ぬ…、ぬ……っ、と狭せまい肉にく筒づつの奥に進むたび、腰が砕くだけそうになる。だが自分でゆっくりと馴な染じませていけば、こらえきれないほどではない。

　尻の肉に男の太い毛が当たるほど奥まで収めきると、やっと浅い呼吸をした。こめかみに浮ういた汗あせが、頰ほおから顎までを伝う。

　じわじわと淫肉が男根の形に変わっていくのがわかる。

　ハディールがロロの顎をつかんで門の方角を向かせた。

「見ろ。門が開いたぞ」

　すでに霞かすみ始めた目で門を見ると、動ける者は我われ先さきにと流れ出ていくところだった。

　ある者は足を引きずりながら門へ向かい、ある者は腕で這はいずりながら草の上を進んでいく。まだ外からの助けは来ない。

　いや、待っていても来ないのかもしれない。彼らは自分で脱だつ出しゆつするだけ。途と中ちゆうで力尽きればそこまでなのだ。

「お、お願いします……、彼らに、手当てを……。水と食料を……」

「なぜ、私が」

　ハディールは苦々しげに言い捨てると、ロロの媚肉を抉えぐり込んだ。

「ひあっ！」

　脳天まで突つき抜ける衝しよう撃げきが、ロロの体を貫つらぬいた。

「ああっ、ああっ、ひゃ、あっ……、ああああ、ああぁ───……っ！」

　肉を叩きつける高い音が空気に響ひびき、激しく揺ゆさぶられる体を支える膝ひざががくがくと痙けい攣れんする。

「そんなに助けてやりたかったら、おまえが行ったらどうだ。手当てをし、水と食料を配り、ついでに目の前で私に貫かれて門を開けてやったら感謝されるだろう」

　揶や揄ゆに胸が引き千切れそうに痛む。

「しっかり立て。もっと腰を上げろ」

　ロロの高さに合わせてくれる気のないらしいハディールは、力が抜けてずるずると上半身を沈ませていくロロの腰骨をつかんだまま腰を打ち入れる。

「く……、ぅん……、あ、あ、ぅ……」

　欄干につかまって尻だけを上げる情けない格好から、ついに膝が折れて床ゆかに倒たおれ込んだ。

　ロロの肉孔からぶるんと飛び出した男根は、まだ終しゆう焉えんの気配を見せずに天を衝ついたまま濡れた姿を晒さらしている。

「どうした、門が閉まるぞ」

　欄干のすき間から覗のぞいた門の前で、たどり着けなかった兵たちが絶望の叫さけびを上げるのが見えた。

　ロロは肩越ごしにハディールを振ふり仰あおぎ、懇こん願がんの視線を向ける。だがハディールは無む慈じ悲ひに見返すだけだった。

　ロロは欄らん干かんにつかまると、力の入らぬ脚あしを叱しつ咤たして立ち上がった。

（待ってて……、いま、開けるから……）

　親柱に抱だきつく形で体を支えて片脚で立ち、欄干の上に折り曲げた片膝を乗せた。

　秘すべき箇か所しよを大だい胆たんに晒す、この上なく恥はずかしい格好だ。だがしゃがみ込まないようにするにはこれしかない。

　後ろ手に片方の臀でん部ぶを鷲わしづかみにし、ぱっくりと開いた孔をハディールに見せつけた。

　首だけで振り向き、恥ち辱じよくの涙で濡ぬれた目でハディールを誘さそう。

「これで……、いいですか。挿いれてください……」

　冷たい目をしたハディールは、ロロが落ちないようにか肩と欄干に乗せた膝を押さえると、ロロの体液で濡れた男根を奥までずぶぶと突き挿さした。

「い……、ああ……」

　不自然な体勢をしているせいで孔が狭い。

「ふ……、この角度は具合がいい」

「ひあぅっ……！　あああ……、あ──……っ！」

　突き出した尻でただ雄を扱かれるだけの肉にく袋ぶくろに成り果てながら、ロロは門まで届くほどの高い声で喘あえぎ続ける。

「そら、おまえの痴ち態たいに引き寄せられて魔ま物ものたちが集まってきた」

　城の下を見れば、大小の魔物たちが木や茂しげみの下を通ってざわざわと集まってくるところだった。

「魔物は基本的に好色で獰どう猛もうだ。おまえのせいで傷を負って気が立っているものもあろう。どうする、体を与えて奴やつらを慰なぐさめてやるか？　おまえが想像したこともない淫いん虐ぎやくを受けるだろうがな」

　恐きよう怖ふでのどが引き攣つれそうだった。

　怒いかりのあまり殺されるならまだいい。彼らにはその資格がある。

　けれど性的に嬲なぶられるのはどうしても……、どうしてもハディール以外は受けつけられない。ハディールが母の仇かたきと知った今でさえ。

　すべての魔物たちからの激しい凌りよう辱じよくに晒されて生きるのが自分への罰ばつだと言われても、最後の情けに縋すがらずにはいられなかった。

「いや……、いやです……。ハディールじゃなきゃ……」

　それ以外のことならなんでも受け止める。

　死ぬまで鞭むち打うたれようが、一生光の差さない地下で働かされようが。

　ランドルフに触ふれられたときに、ハディール以外に抱かれるなら死んだ方がいいと思った。ハディールでなければ心が壊こわれてしまう。

　いっそその方が楽なことはわかっているけれど。

　ハディールはロロの言葉に怒ど気きを漲みなぎらせ、肩かた口ぐちに歯を立てた。

「いっ……！」

「だったらこれはなんだ！」

　ランドルフに嚙みつかれた胸の傷きず痕あとを、ハディールの黒い爪つめが引っかいた。

「こんな嚙み痕あとを、私につけて欲しかったんだろう？　吸われただけではもの足りず、嚙んでくれる男に靡なびいたか。とんだ淫乱だったな」

　違ちがう……。

　でもロロの体に残る痕が、ハディールの言い分を証明してしまっているのだ。

「本当に……、あなたしか……」

　自分でも、力ないと思う声しか出なかった。

「ならば奴らにおまえは私の専用であると見せつけてやろう」

　ハディールは冷たい笑いを含ふくんだ声で言い、ロロを後ろから抱だきかかえると体を繫つなげたままバルコニーを飛び立った。

「ひゃ、ああっ……！」

　男に串くし刺ざしにされたまま宙に浮く感覚は強きよう烈れつだった。

　両りよう腿ももの裏側をつかまれてはいるものの、雄おすが深々と肉に刺ささり、そこだけで支えているような錯さつ覚かくに陥おちいる。ハディールが翼つばさをはためかせるたび体が上下に揺さぶられ、かつてないほど奥を抉られる。

「ああっ、あああ……っ！　あぅ、あぁっ……！」

　ハディールは魔物たちの上を旋せん回かいし、自分の所有物であると知らしめるように貫かれたロロを見せびらかす。

　おおお、おおお……、と深い穴の底から響くようなうめきを漏もらし、魔物たちの興奮した熱気と獣けものの臭しゆう気きが立ち昇のぼってきた。

　目の端はしで捉とらえた魔物たちはみな欲情に瞳ひとみをぎらつかせ、陰いん部ぶと思われる場所をすり立てている。中には手近な小さな魔物に襲おそいかかり、体を繫げ始めたものもいた。

　衆しゆう人じん環かん視しの中で犯おかされるあり得ない恥辱に、酸素が足りなくなった脳がくらくらした。

　魔物たちの発する淫気に包まれて、ロロの肌はだも火を噴ふいたように燃え上がる。

「やだ、や……、こんな、の、ああ……、あああ、ぁぁ……」

　喘ぎしか出せないロロとハディールの周囲に、数羽の鳶とびが集まってきた。

　いや、鳶だと思ったのは────。

「ひ……！」

　いつか見たことのある、青年の顔を持った人面鳥たちだった。

　端たん整せいな顔立ちであるにも拘かかわらず、腹を空すかせたように涎よだれを垂らすその表情には、理性の欠片かけらもない。

　大きく広げられたロロの脚の間で揺れる男根から滴したたる蜜みつを啜すすろうと舌を伸のばしてくる。

「やあっ……！　やだ、いやっ……、こないで！　やあああぁぁっっ……！」

　気味が悪い！

　卒そつ倒とうしそうになりながら不自由な体勢で、人面鳥から逃のがれようともがいた。

　舌がロロに触れようとした瞬しゆん間かん、ハディールの大きな翼が人面鳥を激しく叩たたき落とす。

「触さわるな。これは私のものだ」

　人面鳥はギャアと鳴くと、ハディールの翼が触れない距きよ離りを保って周囲をバタバタと飛び回った。

「だが零こぼれ落ちていく蜜くらいならくれてやろう」

　言うと同時に、ロロを抉えぐる怒ど張ちようの角度が変わる。

　内側の啼なかずにいられない部分を、裏筋と亀き頭とうをつなぐ複雑な皺しわが寄った部分でこすり上げ、ロロから快楽の叫びを引きずり出した。

「やああああっ、そこ……っ、いやあっ…………！」

　昼だというのに、暗くら闇やみに火花が散ったようになにも見えなくなる。

「暴れるな、落ちたいのか」

　ほとんど意識が飛びかけた脳でも手放される恐怖に締しめつけられ、啜り泣なきながら必死に首を横に振った。

「達いけ。このまま出せたら終わりにしてやる」

　羞しゆう恥ちと、快楽と、恐怖と。

　すべてが絡からみ合って高まった瞬間、

「ひ、ぃ……っ、いっ、ああ……、ああああぁぁぁ──……っ、っ、っ！」

　ロロの雄おす茎くきから白はく濁だくが噴き上がった。

　憎にくい人間を陥かん落らくさせた歓かん喜きと興奮の声が魔物たちから湧わき上がる。

　揺ゆらぐ視界の片かた隅すみで、人面鳥たちが大きく口を開き、長く赤い舌を伸ばして落ちてくるロロの精を受け止める光景が見えた。

「おまえはここで私の気が済むまで罪を償つぐなえ」

　遠ざかる意識に、ハディールのその言葉だけが刷り込まれた。
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　ハディールの褥しとねは、二人分の汗あせと精が飛び散ってすでにびしょ濡ぬれだった。

　シーツの皺の間から立ち昇る淫いん猥わいな匂においが、濃のう厚こうな行こう為いをさらに高めていく。

「あ……、ふ………、あ、あん……」

　ロロはベッドに座ったハディールに正面から跨またがり、肩に手を置いてゆっくりと腹を波打たせた。

　毎日何時間も雄を咥くわえこむ後こう孔こうはすっかりハディールに馴な染じみ、どんな角度で動いても快感を拾えるようになった。

　でもこうしてハディールの顔が見える体位が好きだ。たとえ侮ぶ蔑べつの視線に晒さらされ、笑え顔がおひとつもらえないとわかっていても。

　ただ肉にく孔あな扱あつかいでシーツに顔を押しつけられ、後ろから突つき入れられて排はい泄せつ処理をされるよりずっといい。自由に動いて彼を愛せる。腕うでに抱だきこんで、額をすりつけるふりで肩口にキスをすることもできる。

　ただ、あの日以来ハディールの額の魔力の石は青く戻もどることはなくなってしまった。それを見るのが辛つらい。

「ああ……、ハディール……、いい、ここ……」

　腰こしを前に突き出したまま上下すると、ロロの内側のいい部分にこすれて意識が飛びそうになる。そこにこすりつけるとハディールも感じるようで、ロロの中でハディールの男根がぐんと硬こう度どを増した。

「いい……、ああ、もう……、これ、すごくて……」

　ともすれば冷たい視線にくじけてしまいそうな気持ちを高めるために、あえて感じたままの恥はずかしい言葉を口に出す。

　膝ひざを立ててしゃがんだ状態で、激しくハディールの雄を上下に扱しごいた。

　もう何度も精を放たれた後孔で白濁が泡あわ立だち、腰を落とすたびに周囲に淫みだらな泡を飛び散らせる。混じり合った精の匂いが鼻をついた。

　ロロの昂たかぶりに合わせてハディールも張りつめていくのがわかる。最近では、自分の達する瞬間に合わせてハディールを搾しぼり上げることができるようになってきた。

「でるっ……、あ、でる、から……ぁっ」

　白い衝しよう動どうが陰いん茎けいを駆かけ上がる直前、ハディールの低い笑いが耳じ朶だをくすぐった。

「いいのか？　今少女が薬草を摘つみに来ているぞ」

　びくっ、と腿を引き攣らせて動きを止めた。急いで茎の根もとをぎゅっとつかむ。

「果てたら門が閉じてしまう。魔ま人じんの庭で夜を迎むかえるなど、さぞ怖おそろしいだろうな」

　中ちゆう途と半はん端ぱに衝動を止められたロロの雄ゆう蕊ずいの先せん端たんから、とろりと白みがかった透とう明めいな液が垂れ零れた。

「う……」

　出してしまいたい。

　でも今日はもうこれ以上できそうにない。昼からずっと体を繫つなげ続けて、夕刻に差しかかった今ではとっくに限界を迎えている。でもハディールの言う少女が庭を出るまで、こらえなければ。

「うぁ、ぁ……」

　ぶるぶると体を震ふるわせながら、ハディールにしがみついて射精の衝動を流した。

「は……」

　硬かたく張りつめた雄肉を咥えこんだまま、ハディールの肩かたに額を乗せて荒あらい息をついた。

　自分の中でハディールが脈打っている。

　苦しいけれど、彼の熱さと硬さを感じられることに喜びが浮うかぶ。

　途と中ちゆうで止められてハディールも辛いのだろうか、ロロの背を抱だき寄せて軽く爪つめを立てた。

「ハディール……」

　射精まで導かず、だがハディールが萎なえてしまわぬよう、ロロはゆっくりと腰を回転させてハディールの雄で肉にく壺つぼをかき混ぜた。

　くちゅ、くちゅ、と粘ねん度どの高い音が立つのが恥ずかしい。

「庭に……、誰だれもいなくなったら教えてください……」

　ロロがハディールの城に閉じ込められてからもう何週間になるだろう。

　兵たちは、出られるものはとっくに庭を去った。あとは門の開閉に合わせて薬草を摘みに来る人間がいるくらいである。

　王の兵たちでもまったく歯が立たなかったことで、もう迷めい宮きゆうより先に忍しのびこもうとする人間はいなくなった。

　代わりに、村人や商人たちが薬草を目当てに門が開くのを待っている。どれだけ魔物が怖ろしかろうと、病気や怪け我がを抱かかえた家族や金のために危険を承知で訪おとずれる人間は後を絶たない。

　以前と違ちがってオークの目を盗ぬすんで岩山を越こえる必要はなく、門が開いている時間を見計らっては薬草を摘つんでいく。

　ロロはそのために、進んで日中ハディールに抱かれたがった。

　日の高いうちなら活動する魔物が少ない。明るい時間なら山道も危なくない。

　でも今日はもうすぐ日の落ちる時間である。早く帰らないと、少女などいちばん魔物に狙ねらわれやすい存在だ。

「あ……、あ……、ハディール……。まだ、ですか……」

　これ以上高めることもできず、かといって性感を止めるわけにもいかず、ロロは長く煮に込こまれすぎたシチューのようにすっかりどろどろに蕩とろけている。

「さて、見つかりにくい薬草でも探しているのだろうよ。このまま一晩中私と繫がるか。それとももう少女を見捨てて終わりにするか。誰もおまえを咎とがめたりせぬ」

　見捨てるなんて。

　すでにぶつぶつと切れかけた意識の中で、父親のために薬草を盗みに来たときの自分の姿が少女と重なる。

　あのときのロロと同じように、懸けん命めいに命がけで、泣きながら薬草を探しているのだろう。

（どうか、見つかりますように……）

　少女の幸運を祈いのりながら、ロロは意識が闇に塗ぬり潰つぶされるまで腰を揺らし続けた。










　ふと目を覚ますと、部屋の中を月明かりが満たしていた。

　魔人の庭には雨が降らない。夏の強きよう烈れつな暑さも、冬の切れるような寒さもない。

　いつも春のように穏おだやかで温かな空間が庭を満たしている。

　カーテンもなく、窓ガラスさえない部屋の壁かべは大きく切り取られ、翼つばさあるハディールはそこから自由に出入りしている。

　ロロは重い体で起き上がるとバルコニーに出た。ハディールが大きな翼を背に畳たたみ、欄らん干かんに腰をかけて月を見ている。

「ハディール」

　ハディールはロロの姿を認めると、また視線を月に戻す。

　近寄るなと言われなかったのを幸い、ハディールのすぐ側そばまで歩いてきた。

「どうした、こんな時間に。いつもなら朝まで眠ねむっているだろう」

「目が覚めてしまって」

　昼はあんなに冷たいのに、夜の彼は少しやさしい。魔物は本来夜の生きものだからだろうか。

　だから夜は嫌きらいじゃない。

「さっきの少女、家に帰れましたか」

　それだけが気がかりだ。

　ハディールはわずかに視線をうつろわせ、ぽつりと呟つぶやいた。

「目当ての薬草が見つかったんだろう」

　ああ。

　わかってしまった。

　ハディールは少女に薬草を与あたえたのだ。おそらく姿は見せずに、少女の気づきやすいところに薬草を移動して。きっと門だって、ロロが意識を失っても開けてあげたに違いない。

　人間が嫌いだと言いながら、ハディールはやっぱりやさしい。

「ありがとうございました」

　ハディールは不満げに眉まゆを寄せた。

「おまえに礼を言われることなどしていない」

「すみません」

　さらに眉根がきつく寄せられる。

「謝られるようなこともない」

　会話が続かなくなってしまったが、部屋には戻もどりたくなかった。どんなに邪じや険けんにされても、ハディールの側にいたいと思ってしまう。

　ハディールの足もとに蹲うずくまったロロを見て、ハディールはどこかが痛んだように目を細めたが、なにも言わなかった。

　月がのろのろと空を横切っていく間、無言で夜空を眺ながめていた。

　やがてハディールが、懐ふところからロロの母のペンダントを取り出す。

「返す。形見なのだろう」

　もう鍵かぎはついていなかったが、ペンダントはそのままの姿でロロの手のひらに乗せられた。とっくに壊こわされたものと思っていたから、驚おどろいた。

　ペンダントを手にしたら、こんなにやさしい彼が母を手にかけた理由を知りたくなった。

「どうして、ぼくの母を殺あやめたんですか」

　ハディールはぴくりと眉を動かすと、静かに口を開いた。

「……残ざん酷こくな理由だ」

　凄せい惨さんな想像に、胸の奥が痛む。

「憎にくい仇かたきに体を好きにされて、おまえも不ふ憫びんだな。せいぜい私を恨うらめ」

　ハディールは夜と同じ色の翼を広げると、バルコニーから飛び立っていってしまった。

　おまえが知る必要はない、と教会でも切り捨てられた。

　せめてなにか納なつ得とくできる理由をくれたら、自分はハディールの言い分を信じるのに。

「……憎まなきゃいけないのかな、母さんのために」

　母に申し訳なく思いながらも、それでも刷り込まれてしまったハディールへの恋こい心ごころが捨てられない自分の薄はく情じようさが厭いとわしい。

　なにも理由はなかったのかもしれない。

　神父の言う通り、人と魔ま物ものは敵対しているから、ただ人間というだけで殺されたのかもしれない。なんの理由もないから残酷なのかも。

　けれど、ハディールは庭に忍びこんだロロを殺しはしなかった。それどころか薬を与えてくれ、庭で薬草を採る許可までくれた。

　ロロが自分が殺めた女性の子であることを知っていたとしたら、それが関係あるのかどうか。

「…………」

　やめよう。

　考えてもどうせわからないのだ。それがたとえどんな答えであっても、自分が犯おかした罪に変わりはない。

　神父から事実を聞いたときに尋たずねてみればよかったのだ。ハディールは神父の言葉をためらいもなく肯こう定ていした。きっとロロが聞いても同じ答えを寄こしたろう。

　それを〝信じている〟と愚おろかにも確かく認にんもしなかった。

　あのときはっきりと確認してハディールとの関係を絶ち、門の鍵を返していたら、ランドルフに鍵を奪うばわれることもなかった。たくさんの兵や魔物が命を失ったり怪我をしたりすることも。

　そして……、あんな形でハディールを傷つけることも。

　すべて自分が引き起こしたことの結果だ。

　自分にできる償つぐないなどないに等しいが、せめてこの体にハディールが怒いかりをぶつけて少しでも気が晴れればいいし、門が開くことで必要な人が薬草を採れればいい。

　ペンダントを首にかけ、部屋へ戻った。

　と、ちょうど部屋に入ってきたメランと鉢はち合あわせした。

「メラン……」

　メランは明らかに動どう揺ようし、気まずそうに下を向いた。指先をもじもじとこすり合わせる。

「いつも……、夜中に一度はロロさまの様子を見に来ているんです……。ハディールさまに言われて……。今日も眠ってらっしゃると思っていたから……」

　知らなかった。

　ロロに腹を立てていて顔を合わせたくないだろうに、起きていて悪いことをしてしまった。

「ごめんなさい、気づかなくて。いつもありがとう。明日あしたからは途と中ちゆうで起きないよう、気をつけるね」

　メランは肩かたを震ふるわせると、ぎゅっと目を瞑つぶった。きつく閉じたまぶたの間から、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれ落ちてくる。

「ご、ごめんなさい……。知ってるんです、ロロさまがやさしいこと、メランは知ってるんです。小さな魔ま物ものの怪け我がを手当てしたり、人のために心を砕くだける情の深いお方なことも。ロロさまの手で彫ほられてるとき、わたしはとても温かい気持ちでした」

　メランに木であったときの記き憶おくがあるとは知らなかった。

「だから、鍵のこともなにか理由があったんだろうって……、でも、でも、アビーノが可か哀わい想そうで、あなたを責めてしまいました……！」

　アビーノの姿を思い出すと、申し訳なさで胸が潰れてしまいそうになる。

　メランは顔を上げると、ロロの両肩をつかんで揺ゆさぶった。

「ロロさま、まだハディールさまのことがお好きなんでしょうっ？　他ほかに好きな人ができたなんて噓うそでしょう？　ハディールさまだってきっとわかってるんです。だってまだロロさまのこと……！」

　痛みで、胸が張り裂さけそうだった。

　自分はハディールを愛しているけれど、彼はロロを憎んでいる。

　だが愛しているなどと言う資格はない。あんなひどい裏切りをして、彼の大事にしていた庭もぐちゃぐちゃに壊した。そのうえハディールは母を殺されたロロが彼を憎んでいるとさえ思っているらしい。

「違ちがうよ、メラン……。ハディールがぼくをここに置くのは、怒りをぶつけるためだから」

　でもそれでいい。

　メランはぐすぐすと泣きながら、ロロの胸に顔を埋うずめた。

「わたしはロロさまが好きです……。ごめんなさい、ロロさまの悲しいお顔を見るのが苦しくて、ずっと避さけてました……。ロロさまだってお辛つらいだろうに……」

　メランに泣かれて、戸と惑まどってしまう。

　どんな暴言を浴びせられても仕方のないところなのに、メランはまだ自分を好きだと言ってくれる。

「泣かないで。メランは怒おこっていいんだよ。それだけのことを、ぼくはしたんだから」　>>>♥

　メランは泣きながら首を横に振ふった。

「頑がん張ばって怒ろうと思ったのに、できないんです。ロロさまが好きで、楽しかったことばかり思い出して、悲しくなってしまうんです。ロロさまがいつも青い顔でベッドに横になっているのを見ると、苦しくて……」

　どうしよう。

　自分は贖しよく罪ざいのつもりでも、ここにいるだけでこのやさしい黒くろ猫ねこを傷つけているのだ。

「メラン……、ありがとう。もうぼくのところに来なくていいよう、ハディールにお願いするから……」

「いやです！」

　メランは涙を散らしてロロを見た。

「辛くても、ロロさまのお側そばがいいです。いつもロロさまが薬草を摘つみに来てくださるとき、お茶を淹いれるのが楽しかったんです……。ロロさまがハディールさまと恋人同士になったときは嬉うれしくて、嬉しくて。ハディールさまが、ずっとロロさまに恋をされているのを知ってましたから。ハディールさまと幸せそうに寄り添そって、そんなお二人を見ているのが大好きでした。もう一度、あんな時間を持ちたいです……」

　懐なつかしい、幸福な日々が胸によみがえる。

　ほんの数か月前のことなのに、はるか昔の出来事のように感じた。

　もう一度あんな時間が持てたら……。でもそれは叶かなわぬ夢なのだ。自分が壊してしまったから。

「せめて……、またロロさまにお茶を淹れに来ていいですか？」

　傷だらけの心に、メランの気持ちが染しみ入ってくる。彼のために、自分にできることはないだろうか。

「うん、待ってる。……メラン、お願いがあるんだ」

　メランはロロの頼たのみを聞いて少しだけ不安そうな顔をしたが、なにも言わず頷うなずいてくれた。

　いったん部屋から出て行って、しばらくして戻もどってくる。

　その手には、やすりと木彫りのための鑿のみと、後ろ脚あしが欠けたままのアビーノが握にぎられていた。

「治るんですか？」

　メランが不安げに尋ねてくる。

「わからない。でも、このままじゃ可哀想だし。できる限りはやってあげたい」

　欠けた表面をやすりできれいに削けずり、他の木で作った脚を継つぎ足してみよう。父が木像や家具を修理していたのを見たことがある。内側に穴あなを開けて釘くぎで固定し、膠にかわで糊のりづけして表面を均ならしたら。

　もちろんそのままではハディールの魔力で命を吹ふき込んでもらってもぎこちないだろうが、魔物になら効く薬もある。ロロの骨折を治してくれたような。

（アビーノ……）

　内気な幼猫の木彫りを胸に抱だきしめた。

　痛かったろう、怖こわかったろうと思うと、自分にできることならなんでもしてやりたいと思った。自分の脚を取ってつけられるなら、今すぐにでもやるのに。

　メランを自室に帰し、ロロはやすりとアビーノを手に取った。ごめんねと何度も呟つぶやきながら、丁てい寧ねいにやすりをかけていった。





＊






　いつも通り、体を清めてハディールの訪おとずれを待った。

　薬草を摘みに来る人間に門を開けるために、抱いてくださいとハディールに懇こん願がんするのだ。

　口づけはおろか、愛あい撫ぶさえもらえない体を準備するために、ハディールの前で後こう孔こうを広げる自じ慰いをさせられる。

　舌を嚙かみたいほど恥はずかしいけれど、そうしないとハディールは決してロロを抱いてくれない。充じゆう分ぶん広がったと判断しないと、彼に跨またがることすら拒きよ否ひされてしまう。

　好きな人の前でそんなことをするのはみじめでしかなかったが、涙をこらえて恥ち辱じよくを吞のみ込んだ。どこまでもロロを貶おとしめなければ気が済まないのだろう。

　それでハディールが満足するなら……、とベッドの上に膝ひざ立だちで座り、ロロは悲しい気持ちで目を閉じた。

　指をしゃぶって濡ぬらすため、左手を口もとに持っていった。

「この傷はどうした」

　突とつ然ぜんぐいと手首を引かれ、思わず目を開く。

　ハディールの厳しい視線の先は、鑿でつけた人差し指の傷だった。アビーノの新しい脚を作るために小さな木を彫っていたが、久しぶりに使う鑿で手が滑すべり、指先に刃はを当ててしまったのである。

　切り傷くらい簡単に癒いやせる薬がハディールの城にはあるが、脚を失ったアビーノを思うと、彼の脚を彫っていてできたこの程度の傷を治ち療りようする気になれなかった。

「誰だれがおまえの体を傷つけていいと言った！」

　怒ど声せいに身が竦すくむ。

　こんなに怒られると思わず、小さな子どものように怯おびえた声で「ごめんなさい……」と言うのが精いっぱいだ。

　ハディールはやっと自分が激げつ昂こうしたことに気づいて瞠どう目もくし、ロロの手を突つき放すと気まずげに視線を逸そらした。

　激しい怒気を押し込めたかに見えるハディールは、だが明らかに苛いらついている。額の真っ赤な石がゆらりと波打ったように赤黒い色を過よぎらせた。

（もしかして……）

　ハディールが眉まゆ根ねを寄せながら呟いた声に、確信した。

「……勝手に傷を作るな、見たくない」

　ロロに傷がつくのをいやがっているのだ。

　ではもしや……、もしやこうして行こう為いの前に後孔を慣らさせるのも、ロロに傷をつけたくないから？　辱はずかしめるためだけではなく？

　ハディールにつかまれた手首が熱くなった。

　自分の希望を多分に含ふくんだ想像ではあるが、間違っていないのではと思えた。

　それで愛されていると勘かん違ちがいするほど図ずう々ずうしくはないが、気き遣づかってもらえているのだと思ったら、涙なみだが出るほど嬉しかった。

　こんな小さな傷にさえ気づいてくれることに、目の奥が熱くなる。

　ハディールは忌いま々いましげに息を吐はき出し、チェストまで歩いていって引き出しから薬を取り出した。

「傷を見せろ」

　ロロが手を差し出すと、ハディールは傷ついた人差し指を眺ながめて目を眇すがめた。

「……木彫りをしているらしいな」

　メランが言ったのだろうか。それともロロがしていることはある程度把は握あくしているのだろうか。

　知られていたことがなんとなくばつが悪く感じて、ロロはそっとまつ毛を伏ふせた。

　ハディールはしばらくロロを見て────指先を口に含んだ。

「あ……」

　心臓が飛び出すかと思った。

　傷口を舌先が舐なめれば、甘い痛みが走る。含まれた部分が火傷やけどしそうに熱い。舌の動きを感じれば快感が腰こしまで痺しびれ落ち、まるで口こう淫いんをされているように下か肢しが脈打った。

　視線が絡からむと、どこか情熱を秘ひめた空気が二人の間に流れる。

　ロロの指先から離はなれようとした唇くちびるが、まるでキスのように傷口に落とされた。そのまま手を引いて、ベッドに押し倒たおされる。

「あっ……！」

　頰ほおから首筋、肩かた、胸へと大きな手のひらがなぞっていって、心臓がどくんどくんとうるさい音を立てた。

　小さな胸芽を、指先でやさしくこねられる。

「んっ……」

　久しく可愛かわいがってもらっていない場所だ。薄うす桃もも色いろの突とつ起きが愛いとしい指の感かん触しよくを悦よろこんで、少しでも動きを漏もらさぬよう敏びん感かんに温ぬくもりを拾った。

「ん、あ……、あ、あ……」

　爪つめを立てられたり、つねられることはあっても、こんなふうに触ふれてくれたことは閉じ込められてから一度もない。

　ハディールの手はロロの体の線をなぞるように側面を撫なで下ろし、薄うすい下腹を通って腿ももの内側をそっと押して脚を広げさせた。

　ハディールの眼前に陰いん部ぶを大きく開かされて恥ずかしいけれど、膝ひざ頭がしらを撫でてくれる手がとても温かくて胸の奥が潤うるむ。

　冷たい関係になってからは、前ぜん戯ぎもなくしゃぶらされて後ろから一方的に突き立てられるか、ロロが動いてハディールを咥くわえこむだけ。

　たとえ気まぐれでも、やさしくされて泣きたいほど心が震ふるえる。

　ハディールが枕まくらもとから潤じゆん滑かつ剤ざいを取り出し、自身の雄おすに塗ぬりつけた。かつてはロロと繫つながるときに必ずつけていた、痛みを感じさせない薬だ。

　毎日ハディールと繫がっている今ではすぐに馴な染じみはするものの、濡らし方が足りないとやはり挿そう入にゆう時には多少の痛みを伴ともなう。

　ぬるり、とハディールの雄が押し入ってくる。

「う……、んん……っ」

　潤滑剤のおかげで滑りがいい。奥に進まれても、狭せまい筒つつを拓ひらかれる圧あつ迫ぱく感かんにぞくぞくする快感が混じるだけで、なんの痛みも感じない。

　すべてを収めきってしまうと、熱い脈動がロロの下腹部をぎっちりと埋うめ込んで、ハディールと繫がっているのだと実感した。

　見つめ合いながら腰を引かれれば、ハディールの体温を恋こいしがる媚び肉にくが充じゆう溢いつを引き留めたがって追いすがる。

「ああ……」

　また奥を突かれると、最奥が収縮して膨ふくらんだ亀き頭とうを締しめつけた。

　ゆったりとした動きを繰くり返されれば、熱いため息が漏れる。

「あ……、ん、ん、あ……、いい……」

　律動が速まるごとに、目も眩くらむような快感に包まれた。

　こらえきれない嬌きよう声せいを上げ、勝手に腰が揺ゆれてハディールを奥へ奥へと誘さそい入れる。

　抱だきしめられた瞬しゆん間かん、幸福で泣きだした。

　自分を穿うがつ熱が愛しくて、嬉うれしくて。

　獣けもののように荒あらくなったハディールの息が耳じ朶だに触れる。もう二度と抱きしめてもらえることなんかないと思っていたのに。

　ハディールの雄がロロの中でぐっと体積を増し、終しゆう焉えんに向けてロロを抉えぐる力が強くなる。

　乱れる息の中で、

「ロロ……」

　名を囁ささやかれた刹せつ那な、愛しさが胸の中ではち切れんばかりに盛り上がった。

　一気に射精感が下腹を突き上げ、ロロは白い精をまき散らしながら叫さけんだ。

「すき、ハディール……！」

　口を突いて出た言葉は、無意識だった。

　びくん！　とハディールの体が揺れ、射精直前だった雄がその硬こう度どを保ったままロロの中で止まる。

「……、？」

　ロロは汗あせばむ胸を喘あえがせながら、涙で霞かすんだ目で自分を組み敷しく男を見上げた。

　ハディールは苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、ずるりと雄を引き抜ぬいた。

「あぅ……っ」

　勢いよく剛ごう棒ぼうを抜かれた後こう孔こうが痺れを残したまま口を開く。

　貪どん欲よくな粘ねん膜まくが、愛しい人の精を飲み干したがってひくひくと脈打った。

「ハディール……？」

　ハディールの怒いかりに満ちたまなざしがロロを貫つらぬいた。

「そんな言葉で媚こびを売るのはやめろ！」

　ひく、とのどが凍こおりついた。

　好意を伝えるつもりではなかった。無意識だったのだ。

　けれどやっぱり自分がハディールを愛していることだけは、どうしても誤解されたくない。

「好き……なんです、あなたが……」

　ハディールは目を瞠みはり、怖おそろしいことを聞いたとでも言うような目でロロを見た。そして体を起こすと、乱れた服を手早く整えて大おお股またで部屋を出て行ってしまった。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送ったあと、襲おそってきた胸の痛みにぼろぼろと涙を流した。

　ベッドの上で体を丸め、両手で握にぎった拳こぶしを心臓の上に当てる。

　痛くて、痛くて、声を上げて泣いた。心臓の病ではないかと疑うほど痛い。

　愛を信じてもらえないのは辛つらい──。でもこんな痛みを、信じていた恋人に裏切られる痛みを、自分はハディールに味わわせてしまったのだ。

　泣いて泣いて泣いて──やがて泣きすぎて痛む頭で、丸まったまま考えた。

　どうすれば信じてもらえるかではない。自分の想おもいなど、痛みなどどうでもいい。どんなに苦しもうがロロは自じ業ごう自得だ。

　どうすれば、ハディールの心の傷を癒いやせるか。

　憎にくしみをぶつけてもらっても、ハディールはますます苦しんでいるように見える。ロロを凌りよう辱じよくすることで救われているようにはちっとも見えない。

　ならば。

「……愛しています」

　献けん身しん的な愛を捧ささげよう。

　ハディールが本当は心やさしいことを知っている。冷たく見せても、ロロが指先ひとつ傷つくことすら気にするほどに。

　友人として、恋人として過ごした甘やかな日々を思い出す。あれが本来のハディールの姿だ。額の魔ま力りよくの石は深い愛情で青く輝かがやき、愛しげに目を細めてロロやメランやアビーノを見ていた。

　もう一度彼に、あんな穏おだやかな日々を。心の平安を。

　媚を売るなと怒おこるのは、ロロの愛が真実であると信じていないからだ。当然だ、他ほかの男に抱だいてくれと懇こん願がんした声を聞かれ、さらにロロがハディールを母の仇かたきと憎んでいると思っているのだから。

　ハディールがロロに怒りをぶつけやすいならと、あえて否定もしなかった。でもそれでは彼を癒せないのだ。

　自分の想いを彼に叩たたきつける自己満足を目標にしてはならない。主体はあくまでハディールで、心から愛されていると信じてもらうこと。

　やることは同じでも、目的を違たがえてはいけない。どんなに冷たくあしらわれても、愛を伝え続けよう。

（ごめんなさい、母さん、神父さま。どうしても好きなんです）

　なにもかもを捨てても、自分は彼を選ぶ。もう村に戻もどれなくても、人間でいることすら、やめても構わない。

　ロロはペンダントを首に下げると決意を胸に秘ひめ、ハディールの私室へ向かった。

　ノックをしても、なんの返事もない。けれど中から物音が聞こえる。

　許可がないのに私室へ立ち入るのは無礼だが、今を逃のがしてはいけない気がして扉とびらを開けた。

「ハディール……？」

　背を向けて立っていたハディールはゆっくりと振ふり向く。

　虚うつろな瞳ひとみでロロを見た。

「門を開けるために抱いてほしいのか。生あい憎にくだが今日はそんな気にならぬ」

　ハディールの手を見て驚おどろいた。

「なにをしているんですか！」

　手に持ったグラスを、粉々に握りつぶしていた。握った手の間から、赤いものが滴したたっている。

　慌あわてて近づき、ハディールの手からグラスを取り上げようとする。

「触さわるな。おまえの指が切れる」

「だったらグラスを離はなしてください！」

　ハディールはおとなしくグラスを手放したが、開いた手のひらには、無数のガラスの破は片へんが突つき刺ささっていた。

「どうしてこんなこと……」

　破片をつまもうとするロロの手を振りほどき、ハディールは無造作に手を振った。

　ハディールはほとんど感情の窺うかがえない平へい坦たんな声で返事にならないことを言う。

「薬ですぐ癒いえる」

「だったらぼくを傷つけてください！」

　ロロは睨にらみつけるようにハディールを見た。

「腹が立つなら、いやなことがあるならぼくを傷つけてください。薬ですぐに癒えるんだったら、何度でも傷つけて、また治せばいい」

　言いながら、語ご尾びが震ふるえてくる。

「あなたが傷つくくらいなら、その方がずっといいです……」　>>>♥

　ロロには小さな傷ひとつつけるのさえいやがるくせに。

「なぜそんなに私を気にする」

　愛しているから。

　すぐには信じてもらえなくても、何度でも繰り返す。額の石が再び青く輝くまで。

「あなたを……、愛しているからです」

　ハディールは剣けん吞のんに眉まゆを寄せた。

「やめろ、そんな虚きよ言げんは聞きたくない」

「やめません。あなたが信じてくれるまで」

　ハディールは疑うたぐり深くロロの目を覗のぞき込む。まるで、そうすればロロの心が覗けるみたいに。

「私はおまえの母を殺したのだぞ」

　つきん、と胸が痛む。

　心の中で母に謝って、正面からハディールの目を見た。

「それでも、あなたが好きなんです」

　首から下げたペンダントを、ハディールの目の前で外す。そして力を込めて、大きく開いた窓の外へ放ほうり投げた。

「おまえ……！」

　ハディールはやっと感情を露あらわにして目を見開くと、とっさにペンダントを追いかけようと手を伸のばして翼つばさを広げる。

　ロロはハディールに縋すがりついてその動きを止めた。

「いいんです！」

　ハディールは困こん惑わくした目でロロを見下ろす。ロロは真しん摯しなまなざしをハディールに返した。

「いいんです……。母よりあなたを選びます」

　そしてふわりと笑うと、ハディールの首に腕うでを回して抱きついた。

「真心にかけて誓ちかいます。愛しています、ハディール。今までも、これからもあなただけを」

　泣きそうに眉を寄せたハディールの頰ほおを両手で包み、顔を傾かたむけて唇くちびるを寄せる。

　避さけられないことを確かく認にんしてから、目を閉じてそっと唇を重ねた。

　かすかに震えた唇が愛いとおしくて、唇で撫なでるように触ふれ合せた部分でやさしく左右になぞった。

　唇を離して、竜りゆうのような縦長の瞳どう孔こうを持つ金色の瞳を見つめながらほほ笑えんだ。

「手当てをさせてください」

　ハディールはなにかを諦あきらめたような表情で、おとなしくされるがままになっている。

　手のひらに食い込んだガラス片をひとつひとつ丁てい寧ねいに取り除き、小さな切り傷ならあっという間に治してしまう魔人の庭で採れた薬草で作った薬を塗ぬった。

　ロロの指先も薬をすくったおかげできれいになっている。

　汚よごれを落とせば、ロロの好きな黒い爪つめを持ったハディールの男らしく大きな手が、頰を包んでくれた。

　ハディールの瞳が不思議な静せい謐ひつさを湛たたえてロロを見る。

「ロロ……」

　名を呼んでキスされるなど、本当に久しぶりだ。

「愛してます、ハディール」

　信じてくれていても、そうでなくても。

　何度も愛の言葉を繰くり返しハディールの耳に囁ささやいた。

「ロロ……、ロロ……」

　ハディールはロロの名前だけを呟つぶやきながら、恋こい人びと同士だったときと同じように丁寧な愛あい撫ぶでロロを蕩とろかしていく。まるで赤子が母に縋るように、ときおりぎゅっと抱だきしめられた。

　熱い息を交かわし、日が暮れるまで情熱的に求め合った。

「ハディール、好き……、愛してます……」

　誰だれよりも、なによりも。

　傷つけてしまった心につける薬があるなら、この命と引き換かえにでも手に入れて彼に捧ささげるのに。

　ロロが愛の言葉を囁くたびにハディールは愛おしげに唇を食はみ、瞳に焼きつけるように切ない表情で顔を見つめる。

　額の石が青色を取り戻したのを見たとき、ロロの胸は喜びでいっぱいになった。

　ハディールの腕に抱かれたまま目を閉じる幸福に包まれたときは、きっとまた愛し合えると信じていた。
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「出て行け」

　言われた意味が、わからなかった。

　ロロはまだ裸はだかで褥しとねに座り込んだまま、窓辺に立って冷たく自分を見下ろすハディールの姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「ハディール……？」

「気安く呼ぶな。おまえにはもう飽あきた」

　言葉が耳を上うわ滑すべりして、ハディールの言っていることが理解できない。

　昨夜の熱がまだ体の奥に残っている。

「魔ま物ものと姦かん淫いんした身だ。どうせもとの村には戻もどれぬだろう。生活に困らないだけの金をやる。違ちがう町にでも行って新しい生活を始めるがいい」

「なん……、なんで……？　待ってください……」

　混乱している。

　これは夢なのか。それとも昨夜の幸せな情交の方が夢だったのか。

　ハディールはもうロロに興味がないと言わんばかりに窓の外に視線を移し、冷たく冴さえた横顔を見せるだけだ。

「待って……、噓うそでしょう？　だって、ゆうべ……、あんなに……」

　情熱的に求めてくれたのに。

　拒きよ絶ぜつするような横顔に、じわじわと彼が本気なのだと理解していった。額の石が青いことでも、彼が冷静であるのが知れる。

「出て行きたくありません！」

　ハディールはうるさそうに頭かぶりを振ふった。

「もう荷物は用意してある。おまえの顔など見たくない。今日中に私の庭から出て行け。さっさと服を着ろ」

　取りつく島もない。なにが起こっているのかちっともわからなかった。

　わかるのは、ここを出て行かねばならないということだけ。

　機械仕じ掛かけのようにぎこちなくのろのろと服を着、指差された場所に置かれたかばんを手に持った。

　彼が豹ひよう変へんした理由がまったくわからず、表情からなにか読み取れはしないかと窺うかがい見る。

　ハディールは口もとだけで笑い、蔑さげすむように顎あごを上げた。

「もの欲しそうな顔をしているな。最後にいい思いをさせてやったろう？　魔物の味を知ってしまったら人間では満足できないかもしれないが、おまえほど愛らしい顔をしていればいい男も捕つかまるだろう」

　頰がカッと熱くなる。

　ハディールは思い出したように懐ふところに手を入れると、昨日外に投げ捨てたはずのロロの母の形見のペンダントを取り出した。

「ほら、これも。おまえのものだ、持っていけ」

　足もとに投げて寄こされ、奥歯を嚙かみしめながら拾い上げた。

　ニア、とロロの脛すねに黒くろ猫ねこが頭をすりつける。

「メラン」

　メランは高い声で鳴くと、身軽にロロの肩かたまで駆かけ上った。

「おまえに連れて行って欲しいらしい。猫一いつ匹ぴきくらい充じゆう分ぶん世話をできるだけの金は入れてある。せめてもの情けだ。知らぬ町では寂さびしいだろうから、メランを連れて行け。ただし人間の町で人型になれば騒さわぎになる。猫の姿しか取れないようにしたから、話し相手にはならぬがな」

　ただの仔こ猫ねこになったメランは、のどを鳴らしながらロロの頰に額を押しつけた。

　ロロはメランの顎下を指先で撫でながら、自分の部屋に置いてきた、昨日やっと脚あしを継つぎ終わったアビーノを思い出した。

「……ぼくの部屋に、アビーノを置いてあるんです。後ろ脚を継ぎ足して、きれいに直してあります。できたらまた、命を与あたえて可愛かわいがってやってください。傷きず痕あとはよく見ればわかる程度に残ってしまってます。動けるようになったら、傷薬で治してあげてください」

　ハディールはなにも答えなかったが、アビーノも連れて行けとは言われなかった。

「来い」

　ハディールの腕に抱だかれて、城の窓から飛び立つ。

　こうして彼の翼つばさで空を飛ぶのも、これで最後──。

　不思議なほど、辛つらくも悲しくもなかった。

　門の手前に降ろされたとき、ここに立つのはすごく久しぶりだなとぼんやり思った程度だ。

「門を開けてやるのはこれが最後だ」

　ハディールの声とともに、軋きしんだ音を立てながら門が開く。

　薬草を採るために門前に構えていた人間たちは、ハディールの姿を見ると「ひっ！」と叫さけんで我われ先さきに逃にげて行ってしまった。

　これから先、薬草が欲しい人間はまたオークの目を盗ぬすんで岩山を越こえねばならないだろう。

「おまえの村と、その先の町は顔見知りが多いだろう。反対の南の町へ行くがいい。少し距きよ離りはあるが、途と中ちゆうに宿場もある。金を盗まれないように気をつけろ」

　なんだか息子むすこを心配する父親のようだと思ったら、乾かわいた笑いが張りついた。

「今までありがとうございました」

　ロロもまるで世話になった親しん戚せきの家からでも帰るように深々と頭を下げ、振り向きもせずに山道を下っていった。

　ハディールの庭にいたときはわからなかったが、外界はもうすっかり秋だった。金色に変わった木々の葉が山道に積もり、踏ふむとかすかに音を立てる。

　歩いても歩いても疲つかれる気がしない。

　やがて宿場にたどり着き、部屋に入ったところでねじが切れたようにベッドに寝ね転ころんだ。

　ニァーア…、とメランが鳴いてロロの頰ほおをざらついた舌で舐なめる。

（そうだ。メランにご飯、あげなくちゃ……）

　一日歩いても自分はちっとも腹が減らないけれど、メランの世話をしてやらねば。

　のろのろと体を起こし、部屋に入る前に宿場の主人から受け取ったパンをちぎり、皿に入れたミルクに浸ひたした。

「おいしい？」

　黒猫の頭を指の背で撫なでたときに、ふいに涙なみだが零こぼれた。

　悲しみ、怒いかり、疑問────突とつ然ぜんさまざまな感情が盛り上がってくる。

「……、っ、ハディール……！」

　急速に体が軋みを上げた。

　鉛なまりのように重くなった体をベッドに突つっ伏ぷし、対たい照しよう的に大きな風穴が開いてしまったような胸を押さえて号ごう泣きゆうした。

　朝からずっとショックが大きすぎて心がついてこなかったのだと、やっと気づいた。

　なんで。

　どうしてこうなってしまったのか。なぜ城を追い出されたのかわからない。飽きた、というハディールの言葉が耳によみがえり、ロロを打ちのめした。

　かつて愛し合っていた日々の想おもい出が胸の奥を抉えぐる。あの満ち足りた、幸福な日々。

　やっぱり魔物と人はわかり合えないのか。

　枕まくらに顔を埋うずめて泣くロロの髪かみを、黒猫がさりさりと舐める。

　泣いて、泣いて、やがて腫はれ上がった顔で、ロロはメランを抱だきしめた。

　小さな温ぬくもりが愛いとおしい。メランがいなかったら、衝しよう動どう的に崖がけまで走って行って飛び降りたかもしれない。

「メラン……。ずっと側そばにいてね……」

　ぐすぐすと洟はなを啜すすりながらしゃくり上げるロロを、メランは膝ひざの上から顔を上げて眺めた。ハディールと同じ、金色の瞳ひとみで。










　ハディールに言われた通り南の町を目指して歩くつもりでいたが、その前に一度だけ村に戻ってみようと思った。

　神父のことが気にかかる。

　ロロがハディールに連れ去られたことで、きっと心を痛めているに違いない。心臓が悪いことも心配だ。

　孫のように可愛がってくれ、ハディールに連れ去られるときも激げつ昂こうしていた彼にだけは事情を話しておきたい。門が開かなくなったと人づてに聞き、ロロに不ふ吉きつなことが起こったと誤解させないとも限らないから。

　ロロが魔ま人じんに攫さらわれたことは村中の人間が知っているだろう。きっと門が開く理由も知られているに違ちがいない。ロロが姿を見せることで余計な火種は持ち込まない方がいい。

　誰だれにも見られぬよう夜を待ってこっそりと教会まで行き、神父にだけ無事を知らせよう。違う町で暮らすことになるが、心配いらないと。

　星が瞬またたくまで村から離はなれた森のはずれで姿を隠かくし、月明かりだけを頼たよりに村までの道をメランを抱いて歩いていった。

　仔猫の形なりをしているが、魔物であるメランは教会へは立ち入れない。自分が出てくるまでどこかに隠れているよう言い聞かせ、教会の手前でメランを下ろした。

　ハディールに崩くずされた教会は半分ほどそのままだったが、神父の居住部分と祭さい壇だんのある後こう陣じんだけは修復していた。居住部分からは温かな灯あかりが漏もれている。

　ホッとして、小さな音でドアをノックした。

「ロロ……！」

　神父はロロを見るなり慌あわてて腕うでを引いて部屋へ引っ張り込み、急いでドアを閉めた。

「おまえ、無事だったか！」

　幽ゆう霊れいででもあるかのようにロロを見る神父は、ゾッとするほど顔色が悪く、濁にごった黄色い目をしていた。

　本人だと確かめるようにロロの顔を撫でる手も、死人のようにひんやりとしていて体温が低い。

「神父さまこそ……、あまり体調が優すぐれないように見えます」

「ああ、おまえがあの魔人めに攫われたときに、心臓が止まりかけてな。しばらく寝込んでいたんじゃ」

　神父はいかにも鈍にぶい動きで、億おつ劫くうそうに椅い子すに腰こしをかけた。

　心配をかけて心苦しく思う。

　これから冬になろうというのに、一人で大だい丈じよう夫ぶだろうか。ロロが村に戻もどって世話をしてやれればよいが、そういうわけにもいかない。

「どなたか神父さまのお世話をしてくださる方はいらっしゃるんでしょうか」

「ああ……？　あ、いや……、大丈夫だ。村人が交こう替たいで様子を見に来てくれておる」

「なら、いいんですが……」

　ハディールからもらった金は生活が安定したらどこかに寄付をするつもりでいたから、教会に置いていきたいところである。だが魔人からの金など受け取ってもらえまい。

「今日は泊とまっていくじゃろう？　大したものはないが、飯でも食ってくれ」

　これで最後だという思いから、ありがたく申し出を受けることにした。明日の朝、夜が明ける前にここを出る。それまで神父との別れを惜おしみたい。

「お手伝いします」

　二人で夕食を食べ、とっておきの蜂はち蜜みつを湯で割ったものを飲み、ぽつりぽつりと想い出話をして静かな時間を過ごした。互たがいに魔人のことには触ふれなかった。

「さて、今夜はやけに猫ねこが盛りおるわい」

　メランか他ほかの猫かはわからないが、教会の外でやたらに大声で鳴く猫がいるなと思いながら、ロロは疲れで目の回る体を硬かたい寝しん台だいに横たえた。










　寒くなって、ロロは震ふるえながら目を覚ました。さっきからずっと、甲かん高だかい猫の鳴き声が耳に響ひびいている。

「え……？」

　起き上がろうとしたが、わずかに体をよじれるだけで動けない。腕や脚あしに痛みを感じて視線を巡めぐらし、やっと自分が縄なわで縛しばり上げられて寝かされていることに気づいた。

　しかも服を剝むかれて生まれたままの姿である。

　崩れた壁かべと天てん井じようから、どうやら祭壇に縛りつけられているらしいとわかった。冷たい夜気が肌はだに染しみ入る。

　壁の向こうから、猫の激しい鳴き声がする。目が覚める前から聞こえていたこの声は、やはりメランだろうか。

　独特の刺し激げき臭しゆうが鼻をついた。この臭においは──。

（松まつ脂やに……？）

　不自由な首を傾かたむけてみれば、祭壇の周囲に松脂をかけられたと思おぼしき薪まきが積まれている。

　松脂は普ふ通つう着火に使われる。まさか……。

　怖おそろしい想像にごくりと唾つばを吞のんだとき、見覚えのある粗そ野やな男がロロを覗のぞき込んだ。

「ランドルフさん……!?」

　彼は夏の間しかいない。

　もうすっかり秋も深まった今いま頃ごろならとっくに都に帰っているはずだ。

　ランドルフは獣けもののように目をぎらつかせた。

「おまえを餌えさに魔人を誘さそい出す」

「なんで……」

　ランドルフは血走った目で口角から泡あわを飛ばしながら叫さけんだ。

「兵を無む駄だにして王はお怒りだ！　親父おやじは城に人ひと質じちとして監かん禁きんされてる！　俺は魔人の首を持って帰らなきゃ殺されんだよ！」

　言うなり、ランドルフはロロの陰いん茎けいをつかんで力まかせに扱しごき始めた。

「いたいっ……！」

「甘い声で鳴けよ！　魔人を呼び寄せろ！」

　無駄だ。こんなことをしたってハディールは来ない。いくら魔人の耳がよくても、さすがに声が届こうはずもない。

　それにもし聞こえたとしても、ロロはもう飽あきられたのだから。

「やぁっ、いたいっ、やだ……！　こ…、なことしても、ハディールは……、来ない……！」

　ロロの言葉になど耳を貸さず、ランドルフの指が乱暴に乳ち首くびをひねり上げる。

　わずかに隠すこともできず晒さらされた乳首の片方が、たちまち赤く色を変えた。

「ほら鳴け！　おまえの恋こい人びとを呼べ！　頼たのむよ、頼む……、呼んでく…、ぎゃっ！」

　ゴッ！　と鈍い音がして、白目を剝いたランドルフが気を失ってロロに覆おおいかぶさった。

「神父さま……！」

　怖ろしい形相で息を切らした神父が、ぶるぶると震える手で薪を握にぎりしめていた。ランドルフの後頭部を殴なぐりつけたのだ。

　助けてくれたと思うには、神父の目は狂きよう信しん的な色に彩いろどられている。

「ロロ……。ロロ、可か哀わい想そうに……。魔物に穢けがされて、おまえはもはや人間ではなくなってしまった。おまえを救うには……、もうこれしかないんじゃ……」

　神父はいったん居住部分へ続くドアの向こうへ消えると、すぐに火の燃え盛る松たい明まつを手にして戻ってきた。

　片手に松明を持ち、もう片方の手でロロの頰ほおを撫なでながら涙なみだを流す。

「魔物に穢された体は、炎ほのおで浄じよう化かするしかない。老いたわしだけでは準備できず、ランドルフの力を借りたことだけ詫わびよう。心配するな、神の炎がおまえを人間に戻してくださる。罪を清め、人間として死んで行ける。なに、怖こわくはない。わしも一いつ緒しよに行くからな」

　神父の手から松明が離れて落ちるのが、やけにゆっくりと目に映った。

　松明が祭壇の薪に触れたとたん、神父の足もとから炎が立ち昇のぼる。

「神父さま！」

　炎の燃える音に、猫の鳴き声がかぶさった。

「逃にげて！　神父さま、メラン、ランドルフさん！」

　だが神父は立ち尽つくしたままだ。

　炎に足を焼かれたランドルフが、「ひやぁっ！」と叫ぶとともに飛び上がり、一目散に逃げていく。

　炎は松脂で濡ぬれた薪の上を舐なめるように広がっていき、あっという間に祭壇の周りは炎に包まれた。

　神父は涙を流しながら、ロロの心臓の上にある母の形見のペンダントに手を当てた。

「おまえはもともと罪深い子だった。おまえの母の命を奪うばってよみがえったのだからな。それでもまっとうに生きられればと、わしも願っておったのだが」

「……、ぼくが、母の命を……？」

　神父はこくこくと頷うなずいた。

「死んだ人間をも生き返らせる、魔ま人じんの庭にある幻まぼろしの薬草……。父のために採りにいったことがあるじゃろう。結局おまえは手に入れられなんだがな。あれを、おまえの母は手に入れてきた。赤子の頃ころに心臓を止めたおまえのために」

　そんなものは存在しないと、ハディールは言っていた。人間のくだらぬ噂うわさだと。

「薬草とは名ばかりの、呪のろわれた魔具よ。人の命と引き換かえに、他の命をよみがえらせる。あの悪魔ハディールめは、それをおまえの母に与あたえたのだ。おまえは母の命と引き換えによみがえった。いくら母が望んだとはいえ、ハディールは人の命をなんとも思わぬ化け物よ」

　母が望んだ。

　自分の命と引き換えに、ロロを救うことを。

　そんな魔具があるとして、赤子のために命を賭として頼み込む母の願いを、苦しみながらも叶かなえてしまうであろうハディールの姿が見える気がした。

　では……、ではハディールが手を下して母を殺あやめたのではないのだ！　彼はやはりそんなことをしなかった。

　なぜ言ってくれなかったんだろうと思って、すぐにそれがロロのためだと気づいた。

　母の命を奪ってよみがえったと知ったら、ロロが苦しむから──。

　だから言わなかったのだ。自分がロロに憎にくまれるかもしれないことを承知で、あえて口をつぐんでくれた。

　あらためてハディールのやさしさに鼻の奥がつんと痛む。

「可哀想にロロ……。母がなにを想おもっておまえと命を引き換えたか。幸せになってほしいからに決まっておる。それなのに、おまえは魔物と通じて人間である誇ほこりを捨てた。きっと天国で悲しんでおるぞ」

　本当にそうだろうか。

　それが人であれ魔物であれ、愛し合って幸福な時間を過ごすことが間ま違ちがいだと思えない。ロロが幸せだと思ったことを、母は喜んでくれないだろうか。

「ぼくは、ハディールを愛して幸せでした」

　神父を見つめながら、はっきりと言いきった。たとえ想いがすれ違った今でも、後こう悔かいはしていない。

　神父は悲しげな顔で首を横に振ふり、胸の前で十字を切った。

「神よ、罪深き子をお赦ゆるしください」

　この恋が罪だというなら、自分は罪人で構わない。神の御み許もとより、ハディールの側そばに行きたい。

　もう愛されていなくても、自分にとってはただ一人の人────。

「ハディール……ッ！」

　声の限りに叫んだ。

　炎が勢いを増して祭さい壇だんを包み込む。熱気がちりちりと肌はだを焼き、吸いこむ空気が熱くて酸素が薄うすくなる。

　せめてもうひと目、ハディールの姿が見られたら悔くいはないのに。

　炎がつま先を舐めた瞬しゆん間かん、目を閉じた。

　そのとき突とつ風ぷうが吹ふいて、一瞬炎が大きく揺ゆらめいた。

「ロロ！」

　信じられない思いで、自分の名を呼んだ声の主を見る。

　炎に照らされて夜空に浮うかぶのは、黒い翼つばさをはためかせた美しい魔人だった。

「ハディール！」

　神父が驚きよう愕がくした表情でハディールを見上げた。

「なぜ……、なにをしに来た……。魔物にとって火は神聖で怖おそろしいもののはず……」

　ハディールは噴ふき上がる熱風に顔を歪ゆがめ、勢いを増すばかりの炎に触ふれるかどうかのぎりぎりの高さから祭壇を見下ろす。

　このままでは翼に炎が触れてハディールが燃えてしまう！

「いいから！　来ないでハディール！　逃げて！」

　魔物にとって炎は弱点なのだ。魔人でさえも例外ではない。

　ハディールは翼が大きいぶん燃え移りやすい。そしてもう今すぐにでも、ロロは四方から炎に囲まれて祭壇ごと燃えようとしている。多少の水や風ではもう助からない。

　炎の熱気の揺らめきの向こうに、愛いとしい人の姿が見える。

　最後にハディールに会えてよかった。姿を見せてくれて嬉うれしかった。だからもう逃げて。

　熱でのどが焼けそうで、咳せき込んだ。

　炎の壁かべに遮さえぎられて、ハディールの姿が見えなくなった。

「ロロ、死ぬな！」

　ばさり、とやわらかいものが顔を叩たたいたと思うと、短たん剣けんを手にしたハディールがロロに覆いかぶさるようにして見下ろしていた。

　背の翼を広げ、ロロを炎から守っている。だがその翼を炎が焼き、ぶすぶすと黒い煙けむりを上げている。

　ロロは悲鳴を上げた。

「ハディール、翼が！」

　ハディールは痛みに汗あせを吹き零こぼしながら、手にした短剣でロロの縄なわを切っていく。翼は端はしからどんどん炎に包まれていった。

「やめて！　いいから！　もういいから、ハディール！」

　いやだ。

　自分が焼け死ぬよりハディールが死ぬ方が辛つらい。

　それでもハディールは手を止めない。

　神父は驚おどろきのあまり、目と口を大きく開いたまま動けないでいる。

　縄が切り落とされると、ロロはハディールの首にしがみついた。腕うでが出ている部分が焦こげそうに熱い。でも彼は背中も翼も全部、この熱さを味わっているのだ。

　ハディールは片腕をロロの腰こしに回すと、もう片方の手で神父の襟えり首くびをつかんで飛び上がった。

「くっ……！」

　半分燃えてしまった翼では高く飛ぶことができない。

　かろうじて炎の輪を抜ぬけると、三人はもろとも地面に転がった。

「ハディール！　ハディール！」

　ロロが炎を消そうとハディールの翼を素す手でで叩く。ハディールはその手をつかんで、炎の残る翼を何度も大きく振った。

　風に流され炎の消えた翼は、ハディールに抱だきつくロロの体を愛しげに包み込んだ。

　まだくすぶる熱に焦げた臭においを纏まとわせた翼に包み込まれた瞬間、我が慢まんできずにぶつかるようにハディールに口づけた。

　熱で乾かわいた二人の唇くちびるが、甘い唾だ液えきで潤うるおされていく。

　あのまま焼け死ぬと思った。最後にハディールの顔を見られたから、それでもいいと思った。

　けれど助かってしまえば、この人と生きていきたいと強く思う。

「愛してる、ハディール……」

　ロロを抱きしめるハディールの腕の力が強くなる。

　貪むさぼるように口づけを交かわし、煤すすで汚よごれた頰ほおを涙なみだで濡ぬらしながら見つめ合った。

　あんなに冷たく突つき放されたのに、命を賭して助けてくれたハディールが自分を愛しているのだと素直に信じられる。

　なんで、とか、どうして、とか。

　そんな疑問はすべてどうでもよかった。ただロロを助けに来てくれたことが嬉しい。

　神父が震ふるえる声で、

「どうして……、どうして魔ま物ものが炎ほのおに飛び込んで……」

　問いながら二人を指差した。ロロはハディールと一いつ緒しよに顔を向ける。

　神父はわなわなと口を開き、信じられないものを見るように目を充じゆう血けつさせている。

　ロロは自分の意思を表すよう、ハディールを抱き寄せた。そして神父を見つめながら、はっきりと言った。

「愛してるんです、ハディールを」

　ハディールはロロの髪かみに口づけ、きつく抱きしめる。

「おまえが無事でよかった。……愛してる、ロロ」

　愛してる────。

　その言葉が耳に沁しみこんで、ロロは目を閉じてハディールに身を預けた。

　ロロを抱き上げたハディールは、半分燃えた翼を広げて地を蹴けった。

「そんな……、ばかな……」

　呆ぼう然ぜんと二人を見送る神父の声が遠ざかる。

　魔物と人間が愛し合っているなど、信じられないのだろう。でも誰だれに認めてもらえなくても、自分はハディールを愛している。

（さようなら、神父さま）

　心の中で神父に別れを告げた。

　どうしても理解してはもらえなかったけれど、幼い頃ころから可愛かわいがってくれた神父に感謝をして、彼の長ちよう寿じゆを祈いのった。薬くす師しとして後を継つげなかったことを詫わびながら。

　いつもよりずっと低い空をよろめきながら飛ぶハディールの腕の中で、置いてきてしまったメランのことを思い出して慌あわてて地上を見た。

　炎に照らされた範はん囲いのどこにも、メランの小さな姿が見えない。まさか炎に巻き込まれてしまったのでは……。

「ハディール、メランは……！」

「心配ない。もうすでに城に向かっている」

　自分には見えなくとも、ハディールには見えるのだろう。

　メランの無事を聞いて安あん堵どしたら、あとはもう苦痛の汗を滴したたらせるハディールが心配でたまらなくなった。
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　城のバルコニーに着くなり、ハディールは力ちから尽つきてくずおれた。

「ハディール！　いま薬を……！」

　火傷やけどによく効く軟なん膏こうがある。

　急いで薬を取り、ハディールの背後に回った。

　大きな翼つばさが背を守ってくれたおかげで、皮ひ膚ふの方は壊かい滅めつ的な損傷はない。けれどそのぶん、美しかった翼は見るも無残に焼け焦げてしまっていた。

　ロロは眉まゆを寄せながら、爛ただれてしまった背中から翼のつけ根に軟膏をすり込む。

「う……」

　触ふれるたびハディールが体を揺ゆらすのが痛ましく、できるだけやさしく塗ぬり広げた。

　肩かたも腕も服は燃え落ち、火傷が広がっている。こんな体でロロを抱いて翼を動かすのは苦しかったろうと、泣きそうになった。

　水すい棲せいの魔物の体液から作った薬はてきめんに効果をあらわし、火傷はみるみる滑なめらかな肌はだに戻もどっていく。

　しかし翼の方はそうはいかなかった。

「どうしよう……、翼の方はどうすればいいですか、ハディール。どんな薬が効きますか」

　ハディールは痛みで汗ばんだ額を手の甲こうで拭ぬぐうと、詰つめていた息を長く吐はいた。

　振ふり向くと、心配で涙を浮うかべるロロの首筋をそっと撫なでた。

「時間はかかるが、翼はいずれ生え変わって元に戻る。心配はいらない。それよりおまえに火傷はないか」

「ありません。あなたが庇かばってくれたから……」

「そうか。よかった」

　ハディールは心から安堵した声を出して、半分燃え落ちた翼でロロを包んだ。

　翼の焼け焦げた臭においが腹の底に溜たまっていた感情を突き上げ、涙が溢あふれ出て怒ど鳴ならずにいられなかった。

「ばかっ！　あんな……っ、無む茶ちやをするなんて……！　あ、あなたが死んでしまったら、ぼくは……！」

　力の限りしがみついたロロを抱きしめ、ハディールは髪にキスを落とした。

「おまえと共に焼け死ぬならそれでもよかった」

「なんでっ……、ぼくのこと追い出したくせに！」

　苦しかった。

　嫌きらわれていても憎にくまれていても、側そばにいたいと思っていたから。

「責任を……、感じていた」

「……責任？」

　ロロを抱くハディールの腕に力がこもる。

「おまえの母の命と引き換かえに、おまえの命を助けたこと。おまえが父のためにボロボロの姿で薬草を探しにきたとき、形見のペンダントを見てあのときの子だとすぐにわかった。血は争えぬ。おまえは自分の命を投げ出しても父を助けてくれと……。だがおまえの母の気持ちを思うと、そんなことはできなかった」

　す、と背筋が冷たくなった。

「……責任感で、ぼくを恋こい人びとに……？」

「誤解しないでほしい。鍵かぎを渡わたしたのはそうだが、おまえを見ているうちに……。まっすぐで、輝かがやいていて、まぶしかった。いつしか私を恐おそれぬおまえの訪おとずれを待ちわびるようになって……」

　春も夏も秋も、山道が雪に閉とざされるまで毎月通った。

　恋人になる前、冬の間は来られないと告げたとき、ハディールがとても寂さびしそうな顔をしたことを覚えている。

「おまえが私の恋人になってくれたときは……、魔物がこんなことを言うのは滑こつ稽けいだが、本当に天にも昇のぼる気持ちだった。生しよう涯がい慈いつくしもうと……、それなのに私は……」

　苦しげに言って、ハディールは身を震わせる。

「それはぼくのせいです。ハディールは怒おこって当たり前でした。あなたを裏切って、庭もめちゃくちゃにして……」

「それは違ちがう。鍵のことはすべてはおまえに渡した私の責だ。それに……、裏切ってなどいないんだろう？　おまえを見ているうちにわかったのに、怒いかりをぶつけて凌りよう辱じよくした自分を嫌けん悪おし、あんな関係になって、それでも恋しくて側に置きたい自分への怒りが止まらなかった。だがおまえが母の形見のペンダントを投げ捨てたとき……、やっと手放す決心がついた」

「なんで……」

　ハディールは少し体を離はなすと、ロロの頰ほおを両手で包んで目を合わせた。

　悲しそうな笑えみを浮かべて。

「おまえは母を捨ててはいけない。こんな醜みにくい魔物のために、命がけでおまえを生かした母を捨ててはいけないのだ」

　どくん、と心臓が波打った。そして悟さとった。

　自分は間違ったのだ。

　ハディールを選んだ証あかしを立てようと、母を切り捨てた。そうすればハディールが安心してくれると思って。

　そうではなかった。母を大事にした上で、ハディールも愛さねばならなかった。

　自分の想おもいを彼に叩たたきつける自己満足を目標にしてはならないと思っていたのに、全然ハディールのことをわかっていなかった。

　自分が憎まれても母が命を落とした理由を言わず、ロロのために口をつぐんでくれた。それほどやさしい彼が、ロロが母を捨てることを喜ぶはずなんてなかったのに。

「ごめんなさい……！」

　自分の愚おろかさに涙なみだが出る。またハディールを傷つけた。そして自分を救ってくれた母のこともないがしろにした。なんて利己的な自分！

　ハディールにも母にも顔向けできない。

　いっそ消えてなくなってしまいたい。こんな自分が、ハディールを愛していると言う資格などない。

　ハディールは辛つらそうに眉を寄せ、ロロの涙を指で拭う。

「頼たのむ……、頼む、泣かないでくれ。もう悲しい顔は見たくない。どうすればいい。どうすればおまえは笑ってくれる。愛しているんだ、もう二度と手放せないほど……」

　ハディールの言葉に、ロロは濡ぬれた目を向けた。

「私の手の届かないところで幸せになってくれればいいと思っていた。だが炎ほのおによっておまえを失うと思ったら耐たえられなかった。もうだめだ、逃にがしてやれない。おまえが側にいないと心配で心臓が破は裂れつしてしまう」

　しばらく意味がわからなかった。

　じわじわと内容が脳に沁しみこんで、やっとロロは唇くちびるを開いた。

「……いいんですか、ぼくの方こそ……、あなたを愛しても。ここに……、いても……？」

　こんなに未熟な自分が。

　ハディールは肯こう定ていするように、ロロを抱だき寄せた。

　温ぬくもりに包まれて、唇が震ふるえる。

「……愛してるんです、ハディール。ぼくだってあなたの側でなければ、抜ぬけ殻がらのようになってしまう……」

　息ができないくらい強く抱きしめられたと思うと、情熱的に唇を奪うばわれた。

「んっ……！」

　荒あら々あらしく唇を開かれ、痛いほど舌を嚙かまれる。

　その熱量にたちまち巻き込まれて、ロロの体の芯しんに火が点ともった。

　乱れる息の合間に、ハディールが囁ささやく。

「私がしたことのすべて、生涯かけて償つぐなう。二度と悲しませない。大事にする。おまえの母の魂たましいを毎日弔とむらい、魔ま物ものと添そい遂とげさせることの許しを乞こい続ける。だから……」

　側にいてくれ、ともう一度深く口づけられ、湧わき上がる幸福に満たされながら頷うなずいた。

　自分もハディールと一いつ緒しよに母の魂を毎日弔い、愛する人と暮らせて幸せだと報告して安心してもらいたい。そして心からの感謝を伝えよう。

　命をくれて、ありがとうと。










　やわらかな褥しとねの中で互たがいに服を脱ぬぎ捨て、向かい合ったハディールの翼つばさを引き寄せて焼け焦こげた羽にキスをした。

（こんなにボロボロになって……）

　自分を助けるために負った傷が愛いとしくて申し訳なくて、癒いやしたい気持ちだけで唇で触ふれ、手のひらで撫なでさする。

　ハディールがホッとしたように息をつく。

「直接的な快感とは違うが……、気持ちいいものだな、翼を撫でられるというのは」

「気持ちいいですか」

　嬉うれしくて、両側の翼を引き寄せて重ね、自分の体で抱きしめた。

　早く治って欲しいと願いを込めて何度も口づける。

「とても気持ちいいが……、早くおまえに触れたい」

　欲情を湛たたえた声で言われ、ロロはためらいながらすでに兆きざし始めたハディールの男根にそっと手を添えた。

　城に閉じ込められてからは、ロロが奉ほう仕ししてハディールを高めてから繫つながるのが当たり前になっている。

　だがハディールはその手をつかみ、やさしくロロを抱き寄せた。

「そんなことはもうしなくていい。私が全部するから、ただ愛されていてくれればいい。おまえが悲しい顔をしているのを知っていながら、今までさせてすまなかった」

「ち、違います。ぼくがしたくて……」

　とっさに否定したあと、とても恥はずかしいことを言ってしまったと赤面した。

　けれど知ってほしい。自分にも愛する人に触れたい、悦よろこばせたい願望があるのだと。

「その……、気持ちが伴ともなわない行こう為いは悲しいですけど、ぼくはハディールが好きだから、もっと……、い、いやらしいこととか、口で愛したりとか、前から本当はすごく……、してみたかったんです……」

　羞しゆう恥ちで呼吸ができなくて、つかえつかえになってしまう。

「だ、だけど、そんなはしたないこと言ったら好色だと軽けい蔑べつされそうで、怖こわくて……」

　でももう我が慢まんしない。

　これから長い間ハディールと過ごすと決めたのだから、自分の気持ちもちゃんと口にする。

　言葉が足りなくて誤解させた部分もあった。だから。

「そういうの、いやですか……？」

　でもハディールが慎つつしみ深いロロがいいというなら、愛する人の望む形になるのも本ほん望もうだ。ただ言わずに済ませることだけはしたくない。

　ハディールは興奮を強めたように、ロロを抱だく腕うでに力を込めた。

「そんな愛らしいことを言われたら、期待してしまう。私がおまえにどんなに淫みだらなことをしたいと思っているか、知らないだろう？」

　耳もとで囁かれ、期待と興奮が背筋を駆かけ下りた。

　どんなことをしたいのだろうと考えただけで、体が熱くなってしまう。

　乾かわき始めた唇を舌先で潤うるおし、自分からハディールの首筋に口づけた。

「知りたいです……」

　でも自分もしたい。

　男らしい鎖さ骨こつにキスをして、唇を下に滑すべらせた。

　ロロのものより濃こく色づいた胸の尖とがりを見つけると、口に含ふくんでみたくなる。

「くすぐったい」

　ハディールがかすかに笑いながら、赤子のようにちゅっちゅっと乳ち首くびに吸いついたロロの頰を軽く撫でた。

　自分はハディールに触れられたときに最初から感じてしまったけれど、彼は違ちがうらしい。

　やっぱり悦んでくれる部分を愛したくて、顔を伏ふせてすでに天を向いた雄おすの先せん端たんをちろりと舐なめる。

　ぴくん、と震えた器官が愛しくて、手を添えて太い幹を扱しごきながら、巨きよ大だいな傘かさを口で覆おおった。

「ん……」

　熱い。

　ハディールの熱を感じると、すぐに自分の体の奥から甘いものがこみ上げて、腰こしの奥が潤うるんでいくような気がする。

　くぷくぷと溢あふれてくる透とう明めいの蜜みつは、舌で感じる味わいとは違って心に甘い。

　感じてくれているのだと思うと、愛あい撫ぶに熱が入る。

　初めてのときは口に入りきらず不器用に舐めるしかできなかったが、凌りよう辱じよくの日々でハディールに淫らな舌ぜつ技ぎを仕込まれた。

「ふ……っ」

　いつもは辛つらさが先に立ってしまっていたけれど、今は心から愛しいと思いながら、喜びに満みち溢れて彼を味わえる。

　たっぷりと濡らした亀き頭とうと張り出したくびれの部分を指と手のひらで刺し激げきしながら、硬かたく張りつめた雄おす茎くきを舌の広い面を使って往復する。

　小さく口を開いたぬるぬるの切れ目に指を這はわせると、そのたび雄はびくびくと揺ゆれて快感を訴うつたえた。

「く、ん……」

　突つかれたら頭の芯まで痺しびれてしまうぎりぎりのところまで雄を吞のみ込み、狭せまいのど奥で締しめつけた。

　ハディールの恍こう惚こつとした息いき遣づかいが聞こえるのが嬉しい。

　やさしくロロの頭を撫でていた手が、頰ほおから首筋を下り、ぷちりと勃たち上がる小さな胸の突とつ起きをつまんだ。

「んっ、ぅぅ……！」

　雄を咥くわえたまま背を反らし、はずみでハディールの顔を見上げてしまう。

　欲情に塗まみれたハディールと目が合って、自分がどれだけはしたなく淫らな顔をしているかと思ったら、肌はだが火を噴ふくほど羞恥が燃え上がった。

　ハディールののどがごくりと音を立てて動く。

　咥えている顔を見られるなんてと、恥ち辱じよくのあまり口を離はなそうとしたが、

「そのまま続けろ」

　ゆっくりと腰を前後に動かされ、舌を押し下げるずっしりとした亀頭の感かん触しよくに目の奥が熱くなるほど興奮した。

　いやらしい顔を見られて恥ずかしいのに、ハディールが見つめるから視線が逸そらせない。

　性感を高めるように、ハディールの指先がロロの敏びん感かんな突起を弄いじり出す。

「ぅ、ぅ、んん……、っ」

　触れられると身を捩よじらずにいられない感じやすい器官だ。

　やさしく撫でられるたびに目を細め、つまみ上げられるたびに卑ひ猥わいに腰を揺らした。

　意図してではないその反応が、余計男を興奮させると知らずに。

「……もっと感じさせたい」

　熱い息をついたハディールの翼が、ふわりと前に向かって広がった。

　と思うと、翼の先がロロの体を撫で下ろす。

「あ……！」

　思わず取り落としそうになった男根はしかし、予想していたかのごとくのど奥に押し込まれた。

「ん……、ん……、ん……っ」

　やわらかな羽う毛もうがさわさわと、ロロの体の側面や背を撫でていく。

　小さな双そう丘きゆうや口を開き始めた蕾つぼみを震ふるわせる狭はざ間まを撫でられたときは、ベッドに膝ひざをついたままの内うち腿ももが震えた。

（どうしよう……、くすぐったいのにすごく気持ちいい……）

　すでに真っ赤に色を変えた乳首に与あたえられる強い刺激とは裏腹に、全身をやわらかい羽で撫でられるのが逆に甘さを強調する。

「今度時間をかけて、おまえの全身を羽で愛撫してやる」

　全身を？

　ハディールの腕に抱かれながら、羽を肌に滑らせて恥ずかしい部分までじっくりと嬲なぶられる想像をしたら、すでに臍へそにつきそうなほど反り返ったロロの雄茎からとろりとした蜜糸が滴したたった。

　焦じらしながら高められたら、自分はどれだけ乱れてしまうだろう。想像だけで、脳が沸ふつ騰とうする気がした。

　口に含んだ雄が熱い。

　────熱い！

「ハ……ディール、も、ほしい……！」

　突き入れられたがった後こう蕾らいがきゅんきゅんと疼うずく。もう今すぐにでも繫つながりたい。痛くてもいいから、早く欲しい。

「後ろを向け」

　命令口調で言われると、いつもロロの心は痺れてしまう。

　ハディールが男の顔を見せる瞬しゆん間かんに感じてしまうのだ。強く美しい彼に征せい服ふくされたい。

　愛される期待に震える後蕾が、恥ずかしげもなくぱくぱくと口を開く。

「あ……っ」

　そこに口づけられて涙なみだが出るほど感じた。

　滑なめらかな舌が蕾を割り、ぬちぬちと音を立てて淫いん道どうを潤していく。

　シーツを握にぎりしめていた手を取られ、

「……？」

　後こう孔こうに導かれた意味を悟さとったときに、全身が汗あせばんだ。

　ハディールはロロのいちばん長い指を口に含み、口淫と同じ動きでたっぷりと潤す。

　そして濡ぬらしたロロの指を取って後孔に宛あてがう。

「ハディール……！」

　自分で孔あなに指を挿いれて広げてみせろというのだ。

　ハディールの鼻先で。

「おまえの淫みだらな姿が見たい」

　いやらしいことをしたいと言ったのはロロ自身だけれども！

　凌りよう辱じよくの日々でさえ、自分で準備はしたけれど、指を抜ぬいたあとに充じゆう分ぶん慣らされているか確かく認にんされるだけだった。

　それをハディールの眼前で自分で指を挿さし入れるなんて。

「おまえの媚び態たいで私を誘さそってくれ」

　羞しゆう恥ちでシーツから顔を上げられない。それでも、恋こい人びとが望んでくれるなら……。

　息を詰つめながら、こわごわ狭い孔にぷつりと指を潜もぐらせた。

「あ……」

　見られていると思うと、かつてないほど感度が上がった。

　まだ先の方だけなのに粘ねん膜まくが激しく収縮し、自分の意思とは無関係に、指先が痺れるほど締めつけてくる。

　ここに……、この狭い場所にハディールが挿は入いる。

　自分の中をこすり上げて、奥深くまで────。

「や、あ……っ」

　じゅん、と壺つぼの中が熱くなった。

　蕩とろけた粘膜をかき混ぜたくて、入るだけいちばん奥まで指を挿し込む。

　それだけではもの足りず、淫いん猥わいな水音を立ててくちゅくちゅと孔を出入りさせた。

　綻ほころんだ蕾に、ハディールの指が同時に割り込んだ。

「ああっ……！」

　自分とは違ちがう動きで、好きに孔を広げていく。

　二本の指でかき混ぜられ、卑猥に泡あわ立だつ淫いん孔こうを見られていると思うだけで達してしまいそうになった。

「あ……、あ……、ハディール……、すき……、すき、ほしい……！」

　指が抜かれたと思うと、気づけば褥しとねに背を押しつけられていた。

　激しいキスに翻ほん弄ろうされている間に、熱い昂たかぶりがロロの蕾を割り開く。

「あ……、あああ……っ、っ、っ！」

　怖おそろしいほどの質量が、淫道を押し広げてロロの体を奥まで挿し貫つらぬいた。

　どくん、どくん、と鳴る重い脈動を体内に感じる。

「あ……、すご……、こんな、奥まで……」

　ハディールの雄おすが臍のすぐ下で脈打っている。

　挿そう入にゆうの衝しよう撃げきで零こぼれた涙を、ハディールの指先がすくった。前まえ髪がみをかき上げられ、汗ばんだ額に愛しげに唇くちびるを落とされる。

　キスされた場所と同じ位置にある、ハディールの魔ま力りよくの石を見上げた。

　深い愛情を表すように、海のような美しい青にやわらかな光が浮うかんでいる。

　自分もこれが欲しい、と思った。

「ハディール……。お願いがあるんです……」

　なんだ、と問うようにハディールがやさしい目を向けた。

「ぼくを、魔物にしてください」

　ハディールが息を詰めた。

　本当は、ハディールを怒おこらせて城に連れられたときから──いや、心の奥底では、恋人同士になったときから考えていたかもしれない。

「あなたの眷けん属ぞくでも使し役えき魔でも構いません。人の生は魔物より短い。ぼくは、ずっとあなたと同じ時間を生きたいんです」

　そしてせめてもの償つぐないに、自分が傷つけてしまった魔物たちの薬くす師しになりたい。人間の薬師になる夢は手放してしまったけれど、今度は魔物たちのために。アビーノを治してそう思った。

　ハディールは呼吸すら忘れ、目を見開いたまま動きを止めている。

「できませんか……？」

　魔物に取り込まれた人の話や、もとは人間だった魔物の話を聞いたことがある。それがただの伝説でないとしたら。

「でき……なくはない……。魔力の石を……、私と同じ石を、額に埋うめ込めば……」

「あるんですか？」

　そんな素す敵てきなものが。

　だがハディールは眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「ある……。魔人は対になる石を握って生まれる。自分の半身となるべき相手が見つかったら、自分と同じ種族に引き込むために……」

「だめですか。ぼくにはいただけませんか」

　自分ではハディールのただ一人の相手として、まだ認めてもらえないのだろうか。だとしても、認めてもらえるまで努力するしかないが。

　真しん摯しな瞳ひとみを向けるロロに、ハディールは絞しぼり出すように苦しげに言った。

「魔物になるのだぞ……。人間が忌いみ嫌きらう、醜みにくい存在に。私は……、おまえを、美しいままでいさせたい……」

「そんな言い方はやめてください！　ぼくはあなたを美しいと思っています。あなたもメランもアビーノも、みんなぼくの大好きな……！」

　言いながら、自分も魔物になれたらと想像して胸に幸福が満ちてきた。

「仲間に入れてください。ぼくも、ずっとみんなと一いつ緒しよにいたいです……」

　ずっとずっと、大好きな魔物たちと暮らしたい。

「いいのか……。私から逃のがれられなくなるぞ……」

「もう出て行けと言われても出て行きません」

　今さら。

　ロロのことばかり考えてくれるやさしい魔人を、自分は一生愛するだろうと思った。

「愛しています、ハディール」　>>>♥

　ハディールの頭を引き寄せて額の石に口づけたロロを、ハディールは力いっぱい抱だきしめた。











Epilogue






「まったくひどい話ですよ、わたしを置いてけぼりにするなんて！」

　もう何度目になるかわからない同じ文句を言いながら、黒くろ猫ねこのメランが甘あま酸ずっぱい香かおりのするハーブティーをカップに注いだ。

　命を与あたえたのは私だけれども、この性格は誰だれに似たのだろう。

　と心の中で首を傾かしげた。

　だが文句を言われるたび律りち義ぎにメランに謝ることにしている。

「だから悪かったと言ってるだろう。あのときはロロを連れ帰るだけで精いっぱいだった」

　メランはひげをぴんぴんと弾はじき、大きな態度で胸を反らせる。

「いいですけどね、わたしは自力で帰れましたから。でもね、ロロさまにわたしがついていってよかったですね。わたしの目を通してロロさまの危険を知らせてあげたから、助けが間に合ったんですよ」

「わかっている。おまえには本当に感謝している」

　そんなやり取りを、ロロは隣となりに腰こしかけてほほ笑えんで聞いていた。その額には自分と同じ青い石が、背には生まれたてでまだ小さな翼つばさが生えている。

　ロロの髪と同じく、光に当たると金色に輝かがやく美しい翼である。

　彼にとてもよく似合う。ロロの翼が空を飛べるほど育つ頃ころには、私の焼けた翼ももとに戻もどるだろう。一緒に空を飛ぶのが楽しみだ。

　今は人間のときと同じように日中に動くロロは、いずれ夜の方が過ごしやすい魔物の体になっていく。

　そうしたら月夜の茶会もいいな、と思う。月光に照らされながら、空中でまぐわいたい。

「ロロたま、お菓か子しをどうぞ」

　白猫のアビーノが、小さな手でロロに焼き菓子を差し出した。ロロの手作りである。

　ロロは魔物になったことで火が苦手になったが、人間のときの勝手を忘れたわけではないので、気をつけながら火を扱あつかっている。

　料理にせよ薬作りにせよ、火を扱える魔物は貴重な存在だ。焼き菓子もここでは珍めずらしい。

　これまで火は火トカゲを縛しばりつけて腹を押して口から吐はき出させることが多かったが、ロロはそれを可か哀わい想そうだと言い、かまどを作って種火を絶やさないようにしている。まったくやさしい子だと思う。

　ロロが来てから、メランも熱い茶を淹いれるようになった。今日も焼き菓子に合う熱々のハーブティーである。

　ロロは菓子を受けとって、アビーノに笑いかけた。

「ありがとう、アビーノ」

　アビーノの脚あしはすっかりきれいに治って、動くにもまったく支障はない。アビーノと再会したときは拒きよ絶ぜつされるのではとロロは案じていたが、アビーノは新しい脚を気に入って礼まで言っていた。

　ロロの謝罪とアビーノの礼が延々繰くり返されたのは、今となっては笑い話だ。

「ロロたま、あとでおなかをこわした魔物がおくちゅりをほしいって言ってました」

「うん、いつでも連れてきて」

　ロロは森で集めた薬草で、魔物たちの怪け我がや病気に効く薬を作り始めた。アビーノを治したことで、魔物たちの薬師になりたいと強く思ったという。

　人間に攻せめ入られたときに傷ついた魔物たちへの贖しよく罪ざいもあるのかもしれない。薬の作り方を熱心に私に聞いてくるのが愛らしくも頼たのもしい。

　返事をしていたらよそ見をしたのか、ロロがうっかりカップを滑すべらせてハーブティーを指にかけてしまったのが見えた。

「あつっ……！」

「ロロ」

　当たり前にロロの手を取って、指先を口に含ふくむ。

「気をつけろ。おまえの可愛かわいい指に火傷やけどなど作りたくない」

　ロロは真っ赤になって、「ごめんなさい……、ありがとう」と呟つぶやいた。

　その様子を見ていたメランが、ぷぅっと頰ほおを膨ふくらませる。

「だいたいですね、恋こい人びと同士に戻ったのはいいですけど、こう毎日目の前でいちゃいちゃいちゃいちゃ見せつけられちゃ、わたしだってお嫁よめさんくらい作ってもらわなきゃ割りに合わないですよ！」

　また始まった、と心の中で嘆たん息そくする。

「おいロロ、今度メランの花嫁を彫ほってやってくれ。うるさくてかなわん」

　いささか困り顔をした私に、ロロは笑いながら頷うなずいた。

「どんな可愛い猫を彫ってあげようね、メラン」

「そうですね、可愛いより美人タイプが好みです」

　遠えん慮りよなく注文をつけるメランに、つい自分も笑ってしまう。

　花のように愛らしい恋人と、まるで家族のような魔ま物ものたち。

「ロロ、茶のおかわりはどうだ」

「いただきます」

　カップを差し出したロロの額の青い石が、幸せそうな色に輝いていた。











あとがき






　このたびは『魔人の箱庭～囚われの淫花～』をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　エロフェア再び！　ということで、書かせていただけて光栄です。

　表紙とタイトルからしておわかりの通り、攻せめは魔ま人じんです。翼つばさ持ちです。額に石が埋うまっています。

　もう、どんだけ中二設定好きなのかという……。

　臆おく面めんもなく言い切りますが、好きです！

　なんなら舞ぶ台たいは魔界でもいいくらい好きなので、いずれそういうのも書きたいなと妄もう想そうが膨ふくらみます。

　そして翼ある攻めならこのプレイは絶対入れたい！　と、二種類ほど私の趣しゆ味みなプレイを入れさせていただきました。本文中でご確かく認にんいただければと思います。

　攻めのハディールはもともとのプロットではかなり手て酷ひどく受けを扱あつかうキャラだったのですが、サマミヤ先生のイラストを頂ちよう戴だいできると聞き、「サマミヤ先生なら甘い攻めが見たい！」と設定を変へん更こうして今のハディールになりました。

　おかげさまで基本甘やかでやさしい攻めになりました。受けのロロにとってはよかったですね。

　サマミヤアカザ先生、お忙いそがしい中挿さし絵えをお引き受けくださりありがとうございました。ロロはめちゃくちゃ可愛かわいらしく、ハディールは私の中二病をそのまま写し取ってくださったかのような姿で、キャララフをいただいてから嬉うれしくてずっと眺ながめています。

　担当さま、私が相談したりメールをすると素す早ばやくお返事をくださって、とても頼たのもしかったです。設定の変更にも柔じゆう軟なんに対応していただき、ありがとうございました。安心して仕事ができました。どうぞ今後ともよろしくご指導お願い申し上げます。

　そしてこの本をお手に取ってくださいました読者さま。本当にいつもありがとうございます。こうして本を出していただけるのも、すべて読者さまあってのことと深く感謝しております。お楽しみいただけているよう願うばかりです。

　よろしければひと言なりとご感想お聞かせくださいませ。

　どうか、またお会いできますように。





かわい恋こ

Twitter：＠kawaiko_love


















『魔人の箱庭　～囚われの淫花～』

電子版特別ショートストーリー







　ベッドにうつぶせになったロロの背を、ハディールの大きな手がゆっくりと揉む。

「痛くはないか？」

　魔人になりたてのロロの翼は生え始めでやわらかく、動かす練習をしていたらすぐにつけ根が痛くなってしまう。

「少し……」

　肩甲骨から生える翼は、まだ空を飛ぶには小さすぎる。自分の意思ではろくに動かすこともできず、いずれできるようになると言うハディールの言葉に期待するしかない。

　ロロさま頑張って、とメランもアビーノも応援してくれるから頑張っている。でも痛い。

　ハディールは心得たように翼のつけ根をやさしくほぐしてくれる。

「ん……、きもちいい……」

　ふかふかした枕に頰をすりつけて甘えた声を出した。

　裸の胸が触れるシーツもさらりとして心地いい。

　魔人になってからというもの、翼が邪魔をして服が着にくい。背中に翼用の切れ込みを入れた服を、ハディールは器用に自分で着ているが、ロロは手伝ってもらわないと着替えもできない。おまえは魔人としては赤子同然なのだから、とハディールは喜んで世話をしてくれるけれども。

　寝間着を着る前に、こうして背中を揉んでもらうことが日課になっている。

　今日はいつもより長時間練習したので、そのぶん背中の疲れも激しい。ハディールの指が的確にいいところを押してくれて、自然に声が漏れた。

「あ、そこ……っ、きもちい……、ん……、あ、ん……」

　きゅうっと肩甲骨に沿って押されると、思わず腰がしなる。すごくいい。

「ん……、そこ、もっと……」

　目を閉じてうっとりと身を任せるロロの背に、ふわりとやわらかいものが触れた。

　驚いて肩越しに首をひねると、ハディールがロロの翼のつけ根のちょうど真ん中に唇を落としていた。

「ハ、ハディール……？」

　ハディールはロロの背に口づけながら、体の線をなぞるように脇腹を撫で下ろした。その手つきに肌が粟立つ。

「おまえは……。そんな声を出して、私の忍耐を試しているのか……？」

「え……」

　ハディールの指が、ロロの胸芽をきゅっとつまみ上げる。

「あっ……！」

　びくん！　と体を揺らした。

　とっさに上体をねじったが、ハディールに腰の上に跨られている状態では、シーツにすりつけられていた胸が弄りやすく浮いただけだった。

　乳首を浮き立たせるように指の腹で弾きながら背の間を舐められると、甘い痺れが尾てい骨まで駆け下りる。

「や……、ん……、ハディール……っ」

「私がどれだけ我慢していると思う。慣れぬ体に無理を強いてはいけないと、毎晩欲望を押さえつけているのだぞ」

　ロロが魔人になってから、まだ体を繫げたことはない。

　新しい体に慣れるのに一所懸命で、夜はどうしても疲れて眠くなってしまう。ハディールもいつもやさしくロロを抱きこんで眠ってくれるから、つい甘えきっていたけれど。

「ん……、あ……」

　愛しい人に情欲をぶつけられれば、ロロの体は簡単に燃え上がる。

　たちまちぷっくりと膨らんだ乳首をこねられ、体の下で性器がじわりと熱を持つ。

「少し体を起こせ」

　ロロの耳朶を軽く嚙みながら引っ張られ、吊られるように肘をついて胸を浮かせた。

　ハディールの指が、すでに期待で勃ち上がった両方の乳首をつまんで押し潰した。ロロは細いのどをのけ反らせて魚のように体をびくびくと揺らす。

「や……、あん……、ああ……、あ、あ……」

「……可愛いな、ロロ。翼が動いている」

　熱のこもる吐息とともに囁かれて、頰に血が上った。

　刺激を与えられるたび、ロロの小さな翼は快感を訴えて勝手に振れてしまう。感じると翼が動いてしまうなんて知らなかった！

「言わないで……、はずかしい……」

　熱くなった額を枕にこすりつけると、魔力の石がじんと痺れた。ハディールの興奮に感応しているのがわかる。

　額から直接脳に興奮が流れ込んでくるようで、ぞくぞくして目を細めた。

「おまえの翼は色が淡いから、まるで天使のようだ」

　揺れる翼を食みながら、ハディールが恍惚とした声を出す。

　少し不安になって、首を傾けてハディールを見た。

「いやですか……？」

　神と魔物は敵対しているから、神の使徒である天使はハディールの嫌うところではないだろうか。

「まさか。気まぐれな神は好かぬが、天使は無垢で無邪気で美しいと思っている。向こうにしてみれば私は気味が悪いだろうが」

「ぼくは気味悪いと思ったことなんかありません」

　ハディールは愛しげにほほ笑んだ。

「では私だけの愛らしい天使を、存分に可愛がってやろう」

「はい……」

　頰を染めながら返事をすると、ハディールはロロの体を抱き起こして背中から抱きしめた。

「寝転がるのは辛いだろう」

　自分一人で寝る分にはなんとか大丈夫だが、ハディールの体重を受け止めるたらきっと翼が痛んでしまう。

　それに最中は激しく体を揺さぶられるから、シーツに背中がこすれるし……。

　そこまで思ってボッと耳まで赤くなった。

　ハディールの脚の間に座らされ、思いきり両膝を外側へ倒された。

「ひゃ…っ!?」

　すでに昂って上を向いた陰茎が大胆に晒される。

「閉じるな」

　恋人に命ぜられれば、どんなに恥ずかしくてもロロは目を瞑って従ってしまう。

　だって好きだから。ハディールがしたいと思ってくれるなら、それがロロにとっても嬉しいことだから。

「羽で愛撫してやると、約束したな」

　目を閉じて羞恥に震えるロロの内腿を、さわりとした感触が撫でた。

　ぴくんと体を揺らして目を開くと、ハディールが手に持った一本の黒い羽根が、ロロの脚のつけ根をくすぐっていた。

「や……、ハディール、くすぐったい……」

　こんな形で愛撫されるのはとても恥ずかしい。以前のように、ハディールの翼で包まれて撫でられるものと思っていたのに。

「じっとしていなさい」

　言い聞かせるように命令されると、いつも心が痺れる。

　普段はロロを敬うように触れてくるハディールが欲望を晒してくれるのが嬉しいからか、それとも自分は彼に支配されたい願望があるのだろうか。

「あ……、あ…………」

　羽根が頰を撫で、首筋を通り、淡い色の小さな胸の尖りをさわさわとくすぐる。

　刺激自体はささやかなのに、指とはまったく違うもどかしさが逆に官能を煽った。道具で遊ばれている、という羞恥により興奮してしまう。

「ハ……ディール……」

　もっと強く、つまんでこね回してほしくてたまらず、せつなく乳首が疼いた。ハディールの体に挟まれたロロの翼もぴくぴくと震えている。

　後ろから耳朶に歯を立てられ、甘い痛みに身を竦めた。

「んっ……！」

　一瞬強ばった体を慰めるように、羽根が肌の表面を撫でていく。

　熱を持つ痛みと対称的な歯がゆい感触に、ロロの肌はますます燃え上がった。激しい快感を欲して高められていくのがわかる。

　ハディールの手で強い快感を与えてほしくて、我を忘れて喘がせてほしくて。

　開いた腿を震わせてじれったさに悶えるロロの耳もとで、ハディールがくすりと笑う。

「囚われのいたいけな天使にいたずらをしている気分だ」

「あ……」

　腰の奥がじゅわっと熱くなる。

　天使などではないけれど、ロロの白い肌の上を黒い羽根が滑る様を見てしまえば、本当に魔物にいたずらをされる無垢なものの気分になった。

　被虐的な快感がずくずくと湧き上がってくる。

　魔に蹂躙される神の使徒など、冒瀆的な淫画のようで。

「……おまえは少し虐めてやる方が感じるようだな」

　ロロの昂りも額の石を通ってハディールに伝わってしまうのだろうか。

「そんな……こと……、いじわるは、いやです……」

　言いながら、どんなふうに虐められるのだろうと興奮してしまう自分がわかる。

「悦ばせてやりたいだけだ」

　つ、と黒い羽根が涙を零すロロの雄茎の先端に触れる。

「ああっ……！」

　刺さるような快感が走り、思わずしなる背をハディールの胸にすりつけた。

　そのままくるくると羽根の表面でいちばん敏感な部分を撫で回され、たまらず腰をくねらせた。

「ひゃ…、あ、ああ……っ、やっ、だめっ……！　それ、おかしくなっちゃう……！」

　指とは全然違う！

　そこに触れられるのはいつも刺激が強すぎて、やさしく舌先で舐められるだけでも、ともすれば痛みに変わってしまいそうになる。

　けれど羽毛のやわらかさは痛みを与えず、快感を塗り広げられているようにめちゃくちゃに感じた。

「やぁ……、ハディール……、それ……、それ、もう…………」

　こんなに感じるのが恥ずかしくて気持ちよくて、涙が滲んでくる。

　でも大好きな恋人に脚を閉じるなと言われたから、ロロは逃げられない。つま先でシーツに皺を作りながら、涙に濡れた目でハディールを振り向いた。

　ハディールがこくりとのどを鳴らす。

「……ここの小さな孔も、いずれ暴いてやりたいものだ」

　精路を嬲られると考えただけで、ロロの脳は痺れてしまう。

　とろりと瞳を蕩かせたロロの唇を、ハディールはやさしく塞いだ。

「見ろ。おまえの愛液で羽根がぬるぬるだ」

　見れば、羽根と蜜口の間に透明な液体がアーチ状に糸を引いている。黒い翼は余すところなくロロの零した蜜でぬらぬらと光っていた。

「あ……」

　それを胸の尖りに塗りつけられ、羞恥と快感で指を嚙んで震えた。

　まだ触れられてもいない後蕾はもう穿ってほしくてヒクついていて、このまま乱暴に突き上げてもらいたくてたまらない。

「おねがい……、おねがい、ハディール……、もう……」

「もっとじっくり可愛がってやりたかったのに……」

　言いながら、ハディールも久しぶりの情交に期待しているのがわかる。

　それでも丁寧にロロの後孔を潤滑剤で慣らしてから、気が急いて涙目になったロロに口づけた。

「獣の姿勢で貫くのも天使を犯しているようで興奮するが、やはりおまえをそんなふうに扱いたくない」

　ベッドの上に座ったハディールを跨ぐ形で正面から抱き合い、やさしい手つきに促されてゆっくり腰を落としていく。

「あぁ……、あ……」

　ずっ、ずっ……、と割り開かれるごとに、震えるような快感が体幹を駆け登って目眩がする。

　届く限りのいちばん奥を硬い雄の先端でこねられると、泉のように快楽が湧いた。

「ハディール……、っ、ぁ…、ハディール……！」

「おまえは奥が好きだな、ロロ」

　泣きながらたくましい首根にしがみつくロロを、ハディールが下から揺さぶる。

「だって……！　きもち、いぃ……、から……っ！」

　腰骨を両手で押さえつけられて最奥を穿たれれば、硬く閉じ合わせたまぶたの間から涙が飛び散る。

　突き上げられるたび頭の中に白い光が瞬いて、快感を逃したくてハディールの背中に爪を立てた。

「ああっ、ああ……っ、あ、あ、あ、あ……、あああぁぁ────……っ」

　ぱさり、とかすかな感触が肩を打った。

「上手に動かせているじゃないか」

「……っ、ぇ……？」

　無意識のうちに腰を上下するのに合わせて、ロロの背中の翼がはためいている。

「毎晩こうして練習するか？」

　からかうように言われ、すでに煮えたぎりそうな頭がさらに熱くなる。真っ赤になった顔を隠すようにハディールの肩口にすりつけた。

「いじわる……」

　ハディールは笑いながらロロの顔を上げさせると、額の石にキスをした。温かな愛情が流れ込んできて、ロロの翼はまたふわりと空気を孕んだ。


＊



「ロロさま、翼を動かすの上手になりましたね」

　黒猫のメランが感心したような声でロロを褒める。ロロの隣に立ったハディールの、

「夜ごと私と練習しているからな」

　という言葉にポッと頰を染めたロロを、メランは不思議そうに金色の瞳を瞬かせて見た。

　翼は順調にロロの意思に従って動かせるようになってきた。でも逆に、羽ばたくことでハディールとの行為を思い出してしまうのはどうすればいいんだろう？　とロロが悩むようになるのは、もう少し先の話である。
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